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　Phase xxx.　『傷だらけの世界の果てで』




　風の、強い日だった。




　見わたすかぎり広がる赤い荒こう野や。

　乾かわいた赤土に覆おおわれた大地の表面を突とつ風ぷうがすくい上げ、微び細さいな砂さ礫れきを含ふくんだ赤い風となって吹ふきすさぶ。

　旋せん風ぷうのように。

　鎌かま鼬いたちのように。

　鋭するどく頰ほおをかすめては、甲かん高だかい風鳴り音を響ひびかせて通りすぎていく。

　そんな閑かん散さんとした大地で──

「……待っ……て」

　消え入りそうな声を発したのは少女だった。

　黒くろ髪かみを目の上あたりでばっさり切った髪型の少女。

　鋭えい利りながらも物もの憂うげな眼まな差ざしはどこか浮うき世離ばなれしていて、整った目鼻立ちながらも表情に乏とぼしいせいでどこか近寄りがたい雰ふん囲い気きを帯びている。

「……って……待っ……」

　彼女が見つめるのは、十メートル以上も前を歩く白衣の男だった。

「お願い……」

「────」

「待って……ナザリエル……」

　少女が初めて発した男の名前。

　そしてそれと同時、先を行く男の足が止まった。いまだ十メートル以上も離れていて、少女の掠かすれた声など届きようもない。

　それでも、名を呼ばれた彼は当然のようにふり返った。

「やあ。誰だれかと思えばキミか、紫苑しおん」

　空とぼけた笑えみで男が研究衣をひるがえす。

　まだ若い。二十代前半、もしかしたら十代かもわからない。

　が、その奇き妙みようなほど落ちついた佇たたずまいと決して真意の読みとれぬ深しん淵えんの微び笑しよう。そして何より蒼あおの双そう眸ぼうに宿る知的な眼光が、ただならぬ雰囲気を彼に与あたえていた。

「……どこへ、行く」

「ここではない場所さ。つい昨夜伝えただろう？」

「私を……置い……て？」

「もちろん。それも昨夜伝えたとおりだ」

　飄ひよう々ひようと告げるナザリエルと呼ばれた男。

　対して、変わらぬ無表情ながら、紫苑と呼ばれた少女は唇くちびるの端はしを嚙かみつぶしてうつむいてしまった。

「……なぜ」

「用済みだからだ」

　淡たん々たんと告げる、研究衣の彼。

「二タイプの『意志ある機械』──すなわち人型アンド機械体ロイドの実験は終わった。旧式のミカエルと、新型であるキミ。機械水すい晶しように登録した基き礎そＡＩは共通だけど、知ってのとおり、ミカエルには感情の発はつ露ろを積極的に促うながし、逆にキミにはそれを制限するよう定めた。その目的はわかっているね？」

「実験……」

「そう。自我を積極的に感情として出すミカエルと、自我を持ちながらあえてそれを抑おさえこむキミ。はたして、どちらが禁断アマ水晶リリスに機き神しんとして選ばれるのか。ちょっと興味があったんでね」

「……あのミオ鉱山での洗礼が、全すべてあなたの計画の内？」

「計画なんて大層なものじゃない。そして、その実験結果はキミ自身が一番知っているはずだよ。機神シオン。ミオ鉱山で禁断アマ水晶リリスからの洗礼を受け、軍用人型アンド機械体ロイドであったキミは機神となり、そしてミカエルは今も一いつ介かいの軍用人型アンド機械体ロイドのまま」

「……それは」

「無理に言う必要はない。あの時、キミが機神となった場所で何が起きたのか僕は知っている。だからこそ実験は終わったと言ったのさ。キミは用済みだとね」

「…………」

　機神シオン。

　正式な機神名はOrbieオービエ Sion・シオン【真実契けい約やく者】。

　禁断アマ水晶リリスの力を授さずかったことで人型アンド機械体ロイドであった紫苑は機神へと転生し、その証あかしとして彼女の双眸は黒から薄うす紫むらさきへと変化した。

「キミとミカエルの実験。プロジェクトでの『双ノイエ・子ノエシス』を使った実験。どちらも予想どおりのサンプルを採とることはできた」

「それはプロジェクト・楽園幻げん想そう？」

「……へえ」

　彼がわずかに眉まゆをつりあげた。

「少し驚おどろいた。あのプロジェクトは帝てい国こく司令部でも上層部しか知らない第一級秘ひ匿とく事じ項こうのはずだったけれど？　さすが、機神になってアクセス権限も与えられたのかい？」

「調べた……ナザリエルが関かかわっていると思ったから」

　機神シオンの答え。

　それを受け、ナザリエルと呼ばれた男の微笑がわずかに変化した。とぼけた底知れない微笑から、わずかに優やさしく。

　まるで、愛まな娘むすめの発表を待ちわびる父親のような微笑で。

「どうして僕が関わっていると思った？」

「あの計画……用いられてる技術……何もかもがこの世界の水準を超こえすぎている。だからあなたしかいない。ナザリエル研究主任」

「何もかも、とは具体的に？」

「禁断アマ水晶リリスの力を利用しない人工の究極結界『楽園幻想』の提唱、人型アンド機械体ロイドに自我を与えるプログラムの完成。沁しん力りよくと魔ま笛てきの研究によるエルベルト共鳴の発見。そして、私たち機神に魔笛を取り憑つかせる『眠らざる者ゴースト』の実験。……全て、あなたによって為なされたこと」

「なんだ。わかってるなら補足の必要はないな」

　面めん倒どうくさくなくていい──そんな面おも持もちで彼が肩をすくめてみせる。

「しかし、何だね。さすが禁断アマ水晶リリスの洗礼を浴びただけある。あれほど強固に感情発露をロックしていたのに、今の言葉には力がこもってたじゃないか。もう自力で制限を突とつ破ぱできるんじゃないかな？」

「……できる……と思う。試ためしたことはないけれど」

「なぜ試さない？」

「それが、あなたが私にくれた贈おくり物だから」

　問いかける男の眼差し。

　それをまっすぐ見返す少女の言葉には、禁じられているはずの哀あい愁しゆうともいうべき感情が込こめられていた。

「私も、ミカエルも……私たち人型アンド機械体ロイドは、あなたの娘むすめ。与えられた制限もまた、あなたから授けられた贈り物。それを破る道理など……ない」

「────」

「だから……お願い……私とミカエルを……置いていかないで」

　懇こん願がんするように一歩、また一歩近づいていく。

「それはダメだ」

「……どうして」

「さっきも言っただろう。用済みだから」

「…………」

　紫苑の足取りを止めたのは、やはり彼からの変わらぬ一言だった。

「……そう……」

　自らに言い聞かせるように口にする機神。

「やっぱり……あなたにとって人型アンド機械体ロイドは……」




「用済みということは、もう僕の命令を聞かなくていいということだ。キミの自由を遮さえぎるものは何もない」




「っ!?」

「やれやれ。機神になってもモノの理解力は向上してないのかい？」

　溜ため息いきをつき、煌きらめく蒼の頭とう髪はつをナザリエルが搔かきむしる。

「……どういう意味」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく少女に対して。

「早いものだね。それぞれ数百体と生産していた僕の実験用人型アンド機械体ロイド。それも今となっては旧式のミカエルと新型のキミ。二体だけだ」

「みんな……幽ゆう幻げん種しゆとの戦いで破は壊かいされた」

「そう。だから、これは僕なりの些さ細さいな気まぐれではあるけれど、残ったキミたちには自由に生きる権利を与えてみたくなった。キミとミカエルは僕の期待に応こたえる結果を出した。あとは、キミ自身が自分を定義するといい」

「…………」

「だから、連れていくことはしない。そういうこと」

　ぽかんと呆あつ気けにとられた表情で立ちつくす機神。

　それを遥はるか前方から眺ながめる研究者。

「キミには全てができる。本来なら全ての人型アンド機械体ロイドは人間に従順だ。けれど君に与えた自我は、それ以上に自己を優先するようセッティングしてある。言い換かえれば、自分にとって人間が邪じや魔まであるならば反旗を翻ひるがえすことも可能というわけだ」

「…………」

　無言で佇む機神。

「理解できたかな」

「……なぜ」

「ん？」

「なぜ、人わ型た機し械た体ちを試す」

「試す？　それは違う。ただ君の思うがまま生きればいい。このまま帝国に属するも良し。あるいはミカエルと共に帝国外に行くも良し。あるいは人に牙きばを剝むくのも良いだろう」

「人に？」

「そう。あの剣けん帝ていヘケトのように」

「っ!?」

　思いがけぬ仲間の名に、少女が目を見開いた。

「アレはとても良くできた人型アンド機械体ロイドだ。精せい巧こうな外見は元より、自我とその発露、感情表現においてまさに人型アンド機械体ロイドの代表と呼ぶにふさわしい。完成形の代表であり、究極の失敗作の代表にね」

「……ナザリエル、意味がわからない」

　少女の姿をした機神は素す直なおに打ち明けることにした。

　ナザリエル・舜しゆん・イフ・カミウ。

　この研究者は異質だ。

　忽こつ然ぜんと帝国に現れ、その翌週には後に機神となる人型アンド機械体ロイドを三体も造りあげていた。だがそれすら、本人曰いわく「あり合わせの材料で造った寄せ集め」だという。

　そして、彼が進めている謎なぞの研究もそうだ。プロジェクト・楽園幻想──幽幻種をこの世界から排はい除じよする究極結界という話だが、彼以外には誰だれも原理を理解できないでいる。

　……超ちよう越えつ者しや。

　……この人間は何を想おもい、何を目指しているのだろう。

　そもそも、いったい何者なのか。

　過去も出自も語ろうとしない。帝国にやってきた目的すら曖あい昧まいなまま。

　ただ一つ紫苑が理解しているのは、この男の思考がはるか未来を向いているということだ。人も人型アンド機械体ロイドも何もかもおきざりに、本人曰く、遥かな高みから『何か』の成長を観察しているのだという。

「さっきキミに伝えたことさ。剣帝ヘケトに組みこまれたＡＩの思考レベルは、キミやミカエルのそれに匹ひつ敵てきする。そしてあの剣帝は、遠からぬうちに必ずや人類に向けて反旗をひるがえすだろう」

「……うそ」

「同じ機神として気になるならば見届けるといい。どのみち僕が帝国司令部を抜ぬけた今、機神の修復ができるのは、第三開発部局のヨミ研究主任くらいだ。彼女につき従っておくのは得策だからね」

「ヨミ・レッセント？」

「そう。彼女の造った剣帝ヘケトを見て、僕は少し考えを改めた。この世界も存外捨てたものじゃないと。彼女はまさしくこちら側の世界を代表する天才だ。特に機械工学に関しての才覚は素晴らしい」

　その言葉にこめられた弾はずむ口調。

　それが、この男が普ふ段だんまず見せない歓かん喜きの証であると紫苑は知っていた。

「ナザリエル、嬉うれしいの？」

「稀き少しような競争相手という意味でね。エルマリアに続き、こんな気持ちになるのは二人目だ。心残りがあるとすれば、彼女と一度も話すことなく帝国を去ること。それと彼女が現在造ってるという噂うわさの──」

「『希望イリス』？」

「そう。あの剣帝を造ったヨミが、今あらためて一体の人型アンド機械体ロイドを造るという。どんなものが生まれるのか。どんな可能性を秘めているのか。その完成を見ることなく去ることが、僕の唯ゆい一いつの心残りと言っていい」

　そうだ。

　この男は帝国で進められている極ごく秘ひプロジェクトの研究主任の座に就ついていた。それを辞やめると自分にだけこっそり告げたのが昨夜。

　そして今、この男は帝都を抜け出て、この辺境に立っている。

　どこかへ。

　帝国でもエルマリア神教界でも武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにでもない。誰も知らない『何ど処こか』へ行くのだという。

「……どこへ、行くの」

「行くわけじゃない。『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』の待つ場所に戻もどるだけさ」

「？」

「その根本に眠るものに用がある。既すでに虹色名詠士カインツと敗者の王シヤオは僕の動向を察している。不エ完ル全マ聖リ母ア、そして不エ完ル全マ聖リ母アの対存在である反ツ逆ア者リも、いずれは追いついてくるだろう。『セラ』が目覚める前に事を済ませておきたいんでね」

「私は、何も知らされてない。わからない」

　首を横にふって紫苑は答えた。

　が、当の研究者はそれに微び笑しようで応えただけだった。

「知る知らないはさして重要なことじゃないよ、紫苑。愚おろかで愛いとしい僕の人型アンド機械体ロイド」

　すっと右手を上げる彼。

　彼が指さしたのは地平線。赤茶けた土ど壌じようのさらに先だ。

「いま、この世界はどうなっている？」

「……破は滅めつが近い」

「そう。幽幻種の侵しん攻こうに脅おびやかされ、既に大陸の75パーセントが魔笛に吞のみこまれた。残りの大陸も資源を取り尽つくして枯こ渇かつしかけている。いわば傷だらけの世界だろう」

　ひび割れた大地。

　吹き止やまぬ風に研究衣をはためかせて彼は続けた。

「だけどね、それでもこの世界はキミたちの世界なんだ。ヨミが剣帝を造り、そしてまた『希望イリス』とやらを造ろうとしているように。この傷だらけの世界を救うことができるのは、この世界に生きる権利を持つ者だけだ。大罪人の僕じゃない」

「私が権利者だと？」

「そう。キミもミカエルも紛まぎれもなく権利を持つ側だよ。僕と違ってね」

「……でも」

　再び、紫苑がわずかに顔を伏ふせた。

「私だってミカエルを裏切った。これからどうすればいいのかわからない」

「そう。だが僕は道を示さない。これからはキミが決めるんだ」

　はためく服の端はしを手でおさえつけて背を向ける男。

「──やれやれ。僕としたことが喋しやべりすぎた」

　そして、苦笑とともに吐と息いきをつく。

「生まれた理由と、生きる理由は違う。人も人型アンド機械体ロイドもそれは同じだよ」

「はい」

「お別れだ紫苑。もう二度と会うことはないだろうけど、キミとミカエルの生きる理由が、僕のように救いのないものにならぬよう」

「……さよなら、ナザリエル。私のたった一人の主人マスター」







　Phase.1『入院生活三日目』




　　　　１




「うあ、まぶしっ！」

　カーテンから差しこむ日ひ射ざしに、俺は思わず悲鳴を上げた。

「っ……まだ朝六時かよ」

　ベッド脇わきに置かれた時計を一いち瞥べつして溜息をつく。なにしろ今日は休日。普段は軍アカ学校デミーがあるから朝六時起きだけど、休日は朝九時起き床しようが俺の日課だ。

「あと三時間……」

　反射的に毛布の端はしっこを引っぱって、頭までその中にもぐりこむ。

　……よし。まぶしくない。

「それじゃ二度寝──」

「凪なぎさん、凪・一いち咲さき・ジールさん、起きて」

　ゆさゆさと、毛布ごしに誰かが俺を揺ゆさぶってくる。

「なんだよイリス、構ってほしいなら午後からにしてくれ。俺まだ眠ねむいんだって」

「そんなこと言わないで起きて。起床のお時間ですよ」

「いや、だから俺、ケガしてるの知ってるだろ。体力回復するには睡すい眠みんがとにかく一番なんだって」

「ですので、そのケガの具合の診しん察さつです」

「あー、ケガの診察か。なんだよ早く言えってば。それなら…………」

　……診察？

　毛布の中からもぞもぞと頭だけを突つきだして様子をうかがう。

　カーテン全開、燦さん々さんと輝かがやく陽の光に照らされた室内。だけどそこは、見慣れた俺の部屋じゃなかった。

「起きましたか？」

　目の前にいるのも家メ政イ婦ド姿のイリス……じゃなくて、診カ療ル録テを持った若い女医さんだった。後ろには同じく女性の看護師さんが二名付きそってる。

「……あー、そっか」

「どうしました？」

「いや、いまさらなんですけど俺って入院してたんだなって」

　入院用の患かん者じや服。

　一番大きな怪け我がを受けた右みぎ腕うでは包帯でグルグル巻きにされた挙げ句、絶対安静ってことでギプスを嵌はめられた状態だ。

「俺、ギプスって初めてしたかも」

「軍アカ学校デミーの生徒なら一度はお世話になるものよ。それで感想は？」

　たとえるなら真っ白なコンクリートで右腕を固められたという表現が近い。しかもちょっと圧あつ迫ぱく感かんがあるから、まずはこの奇き妙みような感覚に慣れないと。

「ガッチガチに固められて全然動かせねぇ。しかも肩かたが凝こるし」

「それは仕方ないわ。だってあなたの右腕、ほんとあとちょっとで真っ二つに切断されてたところだったもん。縫ほう合ごうでギリギリつなぎ止めてるんだから、少しでも無理したら今度こそ右腕ちぎれちゃうわよ？」

「…………」

　ギプスの内側で、損傷部にあたる肘ひじのあたりがズキンと痛んだ。

　……脅おどしじゃないんだよな。

　……そうだよ。右腕が残ってるぶん、マシって考える方が当たり前なんだ。




〝解わかりあう余地などない。お前のような帝てい国こくの一兵が〟




　剣けん帝ていヘケト。

　覇は権けん戦争が行われるはずだったここ凱エ旋ン都ジ市ユを襲しゆう撃げきした最強の機き神しんだ。眠らざる者ゴーストとしてじゃなく、自分の意志で人間を裏切って幽ゆう幻げん種しゆの側についた。

　……その理由を俺は聞くこともできなかった。

　……俺の前に戦ってたチビ聖女は聞いてたのかもしれないけど。

　病院に運びこまれたのが三日前。

　チビ聖女つまりはエルマリア神教界の聖女にあたる紗しや砂さ・エンデンス・凜りん・ケールも、今は別室で絶対安静中だ。あとなんと言ってもヨミ先せん輩ぱい……

　ずっと集中治ち療りよう室しつに入ってるって聞いたのが最後だけど、逆に容態が悪化したら大おお騒さわぎになるだろうし、知らせがないのは回復が順調だからって信じたい。

「──うん。体温も平熱に戻ったわね。ほかに痛いところとか苦しいところは？」

「それが全然。右手も、ちょっと動かした時に痛いくらいだし」

「本当？　無理したり強がったりしてない？」

　じっと俺の目を見つめてくる女医さん。

「いや、それがホントにだって。ギプスの中がどうなってるのか気になるけど」

「じゃあギプス外しちゃおう」

「え？　ってちょっと!?」

　後ろの看護師さんたちに取り押さえられる俺。

　と思ったら、女医の方は電動ノコギリみたいな機材を取りだして、その電動刃ばみたいな部分を俺のギプスに押し当ててきた。

「ちょっと待って。いくら何でもそんな適当な!?」

「そろそろ縫合部分も消毒が必要なんですもの。あなただって傷口の状態が気になってるって言うじゃない」

「それはそうだけど……」

「だからギプス外してみましょ。大だい丈じよう夫ぶよ、ダメそうだったらまたギプス嵌めてあげるから。そんなわけではーい。ギプス切断しまーす」

「だから待てって！　そのギプスカッター超ちよう怖こわいんですけどっ？」

　ウィィィィッッン、と高速で回転する電動ノコギリそっくりの機器。あまりに大きくて、持ち上げるより抱だきかかえるみたいな感じで女医がソレを振ふり上げた。

「めちゃくちゃ早くギプスが切れる最新のギプスカッターよ。まだ被ひ験けん者しやで安全確かく認にん中なんだけど」

「それは最新じゃなく実験中だろ！　ていうかその被験者ってまさか俺!?」

「痛かったら右手上げてねー」

「だからその右手がギプスで固定されて動かないっつってんだろうがぁぁぁぁぁっっ！　くそ、看護師がついてたのは俺を押さえつけるためってことかよ！」

　暴れる俺を無表情で押さえつける看護師たち。くっそ、女のはずなのに腕わん力りよくどんだけ強いんだよ。俺が本気で力こめても起き上がれねぇだと？

「おいバカ待て。こんなとこで平然と人体実験するんじゃねえよ!?」

「あれ。なんだかカッターの勢いが強いわ。久しぶりの起動で興奮しちゃってるのかしら。まったく困った子……」

「だからカッターを止めろぉぉぉぉぉっっっ！」

「心配せずとも止めるわよ。はい、おしまい」

　そう女医さんが言うと同時、右腕に嵌めていたぶ厚いギプスが真っ二つに割れた。その中には包帯を巻いた俺の右手が。

「良かった。ギプスカッターで右手切断してなくて」

「……いや、だからなんで手術の経過よりそっちのが危険なんですか」

「冗じよう談だんよ冗談。うん、化か膿のうもしてなさそうだし包帯替かえて消毒しておけば平気そう。あとはコレ、いつものように錠じよう剤ざい出しておくから一日三回、三粒つぶずつ飲んでおいて。食後じゃなく食間。ご飯食べる一時間くらい前にね」

「わかってますって」

　世にも珍めずらしい灰色の錠剤を渡わたされる俺。

　そのまま水の入ったコップを渡されたので、一気に三粒まとめて飲み下す。……うげ。やっぱこの薬は苦い。

「なあ先生。化膿止めの飲み薬の苦さなんとかならないっすか」

「化膿止めじゃないわよ」

「へ？」

「まあまあ、気にしないで。こればっかりは仕方ないのよ。ちなみにどう？　味以外にも気づいたことあるかしら。飲んだ後に頭が痛くなるとか眠くなるとか」

「……んと、いや別になんにも」

「そう。よかったわ」

　笑え顔がおで俺の診カ療ル録テに何かを書きこんでいく女医さん。

「これで来月からは本格的に市し販はんできそうね」

　……おい。

　……また聞き捨てならないこと言ってる気がするんですがね。こんな灰色の薬なんて、どのみち気味が悪くて買われないっての。

「それじゃまた、しばらく安静にしててね」

　お付きの看護師を連れて部屋を後にする女医さん。病室に一人残されて、俺はようやく安あん堵どの息をついたのだった。

　と思った矢先。

「診察です！　診察の時間です！」

　病院の廊ろう下かがやたら騒さわがしくなってきた。どこかで聞いたことのある声と、テンポのいい足音が響ひびいてきて。

「患者の凪さんのお部屋はこちらですか！」

「違ちがいます」

「そうですかこの部屋ですね！　それではさっそく診察開始です！」

「いや、だから違……」

「いいえ！　凪の部屋を私が間違えることはありません！」

　俺の意見完全無視で、看護師の女の子が部屋に飛びこんできた。

　まだ十代後半になりたてであろう銀ぎん髪ぱつ少女。

　活発そうな大きな瞳ひとみに、艶つややかで長いまつげに小ぶりで形のいい唇くちびる、愛らしげな面おも立だちで、女の子らしく華きや奢しやな感じなのに出るところは出てるというめちゃくちゃ魅み力りよく的な容姿の子だ。

　そんな子が、ピンク色のナース服を着て微笑ほほえんでいるんだ。こんな看護師が廊下を歩いてたら患者の血圧が片かたっ端ぱしから急きゆう上じよう昇しよう間違いなしだろう。

「……あいにく、俺に色いろ仕じ掛かけは通用しねぇからな」

「え。何のことでしょう」

　頰ほおに人差し指をあてて素知らぬフリな女の子。こいつ、まさかとは思うけど本気で俺を診察する気じゃねえだろうな。

「残念だったなイリス。診察なら数分前に本物の医者が来て終わったとこだ」

「っ！」

「つぅか、そんな派手なナース服なんて実際はねぇだろ。俺じゃなくたって一発で偽にせ看護師だってバレバレだぞ」

「えへへ。可愛かわいいのが通つう販はんにあったんですよー？」

　開いた胸むな元もとに手をあてて上じよう機き嫌げんなイリス。

　こいつ、昨日姿を見せないなと思ってたら、一日かけてナースのコスプレ服を通信販売で探してやがったのか……

「家メ政イ婦ドの仕事は？」

「お休みなのです。そう、今の私はさしずめ完パーフ全エクト看護士ナース機関アームズイリスだから！」

　胸を張って高らかに宣言する女の子。

　実はこのイリスという子、人間じゃない。壊こわれて廃はい棄きされてたところを俺が拾って修復した人型アンド機械体ロイドだ。しかも最初は家メ政イ婦ド用かと思ってたら、実はこれがバリバリ戦せん闘とう特化の軍用だったことが判明。

　さらに今は、不完全神性機関という最終兵器的な強さを持った機神でもある。

　……確かに凄すごいっちゃ凄いんだけどな。

　……問題は、強さと引き替かえに色々大事なものが犠ぎ牲せいになってるってことか。

「ねね、可愛いですよね？」

「なんつぅか返答に困る質問だなおい」

　なんと言ってもコスプレ用のナース服だ。

　まずピンク色ってだけでなんか色っぽいというか怪あやしげな感じなのに、加えてスカートが超ちようミニ。それも立ってるだけで下着が見えそうなやつだ。おまけに胸元。普ふ通つうのブラウスなら第二ボタンにあたるところまでボタンがついてなくて、第三ボタンもただの飾かざり。なので必然的に胸元が大きくはだけるようになってるわけですよ。

「ね？　どうです？」

　屈かがんでこっちを見つめるイリス。自然と、その大きく開いた胸元からかたちのいい谷間が見え隠かくれして──

「いいんちょには見せるなよ。アイツには刺し激げきが強すぎる」

「そうそう。よくわかりましたね凪、コレいいんちょさんが選んでくれたんです。でも、いいんちょさんたら急に倒たおれちゃって。血圧が急上昇したんだとか」

「言ったそばから犠牲者かよ!?」

「まあまあ。それより凪、ギプスが取れたんですね」

「ん？　おお。取れたっつっても化膿してないか見るだけだからな。まだ全然動くとかの話じゃな……あ、あれ？」

　ギプスが外れてようやく強制固定から自由になった俺の腕。でもまだまだ切断しかけた肘ひじのあたりは縫ほう合ごうがとれてなくて動かせない。

　そのはずだった。

　だけど、俺が無意識に手に力をいれた途と端たんに右手の指先が──

「あ、あれ？　いま指先が動いたか？」

「動いてます。良かったですね」

「い、いやちょっと待てって！　おかしいだろこんな早く!?」

　のほほん口調のイリスはさておき、ありえない話だ。俺の右手はほんと切断寸前で、縫合手術を受けた時には出血のせいもあってピクリとも動かなかったのに。

「……お前は驚おどろかないのな」

「はい」

　あっさり頷うなずくダ家メ政イ婦ド。

　いつものパターンなら「手が治ったんですね!?　良かった！」的な流れで抱きついてくるんだけど、今回はやけにあっさり反応だ。

　まるで──

「お前、俺の容態とか医者に聞いて知ってたとか？」

「組織修復型ナノマシンを投とう与よするという話は聞きました。ウイルスサイズの極小機械で、人の手作業ではできない細かい毛細血管や神経の結合修復を行うとのことです」

「ナノマシン!?　医い療りよう用なんて完成してたのかよ」

　人型アンド機械体ロイドと同様に帝てい国こくで積極的に研究されている機械だ。

　大きさはウイルスサイズ。つまり細さい菌きんや細さい胞ぼうなんかより断然小さいから、開発できれば人の体内で機械による手術や病巣の切除なんかができるって言われてる。

「完成してたのか……」

「いえ、ですから凪が名めい誉よある被験者第一号ということで」

「だからなんで俺がそうなるんだよおぉおおおおおおっっっっっ！」

「ほら、ここに親族者のサインも」

「イリスって書いてあるぞ！」

「でも飲んで平気だったでしょ。あの灰色の錠剤。一度に三粒、朝昼晩」

「さっき飲んだアレ!?　どうりでなんか変な色だと思ったし、妙みように苦い味するし。あれが全部目に見えないくらい小さなロボットだったってわけか!?」

　う……

　そう言われると、なんだか腹の中が変な感じがしてきたじゃねえか。

「最後は排はい泄せつとともに体外に出るとのことです」

「それできれば聞きたくなかったぞ……」

　腹のあたりを右手でさする俺。

　って、やべ、無意識に利きき手使ってたけど、コッチ包帯してる方の手じゃねえか。

「ケガしてるの忘れるくらい回復してますね」

「……あ、ああ。動かすと痛いっちゃ痛いんだけどな」

　なるほど。だからさっきの女医さんもギプス外すって言ったのか。俺の腕が大方治ってるって踏ふんでたわけだ。

「ヨミにも同じものを投与した結果、快方に向かっているということです」

「先せん輩ぱい、治ったのか!?」

「昨夜未明に意識が戻もどりました。今朝はもう簡単な受け答えができるようになっていて、帝国研究者の量子力学レポートの採点をしてました」

「それ簡単な受け答えってレベルじゃねえよ」

　心配してたのが逆に損した気分になりそうだ。とはいえだ、やっぱそうは言っても実際に目で見てみなきゃ本当の意味で安心できないわけで。

「リハビリがてら歩いてヨミ先輩んとこ行ってくるか。イリス、お前は？」

「私、いま看護師の役なので」

　先せん端たんの曲がった鋏はさみやらメスやらをテーブルに並べるイリス。

「凪の手術の準備は任せてください」

「断る。つぅか手術するところなんざ無いだろ」

「またまたそんな照れちゃって。もう安心してくださいってば、私は人型アンド機械体ロイドです。こういう器具の使い方だって一度覚えたら忘れないんですから。ほらこのメスだって…………メスだ…………って」

　先端がカミソリみたいに鋭えい利りな刃は物ものを掲かかげたままでイリスが硬こう直ちよく。

「どうした？」

「あれ、これメスじゃないです。さっき厨ちゆう房ぼうで借りてきたナイフでした。えへ？」

「言ったそばから致ち命めい的てきなミスじゃねえか──────!?」

「だ、だいじょうぶですよ。これだってきっとスパスパ切れるはず……」

「だからナイフをふりまわすんじゃねえ！」

　凶きよう器きを握にぎる不完全ダ家メ政イ婦ド機関から、俺は全速力で逃にげだした。




　　　　２




　病院棟とう・最上階。

　俺の入院してる一いつ般ぱん人用と違って、こっちは完全に特別待たい遇ぐうだ。専任のベテラン看護師が常時一人につき一人ついてくるらしい。

「さすがヨミ先輩の入院部屋。めちゃくちゃ豪ごう華かなんだな」

　俺の部屋の三倍くらいありそうな広さの部屋だ。

　大きな採光窓があって、品のいいテーブルと椅い子すが配置されてる。なんだか高そうな花か瓶びんやら絵画も置いてある。入院ていうと陰いん気きなイメージがあるけど、ここは今にもお茶会なんかが開かれそうな空気だ。

　そして、俺が足を一歩踏み入れた途端。

「こぉら駄だ犬けん！　なんでヨミの見み舞まいに来て私の見舞いに来ないのよ！」

　高価な絹の入院服を着た少女が俺を指さして張り叫さけんだ。

「よおチビ聖女。元気そうで何よりじゃねえか」

「元気じゃないわよ。見なさい、この包帯だらけの痛々しい身体からだ！　聖女の私がこんなに傷ついてるってのによく平気で放置してられるわね！」

　こぶりな唇くちびるをツンと尖とがらせて不満そうな女の子。

　光の加減で七色に変わる水みず鏡かがみ色いろの髪かみに、愛らしくも儚はかない顔立ち。ぷっくりとした小ぶりな唇はどんな口紅にも負けない天然の朱しゆ色いろで、その唇から紡つむがれる声すら鈴のように透すきとおっている。

　……見た目だけなら妖よう精せいみたいに可愛かわいいんだけどな。

「そんな大声出せるくらい元気だから見舞いも必要ないって思ったんだよ。手術終わった翌日にはもう病室抜けだして水浴びしてたって話もイリスから聞いたぜ」

「あれは鍛たん錬れんだもん。苦しければ苦しいほどいいのよ」

　紗砂・エンデンス・凜・ケール。

　ここ帝国と隣となり合わせにある大国エルマリア神教界で、世界を救済する聖女として奉たてまつられている本人だ。俺にとっては態度のバカでかい年下女だけど、とにかく母国では凄すさまじい人気と信しん仰こうを集めてる。

　と──

「ほらほら紗砂、ジールはあたしのお見舞いに来てくれたんだから。あなたはそこの紅茶飲んでなさい。好物のハチミツ生しよう姜が入りだから」

　肩かたを怒いからせるチビ聖女の後ろから声。

「よお先輩」

「やっほジール。ようやくお見舞い？　遅かったじゃない」

　ベッドで上半身を起こしたヨミ先輩。

　オレンジ色の髪は外向きにはねていて、好こう奇き心しん旺おう盛せいの固まりと言わんばかりに輝かがやく表情は、お化け粧しようなんかより地顔の方がよほど似合う。
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　そして、実際にほとんどノーメークなんだという。普ふ段だんから機械油にまみれる生活してるので、一日の終わりにはたいてい顔が真っ黒に汚よごれるからだそうだ。

「イリスは今日の朝に来てくれたわよ。ご主人が遅おくれてどうするの」

「……あいつ、俺んとこ来るのが遅いと思ったら抜ぬけ駆がけしてやがったのか」

　読みかけの本。自分の指を栞しおりがわりに挟はさむヨミ先輩。俺の応こたえが意味不明だったのか、彼女の方はぽかんと無表情で首をかしげてみせる。

「いやこっちの話。で、どうなんだよ肝かん心じんの身体の具合は」

「もうバッチリよ。今すぐにでもたいい──」

　肩をすくめようとして硬直する先輩。

　が、その直後に「痛っ！」と小声でつぶやいて顔を伏ふせた。

「ちょっとヨミ！　まだ動いちゃだめって言われたじゃない！」

「……だい……じょうぶ。ちょっと……動きすぎただけだから」

　駆けよる紗砂。

　引きつった笑えみでそれに応える先輩。

　動きすぎた？　せいぜい肩をすくめて声を出しただけだぞ。そんな衝しよう撃げき程度で顔が引きつる痛みって、まだ全然治ってないってことじゃないか。

「……まだ完治にはほど遠いわけか」

「うん。何がつらいって手術の時よね。運動不足でブヨブヨなお腹を面前にさらけ出したと思うと死にたくなるわ」

「言うなって。先輩の場合は本当に冗じよう談だんじゃすまなかったんだろ」

　俺もチビ聖女も剣けん帝ていと戦って負傷したけど、一番ひどい傷を受けたのが最初に剣帝と鉢はち合わせしたヨミ先輩だ。

　──アイツは危険すぎる。

　──先輩なんか腹を剣で刺さされて、本当に生死の境をさまよってたんだから。

　俺がひそかに拳こぶしを握りしめた時だった。

「ごめんね」

　唐とう突とつに、ヨミ先輩はそう言って俺に頭を下げてきた。

「私のマグナが、ジールと紗砂にひどいことしたんでしょ」

「……ああ」

　マグナ。

　それが剣帝の呼び名であることを思い出すには、時間がかかった。

「駄犬のことは気にしなくていいわ。私の方は大いに気にしてほしいけど」

「勝手に決めんじゃねえよ」

　のほほんと言ってのけるチビ聖女を肘ひじで突つついてやる。

「剣帝の方は……まあ気にすんなって。おおかた魔ま笛てきで操あやつられたりとか、頭のネジがゆるんで暴走しちまったんだろ」

「ジール」

　睨にらむくらい鋭するどい視線でヨミ先輩に見上げられた。

「気持ちは嬉うれしいけどソレ要いらないわ。私、ほんとすぐ目の前であの子に刺されたのよ。あの子が壊こわれてるのか操られてるのかなんて見ればわかる」

「……だな。悪ぃ、無む駄だに気ぃ遣つかいすぎた」

　謝りながらも俺はどこかほっとしてた。

　先輩がこの件でショックを受けてるのはすぐわかる。だけど、それで呆ぼう然ぜんとしたり取り乱してたりするわけじゃなかった。

　きっと先輩は先輩で、剣帝のこと誰だれより真しん剣けんに考えてるんだろうな。

「それで？　あたしに聞きたいことあるんじゃないの？」

「ん……いや、なんか先輩の顔見たら、ちょっとそんな気も薄うすれてきた。とにかく先輩が無事だったんだからな」

　ベッド脇わきの椅子を引いてきて、仰あお向むけに寝たままの先輩のすぐ横に。

「どうせ先輩のことだから、剣帝のことで頭いっぱいなんだろ？」

　剣帝が反旗を翻ひるがえしたこと。

　まさか人類への反逆がプログラミングされているわけないから、何か理由があるはずなんだ。今まで戦場の最前線に立って幽ゆう幻げん種しゆと戦ってきた機き神しんが、このタイミングでヨミを裏切った決定的な理由が。

「ねえジール」

「おう？」

「マグナは、人間を裏切って幽幻種に味方したんだよね」

「幽幻種の味方かどうかはわかんねえけどな」

　禁断アマ水晶リリスから授さずかった強力な沁しん力りよくと、微び力りよくながらも魔笛の二つを有した機神。だけど、ああも太ふて々ぶてしいアイツが幽幻種に頭を下げるって性格してるか？

「なんつーかさ、誰かの味方っていうより一匹狼おおかみって感じだったぜ？　見るからに協調性とか無さそうな雰ふん囲い気きだったし、普段から友達できないタイプっつぅか」

「…………ごめんなさい」

「なんで先輩が落ち込んでんだよ!?」

「いや……あの、なんかものすごーく身に覚えがあるなって。あたし楽しいこと見つけるとダメなのよ。もうほかの仕事忘れて熱中しちゃうからさ」

「そりゃ知ってるけどよ。先輩とアイツは違ちげぇだろ」

「うん、違ちがう。あの子はあたしと違って、協調性がないわけじゃなくて、やろうと思えばできるわ。あと、いろいろ深いこと考えられる」

「……ずいぶん褒ほめるんだな。アイツのこと」

　意外というより驚おどろきに近い。

　あれだけのことをされておいて、今も剣帝のことを好意的に評価できるのか。

「良い子だって思ってたのよ？　あたしが徹てつ夜やしてた時にさ、たとえばイリスなら心配で見に来たり、温かいお茶持ってきたりするでしょ」

「まあ……」

　心配だっつってやたらベタベタくっついてきたり、温かいお茶ってのがマグマみたいに煮にえたぎってて飲んで火傷やけどしたり。でもそれはイリスなりに俺を慕したってくれているからだろうってのはわかる。

「マグナはそういうことしてくれたことはないの。ただ、あたしが疲れて机に突つっ伏ぷして寝てたら、必ず肩に毛布がかかってる」

「それを剣帝が？」

「うん。それも、あたしを起こさないように気を遣ってくれてさ。本当に静かに部屋に入ってきて、毛布を肩にかけて部屋を出て行くの。最初は誰かなって思ったけど、マグナが帝てい都とに戻ってきた時だけそうなってるからね。バレバレだっての」

　唇の端はしをかみしめてうつむく先輩。

「優やさしい子だと思ってた。本当に……プログラムされた行動指針だけじゃなくて、自分で考えに考えた行動一つ一つに意味があって、そのどれもが一度として間違ったものであることがなかった」

「それだけ聞くと後期型のイリスより出来良さそうな気がするけどな」

「イリスはイリスだけの良さがあるわ。そして実際、マグナみたいな間違いもイリスは絶対しないと思う。ジールが一いつ緒しよにいてあげる限りはね」

　自じ嘲ちようめいた笑みでそう言って、彼女がふと視線を天てん井じようへ。

「だから、どうしてこんなことになったのか、あたしもまだわかってないの。せめてもう一度あの子に会って話すことができたら──」

「絶対ダメだからな？　また刺されたら今度こそ助からねぇぞ」

「わかってる。ツァリにも同じこと言われたもん」

　ため息で返事するヨミ先輩。

　ツァリ──世界三大国家の一つである武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにで、そこに集つどう武人たちの中でも圧あつ倒とう的てきな実力でもって頂点に君臨している奴やつだ。

　……一応、いまは共きよう闘とうってかたちになるのか？

　……少なくとも敵じゃあないんだよな。

　武宮唐那国の武人というのは仮の姿。実はツァリもまたもチビ聖女やヨミ先輩と同じで、プロジェクト・エデンの中心人物であることを俺は知っている。

　ただ、本人はいまだに謎なぞだらけ。

　本気出したイリスと一戦交えるくらいデタラメな強さもそうだし、何を考えてるかもいまいちわからない。悪い奴じゃなさそうというのはわかるけど。

「ねえジール」

「なんだ？」

「マグナは、なんであたしのこと殺さなかったのかな」

「……え。いや、それどういう意味で？」

　ぽかんと目を瞬またたかせる俺。

　あんまり意外なことを言い出すもんだから何て返事すればいいのかもわからなかった。あたしのこと殺さなかったとか言われても、それは結果論だ。たまたま運良く治ち療りようが間に合っただけで、それもチビ聖女が剣帝との戦いの合間に止血を施ほどこしてたからとか、イリスの援えん護ごが間に合ったからっていう話にすぎない。

「だって殺すつもりなら首をはね飛ばすとか胴どう体たい切断とかあるじゃない。だけどあたし、単にお腹なか刺さされただけだもん。心臓を刺されたわけでもないのよ？」

「……いや、だからそれでも人間は十分ヤバイんだって。あんま話すと気分悪くなるからやめとくけどよ、人間なんてどっか一か所やられただけで危険なの。危なくない場所なんてねぇんだから」

　あー。そういやミカエルがちょうどそんな感じのこと言ってたよな。

　魔笛に右手が汚お染せんされたら、肩かたから右みぎ腕うで全部を切除して新しいパーツに切り替かえてまた戦場に行ってたって。

　あれはまさに人型アンド機械体ロイドだけの所業だ。人間に真ま似ねできるもんじゃない。

「人型アンド機械体ロイドに囲まれすぎて感覚おかしくなってないか？」

「んー……そうかも。軍アカ学校デミー行ってる凪が言うんだもん、間違いないか」

　あっさりうなずくヨミ先輩。

「それで話は変わるけど、凪はこれからどうするの」

「どうするって」

「プロジェクト・エデンのこと。こんなことがあってすぐ聞くのもどうかと思うけど、まだイリスに具体的な話も教えてないんでしょ？」

「まあね」

　チビ聖女から聞かされたプロジェクト・エデン。

　世界中の幽幻種を結界で隔かく離りして、汚染された大陸を浄じよう化かするなんていう途と方ほうもない計画が水面下で進行していた。

　その中心人物がチビ聖女で、その補ほ佐さにあたるのがツァリとヨミ先輩。俺とイリスも、計画に力を貸してくれっていう話を受けたわけだ。

「そうよ。どうして話してないの？」

　紅茶カップに口をつけながら、上目づかいに俺を見上げるチビ聖女。

「いろいろ俺もあったんだよ。どのみち覇は権けん戦争の本戦で世界的に公表するつもりだっただろ。その時に嫌いやでも知ることになるじゃねえか」

「一いつ般ぱん人向けの告知と、駄だ犬けんからの話とじゃイリスもだいぶ心証が違うと思うけど。……ま、いいわ。そっちの方は急がないから。駄犬の好きになさい」

「わかってるって」

　二つ返事でうなずく俺。

　だけど、その後につなげる言葉は喉のどの奥で掠かすれて出てこなかった。

　……そう。わかってる。

　……俺がイリスに話さなきゃいけないのにな。

　プロジェクト・エデンは、幽幻種に奪うばわれた大陸を取り戻すための計画だ。今はまだ夢物語みたいな段階だけど、成功すれば世界中の人が歓かん喜きするに違いない。

　ただしごく一部、その計画で辛つらい想おもいをしなきゃいけない例外がいることも俺は知ってしまった。

　……それを、俺から伝えなきゃいけないんだけどな。

　あいにく言いそびれてしまってる。

「ところでジール、さっきからイリスの姿が見えないけど？」

「逃げた。主オ人レを切り刻もうとするダ家メ政イ婦ドから主オ人レが逃げてきた」

「？」

「いや、こっちの話。イリスなら病院のどこかにいるだろ。私は看護師役ですから色々とやるべきことがあるんです、とか言ってたし」

　看護されるのは絶対ご免めんだけどな、と心の奥で付け加えておきながら。

「それじゃ俺、一度戻るよ。これでも一応入院患かん者じやの身なんで」

「あ！　そう、そうよ！　ジールは結局平気なの？　見た感じピンピンしてるから忘れちゃってた」

「ごらんのとおり右手が……ってわかんねえか。さっきギプスも取れたし」

　包帯にくるまれた右手を見せる。

　それをじーっと穴ができるほど見つめた後、ヨミ先輩とチビ聖女は二人揃そろって首をかしげてみせた。

「なんか問題なさそうじゃない？　ねえ紗砂」

「切られた腕がまた生えてきたみたいに完治してるわね」

「傷の方はおかげさまで。あとは怪あやしい人体実験の副作用がなきゃいいんだけどな」

　そこまで言って、ここが帝てい国こくの国立病院だったことを思い出す俺。

　帝国の医い療りよう技術は他国と比べても飛び抜けてるって噂うわさだけど、なんかその秘密というか裏側をかいま見た気分だ。

　……しっかし本当すごいな。

　……腕、もう明日にはほとんど完治するんじゃないのか。

　ギプスを外した時にはまだ痛みのあった傷口が、今はよほど力でもこめない限り痛みも違い和わ感かんも感じない。

「とにかく俺は平気だから。先せん輩ぱいもチビ聖女も自分の心配だけしててくれよ。……じゃ、俺はそろそろ。イリスも待ってるかもしれねぇし」

「そうね。大事な子なんだからしっかり見ていてあげなさいよ？　いなくなってから後こう悔かいしたって遅おそいんだから」

「おう」

　イリスを剣けん帝ていには渡わたさない。でもそれは先輩の前では口に出しにくくて、俺は右手を掲かかげることで返事した。

　その流れで二人に背を向けて部屋の外へ──




「……静止」




　首筋に、誰だれかの指が触ふれてきた。

「うおおぉぉぉっ!?」

「…………」

「っ、な、何だよ。驚かすんじゃねえよ……せめて一言かけてくれ。無言で首筋狙ねらうとか思わず身の危険感じたじゃねえか」

「…………」

　少女の方は無反応。

　そう、女の子だ。艶つややかな黒くろ髪かみは目の上あたりでばっさり切っていて、俺を見つめる薄うす紫むらさき色いろの瞳ひとみはなんだか物もの憂うげで浮うき世離ばなれしている。少女ながらも目鼻立ちは整ってるのに、肝かん心じんの表情が乏とぼしいから逆にそれが近づきがたい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　そして服、こちらも帝国じゃ珍めずらしい着物調で、瞳と同じ薄紫一色に染められている。

　──紫苑しおん。

　正式名称Orbieオービエ Sion・シオン【真実契けい約やく者】。

　禁断アマ水晶リリスから洗礼を受けた十二体のうちの一体。いま帝国が所有しているのは五体だけだから、帝国軍力の一角を担になう存在ってことになる。

　ええと。

　最後にコイツと会ったのは剣帝と戦う直前だったっけ。




〝……どこ……へ行く？〟

〝……人間と人型アンド機械体ロイド……ともに歩くことなどできない。それを知りつつ……どこへ……行こうというの。……どこに向かおうと……いうの〟




　普ふ段だんはものすごく寡か黙もくなのに、突とつ然ぜんに意味深なことを言ってきたことを覚えてる。あいにくあの時は事態が事態だったからロクな返事もできなかったけど。

「で、何だよ。目的はヨミ先輩か？　それとも俺か？」

「対象は……凪・一咲・ジール」

　機械的な口調で機き神しんがそう告げる。

「修復具合……」

「ん？　修復ってか、俺の治り具合か？」

　こくんとうなずく彼女。

「なら悪くねぇよ。この調子なら明日にはほぼ支障ないくらいじゃないのか」

「……装備は」

「俺のか？　あー、そういや剣帝に銃ガン剣ウエポンの先っぽスパッと切り落とされてたな。でも銃じゆうの部分は平気だぜ。ちゃんと動くんじゃないのか」

「明日の……深夜、話…………」

「は？　お、おい!?」

「待っている」

　最後だけは明確にそう言い残し、機神が薄紫色の着物をひるがえす。

　その後はもう何を言っても反応なし。床ゆかを滑すべるように無音で、そして驚おどろくほどの速さで廊ろう下かを歩いていってしまった。

　話？

　俺に話したい用があるってことか？　でも時間も場所も言われてないし。

「……なんだってんだよ」

　一人ぽつんと残されて、俺は後ろ頭をかきむしった。




　　　　３




「こら凪、どこをほっつき歩いていたんですの！」

「……今度はお前かよ。で、勝手に俺の部屋に入ってくつろいでる奴やつが言うなって」

　てっきりイリスかと思いきや。

　ヨミ先輩のところから戻もどってきた俺が見たのは、巨きよ大だいなソファーに腰こし掛かけて我が物顔でくつろぐ赤髪の人型アンド機械体ロイドだった。イリスはまたどっかふらふら出かけてやがるな。

「で、まさかその態度でお見み舞まいですわとか言うんじゃねえよな」

「お見舞いに態度は関係ありませんのよ」

　ソファーから立ち上がる彼女。

　気の強さをそのまま表すかのような真っ赤な長ちよう髪はつ、大きく印象的な瞳は神秘的な深みを帯びた蒼あお色に輝かがやいていて、その端たん整せいな顔立ちと制服によく似合っている。

　──ミカエル。

　元々は幽ゆう幻げん種しゆと戦うための軍用人型アンド機械体ロイドだけど、今は俺たちと同じ軍アカ学校デミーに通ってる。こいつもイリスに負けず劣おとらず精せい巧こうな造りで、特に怒おこった時とか凄すごんだ時の表情は本気で人間と見分けがつかないくらい繊せん細さいだ。

「入院してるという部屋にお見舞いに来たというのに、その本人がもぬけの殻からなんですもの。何か良からぬことが起きたのかと気がかりもいいところでしたわ」

「その気がかりな最中に何してたんだかね」

　部屋に戻った早々、俺は盛せい大だいにため息をつくことになった。

「なんだこの改装……」

　壁かべも天てん井じようも質素な白い壁紙で、部屋の家具もテーブルと椅い子すくらいだろう。この質素きわまりない内装が気に入ってたってのに。

　気に入ってたってのに、それが……

「どう転んだらこんなド派手になるんだ？」

「え？　何か違ちがいます？」

「違うも何も、変わってねぇものを探す方が難しいレベルだぞこれ」

　部屋を眺ながめ回して思わず絶ぜつ叫きよう。

　まず、壁紙が一面、かわいらしい花模様にとってかわってる。

　カーテンも無地だったものが季節先取りの紅葉もみじ模様になっていて、部屋の隅すみっこにおいてあった丸椅子が全部撤てつ去きよされたかわりに、やたら豪ごう勢せいな感じの本ほん革がわソファーに進化してるときた。

「一応理由を聞いておこうか」

「あなたのためを思ってですわ」

「俺？」

「ええ。裏切りの機神にたった一人で刃は向むかった挙げ句、全治六か月の入院生活を送ることになった哀あわれな凪。……これくらい派手な内装にしないと退たい屈くつでしょう？」

「いやいやいやいや」

　全力で首を横にふって否定する。

「俺、すぐにでも退院できるくらい元気だぞ」

「あ、あれ？　そういえば今も普通に話せてるし自分の足で立ってますわね」

　目をパチクリと瞬またたかせる人型アンド機械体ロイド。

　機械なんだから瞬きなんて要いらないはずなんだけど、こういう細かな仕草が自然に出て、それがすっげぇ似合ってるのがコイツのすごいところだ。

　……だけど、案外間の抜けてるところもあるんだよな。

「ちなみに全治六か月てどこからの情報だ？」

「さっき院長先生が見えられた時ですわ。勝手に部屋を抜けだす患者には、たっぷり半年ほど我が医院で試験薬投とう与よに付きあってもらわなければって」

「それ病院側が言っていい発言じゃねえだろ!?　まさかの院長黒幕かよ!?」

　冗じよう談だんにしか聞こえないけど、さっきのギプスカッターとか極小ナノ機械マシンの人体投与とか考えると冗談に聞こえないのが恐おそろしい。

「そんなわけでの大改造か。それで、これも部屋の改装の一いつ環かんか？」

　俺のベッドに綺き麗れいに整列された銀色チューブと怪しい瓶びんビーカー。

「なんだ？　この『強力！　瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざい』って。あとこっちの瓶ビーカーは？」

「凪の傷が早く治るように瞬間接着剤と、栄養補給用に純エタノール三リットル。どちらもわたくし愛用の高級メーカーですの」

「…………」

「…………」

　無言でミカエルを見つめる俺。

　と、本人も俺の言いたいことを察したのか気まずそうに視線を外して。

「……ええ。わかってます。『俺は人型アンド機械体ロイドじゃねえ』ってことですわね。認めます。わたくしとしたことがちょっと焦あせってました。本当は栄養剤と除じよ菌きんスプレー、それにマスクなんかを持ってくるはずでしたの」

「お前、慌あわてると案外ドジっ子だよな」

「慌てさせたのはどちらですか」

　冷ややかなため息をついて、再びミカエルがソファーに腰掛けた。

「入院初日にもだいぶキツくお説教したはずですわよ。相手はあの、最強の機神とも名高い剣帝ヘケト・マグナという話。アレが人間を裏切ったことがまずありえない話ですが、それに単体で立ち向かうのはもっとありえない話ですわ。なんて無茶な真ま似ねを。事実、本当に重傷を負ってしまったじゃありませんこと？」

「……わーかってる。あの時に一生分謝ったってくらい謝ったじゃねえか」

　ミカエルが本気で激げき怒どしたのも。

　シィが、歯を食いしばりながら無言で俺に平手打ちを見舞ったのも。

　それにユメルダ先生が青い顔して俺の入院してる部屋に飛びこんできたのも、もう人生でこれっきりにしたい。

「それで、俺が今日謝らなきゃいけねぇのはお前一人か？　前みたくクラス全員で押しかけてきての面会は割と恥はずかしいんだぞ」

「今日はシィといいんちょの二人ですわね。シィは病院の厨ちゆう房ぼうであなたの夕食を作るんだと張りきってました。なので、また後ほど来ると思います」

「いいんちょは？」

「連行されました。病院内で可愛かわいらしい女の子の患かん者じやを物もの陰かげから見つめてたら、怖こわがった両親が警備員に通報して……」

「そのまま捕ほ縛ばくされとけ。あいつは」

　いいんちょを数に入れるか迷うけど、ミカエルを入れて見舞い客は三人か。前にクラス全員が見舞いに来た時は、なんだか妙みように気恥ずかしかったのを覚えてる。

「ほかは？」

「特急列車で帰りましたわ」

　……なにそれ。ちょっと待て。

　ここで俺が入院してるってのに。ていうか置いてけぼりされる側の俺が何の話も受けてない気がするんですが。

「俺、まったくその話聞いてないぞ」

「ですから、さっきまでわたくし含ふくめ、みんな凪の入院生活が半年かかるって信じこんでいたんですって。残念だけど凪の来年の卒業はないんだなって。ユメルダ先生も急いであなたの留年の手続きを準備しとかねばって張りきってましたわ」

「情報が錯さく綜そうしてるにも程ほどがあるだろ!?」

「そんななかユメルダ先生の温かいお気き遣づかいが嬉うれしいですわね」

「嬉しくねえよ！　なんで留年手続き勝手に進められて嬉しがらなきゃいけねぇんだよ！」

　いや、しかしマジで早く宝ほう条じよう軍アカ学校デミーに戻らないと勝手に留年にされそうだな。ノンビリ入院してる場合じゃないぞこれ。

「とにかく俺はもう明日か明後日あさつてには退院するからな。病院がダメって言っても退院する。それでミカエルは？」

「…………」

　しばし天井を見つめて何かを考える仕草のミカエル。

「予定ではシィやいいんちょも一いつ緒しよに今夜の特急最終便で一足先にと考えていたのですわ。でもあなたの退院が明後日なら、それまで見舞いがてら凱がい旋せん都市を見て回るのもいいかもしれませんわね」

「マジか。でも悪ぃな」

「たっぷり恩に着ることですわ。どのみちいいんちょも連行されて戻ってこないままなので。それに……」

　腕うで組ぐみしたミカエルがまたも無言で宙を見つめる。

　何かを考えてるってのはわかるけど、さすがに人型アンド機械体ロイドが何を考えてるかってのは俺にも読めない。ヨミ先せん輩ぱいなんかはじっと観察してりゃわかるって言うんだけどな。

「紫苑のこと、とか」

「！　ああ、そういやお前の知りあいだったもんな」




〝ミカエル・ユーティア・ラスカ？〟

〝懐なつかしい友人と……出会ったものです〟




　俺はともかくヨミ先輩と話してる時すら物もの憂うげな表情だった機き神しんが、ミカエルと再会した時だけはほんのちょっと表情が出てたもんな。

「そういや、あのユーティア・ラスカってのは？」

　と。

　その途と端たんにミカエルがはっと目を見開いて、と思ったら次の瞬間にはなんだかもじもじと身体からだを動かし始めたじゃないか。

「……わたくしの人間名」

「はい？」

「で、ですから！　兵へい役えきを終えた人型アンド機械体ロイドが審しん査さを通ると準・人間権を得ることは凪も知ってるでしょう。その時に人間ぽい名前をつけてみたのですわ！　ミカエルという名前は気に入ってますが、なんとなく家族名っぽいものもつけたくて……」

　ああ、そういうことか。

　軍アカ学校デミーで聞いたことはなかった。紫苑がそう呟つぶやいた時は誰だれのことか一瞬本気でわかんなかったけど、ひとまずこれで疑問は解決だ。

「なんだよ水くせぇな。紫苑に教えてたなら俺らにも教えてくれたっていいじゃねえか。むしろ何で入学の時の自己紹しよう介かいで言わなかったんだ？」

「……そ……は…………」

「ん？」

「べ、別にいいじゃありませんか！　軍用人型アンド機械体ロイド風ふ情ぜいがそんなご大層な名前だなんて、周りに知られたら恥ずかしいだけ……ですし、知られたって一文の得にもなりません」

　顔を真っ赤にして首を勢いよくふる彼女。

「ど、どうせ……わたくしは人型アンド機械体ロイドですから。人間に呼ばれる時はミカエルだけでも十分でしょう」

「いやいや、待てお前。勝手にネガティブ解かい釈しやくしてんじゃねえよ」

「だって……」

「悪くねぇって。名前つけるのも面おも白しろいなって思ったんだよ。確かに、法律上はできるもんな。あんまりいないから俺も頭になかったけどよ」

「そ、そうですかしら」

　だんだんミカエルの言葉に元気が戻もどってくる。

　もちろん俺だって別にお世辞でミカエルを褒ほめてるわけじゃない。やっぱりコイツは発想が機械っぽくないっていうか、どれだけ高性能なＡＩ積んでるんだろうなって改めて思ったわけだ。

「で、ですわよね！　こうみえてわたくし、自分で付けておきながら気に入っているんですのよ？」

「だと思ったぜ。いいんじゃねえの、俺も試ためしにイリ────」

「？　どうしました」

「いや、やめようこの話題。嫌いやな予感しかしねぇよ」

　頭を抱かかえてうずくまる俺。

　……俺のバカ。

　……イリスに家族名考えろなんて言ってもわかりきってるじゃねえか。




〝凪、凪！　わたしってば考えました！〟

〝イリス・一咲・ジール。どうです？　この運命的な家族名！　そ、そしてもうこれは、ご主人様と家メ政イ婦ドという壁かべすら越こえて……今日からは…………〟




「うわっ恥はず！　つぅかいろいろマズイだろ!?」

「？　だからなんなんですか？」

「聞くな……とにかく話を戻そうぜ。さっきの紫苑の件だ」

　そもそもさっきは、俺が退院するまでの二日三日の間にミカエルが何をしてるかという話だった。いいんちょもその間にはさすがに釈しやく放ほうされるだろうしな。

「紫苑と何かする気だったのか？」

「少し昔話をと思っただけですわ。とはいえ、あの子も機神という立場だから帝てい国こく司令部からの命令に追われているのかなと」

「すっげぇ普ふ通つうに病院にいたぜ？　さっき話しかけられたばかりだし」

「話しかけられた!?　あの紫苑に!?」

「お、おう……」

　ミカエルが驚きよう愕がくの声を張りあげた。

　かくいう俺も、あんまり迫はく力りよくある驚おどろき方されたから押されて後ずさり。……なんだよ。病院にいることに驚くかと思ってたのに。驚くポイントそっちですか。

「明日は天変地異ですわね。今のうちにシェルターに逃にげこむべきですわ」

「そんな恐おそろしい話か？」

「珍めずらしい。というかまず信じられない出来事ですわね」

　ソファーから跳はね起きたミカエルが近づいてくる。と思いきや、彼女の方は俺の脇わきを通り抜ぬけて奥にあるベッドに座り直しただけだった。

　……おい、それ俺のベッドだぞ。

「…………」

「だから何だよ、そんな無言で見つめられてもわかんねぇっての」

「わたくしと紫苑は制作者が同一ですの。その話はしましたっけ？」

「一言もねぇよ」

　即そく答とうする俺。

　俺が聞いたのは、ミカエルと機神シオンが同じ戦場で戦った戦友だった話だけだ。確か同じ部隊に所属してたとか。

「でもお前さ、なんだ……その、同一の製造ラインで造られた兄きよう妹だい二百体がいたけど、生き残ってるのはお前一人だって言ってただろ」

「その製造ラインが別物なのですわ。当時、わたくしの生みの親が変わり者の開発者でしたの。何かの意図で製造ラインを二つにわけたという話を聞いていますわ。わたくしが前期、紫苑の方が後期型で」

「はー……。なんだかお前のがよっぽど新しそうだけどな？」

「ＡＩの差はほとんどありませんわよ。わたくしも、どうして前期と後期でこうも感情の発はつ露ろに差が出るのか不思議でなりませんわ」

　お手上げと言わんばかりにミカエルが肩かたをすくめてみせる。つまり彼女すら、紫苑がなぜあんなに無口というか寡か黙もくなのか皆かい目もく見当がつかないというわけだ。

「同一制作者だからか、ミカエル二百体と紫苑二百体はそれぞれペアで部隊を組むことが多かったですわね。そして……どちらも破は壊かいされていった」

「そうか」

　ミカエルも紫苑も、もともとは個人名じゃなくて共通製造名。

　でも幽ゆう幻げん種しゆとの戦せん闘とうでことごとく破壊され、皮肉なことに今はミカエルも紫苑も一体だけになってしまった。だから個人名として通用してしまってる。

　……もしかして、な。

　……こいつが家族名を欲ほしがったってのも。

「そうかもしれませんわね。ミカエルは所しよ詮せんコード名。わたくしは、それ以外に『個』を主張する名前が欲しかったのかも」

「まだ何も言ってねぇけどな」

「表か情おにそう書いてますわ」

　自じ嘲ちようじみた笑えみでこちらを見上げる人型アンド機械体ロイド。

「お前の兄妹ってのもみんなそうだったのか？」

「そう、とは」

「敏びん感かんつぅのか繊せん細さいつぅのか知らねぇけどよ。その高性能なＡＩ」

「どうでしょうね。同じミカエルでも一体一体で微び妙みように差さ違いを設定したとは聞きました。いまさら知りたいとも思いませんが」

「──ま、わかった」

　両手を挙げて話を断ちきった。ちょっとばかり重たげな話が続きすぎた。病院で、しかもこんな場所で話してたら俺らまで暗くなっちまう。

「とにかく良かったじゃねえか。その懐かしい仲間っつぅか戦友っつぅか、お前が話をしたいって言うなら紫苑だって喜ぶだろ」

「…………」

　あれ、無言？　しかも何だよ、その浮うかない表情。

「……良いことばかりが昔話ではありませんわ」

「ん？」

「凪、紫苑があなたに話しかけてきたと言いましたね。なんの話か教えなさい」

　高圧的な目線でもって告げてくる。こいつは基本スタイルが上から目線だけど、これはちょっと普段ないくらいの勢いだ。

「教えなさいって、お前いきなりな……」

「紫苑によってわたくしは人生の半分が狂うことになった。あなたがそうならないために教えなさいと言ってるのです」

「っ？」

　息が、喉のどの奥で凍こおりついた。

「は。待てよ、どういうことだよ。俺は……話があるって言われただけだぞ。何の話だとかも聞いちゃいねえんだって！」

「…………」

　唇くちびるに指先をあてた仕草で黙だまりこむミカエル。俺の言葉を疑っている感じじゃなくて、そこから紫苑の意図を読み取ろうとしてる。そんな雰ふん囲い気きだ。

「では、今回は次への布石ですわね。次、あの子からあなたに接せつ触しよくしてきた時はわたくしも同どう伴はんします。よろしいですね」

「よろしいですねって、それ紫苑本人に確かく認にんしたわけじゃないだろうに」

「構わないですわよ。わたくしと紫苑の仲ですから」

　いいのかよおい。

　ていうか紫苑のせいで人生が狂うことになったとか言ったそばから、今度はわたくしと紫苑の仲ですからって意味不明にも程ほどがあるだろ。

「わたくしの人生があの子のせいで急転したのは事実ですわ。でもわたくしは……」

　片手で自分の胸をぎゅっと摑つかんで。

「今の自分も嫌きらいではありません。凪、あなたと会えたことも含ふくめてね」

　そう告げるミカエルは、微笑ほほえんでいた。

「え？」

「長話が過ぎましたわ。とにかく紫苑の話に迂う闊かつに乗らぬよう気をつけて」

「あ、おいっ!?」

　そして、もう心ここにあらずといった表情で足早に部屋を出て行こうと。

「だから待て、待てって！」

「なんですの。明日一日は凱旋都市に留とどまるって決めたわけですし、わたくしシィでも誘さそってショッピングに行きたいのに」

「あ、そうなのか？　いやまさにそのこと聞こうと思ってた」

「と言っても銃じゆう器きのパーツ屋巡めぐりですけれど」

「おう。まさにその件なんだって」

　俺はまだ入院中で外に出られない。

　かといってイリスも、さすがにこんな大都市で一人歩きはさせたくない。街中を歩いてる一人の時に帝国司令部がイリスに接触してきても困るしな。

　……やっぱ頼たよれるのはコイツとシィか。

「何かあるなら手短に願いますわ」

「じゃあ簡潔に言うぞ。明日シィと一いつ緒しよに銃器パーツ巡りするんだろ。その時に買ってきてもらいたいものがあるんだよ。金は後あと払ばらいで渡わたすから」

「あら？　そういうことですのね。用はお使いと」

　うなずくかわりに腕うで組ぐみするミカエル。

「頼たのむよ、どうせ俺のも銃ガン剣ウエポンのパーツだし。一緒に見てきてくれって」

「構いませんわよ。お金も別に。どうせ病中のあなたへのお見み舞まい品も買おうと思っていたところです」

「おいおい、いいのかよそんな」

　今日は機き嫌げんバッチリなのか？　とか思いたくなるくらいの好反応じゃないか。金の後渡しどころか、最初のお使いの時点で嫌な顔されるかなって心配してたけど。

「でも頼むもの安くないぜ？」

「そのかわり」

「……ですよねー」

　目的は交こう換かん条件てことか。コイツがそんな甘い約束引き受けてくれるわけないとは薄うす々うす思ってましたよ、ええ。

「整備してもらいたい機械がありますの」

「なんだ。それくらいなら余よ裕ゆうで引き受けてやるぜ」

　思わず胸をなで下ろす俺。

　いろいろ無茶ぶりも予想してたぶん、これはかなり余裕の交換条件だ。

「で、何を点検すりゃいいんだ」

「…………」

「ん？」

「それは…………わ、……わた、…………」

　妙みようによそよそしい仕草で。

　そしてなぜか、妙に上目づかいになって俺を見つめる赤毛の人型アンド機械体ロイド。

「どうした？　運動制せい御ぎよシステムがエラーでも起こしたか」

「で、ですからわたくしです！　わたくしミカエルの点検をお願いするんです！……はー、ぜーはー……はー」

「おーい。息が荒あらいぞ」
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「た、単に機体内部の熱が上がりすぎて排はい気きしてるだけですわ！」

　だからなんで熱が上じよう昇しようしてんだよ。

　と突っ込みたいところではあるけど、下手にやぶ蛇へびつつきすぎるとな、やっぱり俺のお願いも聞きませんわってなるのが怖こわいから自じ粛しゆくしておくか。

「ちなみに点検て？」

「え、ええと……前にヨミから言われた肩かたパーツのところですわ。ずっと昔に取り替かえた部位が摩ま耗もうしてるのが原因かと」

「あー。そういや言われてたな。でもお前、トータルメンテナンスもサボってただろ。簡易な自己チェックだけで」

「……わかります？」

　メンテナンス嫌ぎらいの人型アンド機械体ロイド。それって結局、人間の子供が医者に行くのが嫌いやだったりするのと同じなんだろうな。

「なら肩だけじゃ足りないだろ。この際きっちり点検してやろうか？」

「……ぜ、全身!?　……わたくしの全部を凪に……！」

「嫌か？」

「い、いえいえいえ！　や、やりますわ！」

　髪かみを振ふり乱してぶんぶんと首をふる彼女。

「わ、わかりましたわ。もうわたくしの身体からだを預けます！　全身好きなところを遠えん慮りよ無く見てさわってくださって結構ですから！」

「その言い方なんかイリスっぽいぞお前」

「ど、どういう意味ですの!?　わ、わたくし何も不ふ埒らちなことなんか考えてませんわ！　あくまでトータルメンテナンスの重要性をですね！」

「わーかったわかった。とにかく宝条軍アカ学校デミーに戻もどったらな。メンテにしたって俺ん家ちに戻らないと必要部品もないんだから」

「約束ですわよ……。忘れたら承知しませんからね」

「はいはい。宝条軍アカ学校デミーに戻ったらお前のメンテナンスな。宿題より家の掃そう除じより最優先でやってやるから」

　苦笑いをこぼしながらミカエルに向かって俺は頷うなずいた。




　このなにげない約束が──

　近い未来、ミカエルの人生を大きく変化させる二度目の引き金になる。

　そのことを俺が知るのは、まだ先のことだった。
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「やほー、おはよジール。ちょっといいかな」

「ヨミ先せん輩ぱい!?　どうして俺の部屋に!?」

　読みふけっていた本を放ほうり出し、寝ね転ころがっていたベッドから飛び降りる。スリッパを履はくのも忘れ、俺はヨミ先輩のところに駆かけ寄った。

　俺と同じ患かん者じや服を着た先輩。

　俺が驚おどろいたのは、そんな先輩が俺の部屋に来たことそのものじゃない。俺の部屋まで、先輩が自分の足で歩いてきたことだ。

　脇わきに抱かかえた二本の松まつ葉ば杖づえ。

　車いすに乗ってきたわけじゃなく、誰だれかにおぶさってきたわけでもない。

「バカ、何やってんだよ先輩！」

「ちょっとリハビリよ。時間かかったけど何とか来れてよかった」

　青ざめた表情で気き丈じように先輩が笑ってみせるけど、それもすぐに苦く悶もんの表情へ。

「あ……痛っ……やっぱ……キツ、いなあ」

「お、おい！」

　くずおれる先輩の身体を支えながら俺のベッドへ。小刻みにふるえる先輩の身体を抱だき上げ、そのまま仰あお向むけに横たわらせる。

「……ふぅ。お腹なかから中身が出るかと思ったわ」

「冗じよう談だんに聞こえないからやめてくれ。マジで焦あせったんだから」

　剣けん帝ていの剣で腹部を刺さされたのが、まだわずか四日前の出来事だ。

　生死の瀬せ戸と際ぎわをさまよいながら緊きん急きゆう手術。そのまま集中治ち療りよう室しつに運ばれて、ようやく目を覚ましたのが昨日だろ。縫ほう合ごうの抜ばつ糸しだってずっと先のはずだ。

「リハビリなんて段階じゃねえよ。治すのに専念しろって」

「……だって、ぷくぷくのお腹を医者に見せるのが辛つらいんだもん。ここは一つ病院内を散歩してダイエットしなきゃって」

「先輩」

「あー、このベッド、ジールの匂においがする。懐なつかしいなあ。前はご近所同士でお泊とまり会もしょっちゅうしたわよねえ」

「先輩」

「…………わかったわよ、せっかちねえ」

　俺の真ま面じ目めな視線に耐たえかねて先輩がため息。

「どうしてこんな馬ば鹿かみたいなリハビリしでかしたんだ？　まさか医者が言うわけないし、自分で勝手に考えたのか？」

「どっちも外れ」

「は？」

「至急治せ。正確に言えば帝てい都とに戻ってこいって司令部からの命令よ」

「司令部が!?　噓うそだろ、先輩がどんな容態なのかわかって言ってんのかあいつら！」

「わかってるわよ。だけどそれ以上に、司令部が自軍の軍用人型アンド機械体ロイドに不安を持ち始めたの。特に機き神しんに対して疑ぎ心しん暗あん鬼きになってる」

　……ああ、なるほど。

　……剣帝の一件が効いてるわけか。

　忠実だと思っていた最強の機神が反旗を翻ひるがえした。だとすれば帝都で抱えている何万体という軍用人型アンド機械体ロイドたちも、いつそうなるかわからない。

「特に機神は、自分の意志で寝返る可能性アリってか」

「そういうこと。今回は凱がい旋せん都市で起きたけど、もし帝都の内部でいきなり軍用人型アンド機械体ロイドが銃じゆうもって襲おそいかかってきたら帝国は壊かい滅めつするでしょうね」

　なるほどね、わかってきた。

　最初の印象だと剣帝ヘケトの騒そう動どうの責任を取らされる意味での招集かと思ってたけど、実際はその正反対。

「もうヨミ先輩しか頼たよれないってことだろ」

「どうもそうみたいね。あーやだやだ、あたしそんな働き者じゃないのに」

　ベッドの上で心底嫌そうに首をふる先輩。

「細かいことは聞いてないけど、たぶん残ってる機神のＡＩを入念にチェックし直して、何万体っていう軍用人型アンド機械体ロイドは一いつ括かつした検査プログラムを流すと思うわ」

「その総司令を先輩にやれってか。……ったく」

　壁かべ際ぎわの椅い子すを引いて、自分もそこに腰こし掛かける。

「俺が言えた身分じゃないけどさ、帝都の研究主任ていえば軍アカ学校デミーを首席卒業当たり前の優等生たちだろ。先輩以外に適任いないのかよ」

「みんなすごい人たちよ？　ただ、全員が全員、機械工学の専門家ってわけじゃないもの。今回の対応は最低でも人工心理学と機械工学とプログラム作成の三分野に秀ひいでてて、何より自分で人型アンド機械体ロイドを作った経験がないとダメだろうし」

「まあ、そればっかりは趣しゆ味みの分野だもんな」

　家の設計者と大工の仕事が別なのと同じだ。人型アンド機械体ロイドの設計やＡＩ作成に詳くわしい人間が、実際に人型アンド機械体ロイドを組み立てられるかと言われればそうじゃない。先輩みたいにネジ一本から人型アンド機械体ロイドまで作ってしまう方が、むしろ珍めずらしいんだろう。

「だからヨミ先輩が適任てわけか」

「昔はあたし以外にも適任者いたんだけどね。ナザリエルっていう二つ隣となりの研究ブースにいた研究主任でさ。紫苑しおんを造った制作者って方が覚えやすいかしら」

「────っ、紫苑を」

「すごいわよ。なにせ十二体いた機神のうち六体がナザリエル製だもん」

「六体っ！　そりゃ確かにすげぇな……」

　ヨミ先輩でさえ剣帝とイリスの二体だ。

　もちろん個々の性能は違ちがうだろうけど、数だけで言えば帝国の機神の半分を一人で造ったってのは驚きよう異い的だろう。

　……そこに、あの機神シオンも含ふくまれてる。

　……だとすればミカエルも、そいつの製造ラインで製造されたことになる。

「そいつに任せれば」

「いないわよ。だいぶ前に、書き置きだけ残してもぬけの殻からってね」

「……他国からのスカウトとか？」

「あるいはもっと強引に誘ゆう拐かいとかね。でも真相はわからずじまい。あーあ、あたしも興味あったから会って話もしたかったんだけどなあ。その人の残したレポートとか、いろいろ聞きたいことあったんだけど」

　もぞもぞと上半身を起き上がらせる先輩。

　少し横になって回復したんだろうな。さっきまでの青ざめた顔色と比べれば、今は血の気も戻ってる。

「──で、話を戻すけど司令部に大急ぎで戻って機神のチェックをしろって言われたの。おかげさまでこんなに早くもリハビリ開始ってわけ」

「まさか走って来いなんて言われてねぇんだろ？」

「まっさかぁ。ちゃんと送そう迎げい用の飛空艇ていを用意してくれるって話よ。でもさ、まったく身体を動かさないままだと帝都に着いてからが辛つらいじゃない」

　それでさっきの松葉杖ってわけか。

　これだけ機械とか進んでも、こういう人間自身の自助努力を求める部分はずっと昔から変わってない。不思議なもんだよな。

「……で、どうすんだ。そのまま寝てるか？」

「どうすんだって、なにを？　ん？　あら？　もしかしてジール、あたしの隣で寝たくなっちゃった？　あらあらいけない子、どうしよっかなあ」

「今すぐ医者呼ぶかってことだよ。無理しすぎて傷口開いてたら大事だろ」

「あ、それなら紫苑に背負ってもらうから平気」

「ん？」

「ちゃーんと、もしもの時のヘルプ要員も用意してるわよ。外で待ってるはずだから呼んできてくれるかしら」

「……はいはい」

　肩をすくめて返事する俺。

　なんだ、補助員つきだったのか。倒たおれた時にも安心っつぅ保険をかけとくあたりは流石さすがってか。それで肝かん心じんの紫苑はどこにいるんだろうな。

　扉とびらを開けて部屋の外へ。が、そこら一帯を見回しても目的の機神が見あたらない。

「おーい、紫苑？　紫苑？　あれ、どこにもいねえじゃん」

「……」

　首筋に、誰かの指が触ふれてきた。

「うぉぉぉっ!?」

「…………」

「だ、か、ら！　無音で背後から忍しのび寄ってくるんじゃねえよ！……せめて一言かけてくれ。無言で首筋狙ねらうとか殺し屋かよてめぇは」

「…………」

　まくしたててみるけど彼女の方はやっぱり無反応。

　ったく。これでどうやって意思疎そ通つうすればいいんだよ。機神は、ほかの人型アンド機械体ロイドよりも明確に自我が確立されてるんじゃなかったのか？

「……ヨミが……何か？」

「お、おう。それはわかってるんだな。背負って自分の部屋まで連れて行ってくれだとよ」

「……了りよう承しよう」

　こくんと頷うなずく機神少女。

　と──

「今日……夜……」

「ん？　ああ、例の話があるとかって件か。わかってるって。でも時間と場所は？」

「……連れん絡らく」

　そっちから連絡してくれるってことね。

　単語から意図をくみ取るのがここまで大変だとは思わなかった。

「あいよ。じゃあ待ってるわ。ただ、あんま遅おそくなるなよ。人型アンド機械体ロイドと違って俺は人間だから眠ねむくなるんだって」

「……了承」

　再び頷く紫苑。

　彼女がヨミ先せん輩ぱいを背負って遠ざかっていくのを眺ながめ────

「…………今日の夜か」

　昨日ミカエルに言われたことを俺は思い出していた。




〝紫苑によってわたくしは人生の半分が狂うことになった〟

〝次、あの子からあなたに接せつ触しよくしてきた時はわたくしも同どう伴はんします。よろしいですね〟




「一応、ミカエルにも言った方がいいのか？　これ……」

　だけど正直、俺としてはミカエルを交える案に今ひとつ乗り気になれないでいる。

　理由は簡単。

　ミカエルが紫苑に対して何らかの不安を抱いだいている現在、二人が真正面から話しあえば、二人の中が険悪になっちまうんじゃないかって思うからだ。

　それなら俺がまず紫苑の話を聞いて、それをミカエルに伝えるかたちの方がいい。

「……ミカエルには事後承認でもいいかな」

　漠ばく然ぜんと、そんなことを考えはじめていた。




　　　　２




　翌日。

「おはようございます凪」

「おう。もう昼飯も昼ひる寝ねも終わった後だけどな」

　いつもの家メ政イ婦ド姿でイリスが姿を現したのは、もう昼もとっくに過ぎて夕方に移ろうとする時刻だった。

　にこにこ笑え顔がおで俺を見つめる本人をちらりと見やり──

「今日はずいぶん遅い参上だな」

　入院当日、俺の眠りの妨さまたげになるということで室外待機を命じられて、こいつは病院の中を行ったり来たり。といっても俺が目を覚ますと、どういうわけかそれを察してあっという間にやってきたんだけど。

「誰だれかと話しこんでたとか？」

「紗しや砂さちゃんとです」

「また小難しいことか説教かの二択たくだろ」

「いえ。その……クレームというかお小言の方です。『私を殺す気!?』ってものすごい剣けん幕まくで怒おこられました」

　言いづらそうにイリスが目を背そむける。

　この反応は俺もよく知ってる。自分が何か悪事をしでかして、「やっちまった」って自分でも理解してる時の表情だ。

「今朝方……昨日の看護師の姿をして歩いてたら、通りがかったお医者さんに『キミ、キミ、こっち手伝ってくれ。緊きん急きゆう手術で人手が足りないんだ！』って呼ばれまして」

「あのピンクのコスプレでか」

「よっぽど慌あわててたんだと思います。それで私、緊急手術の患かん者じやさんを施せ術じゆつ室まで運ぶ役だったのですが……部屋番号Ａ１０７３のおじいさんの患者さんを運ぶはずが、何を間違えたのかＨ８１３号室の若い女の子の患者さんを運んでしまって」

「本気でどう間違えたらそうなるんだよ!?　部屋番号から患者の性別から間違えろって方が難しいレベルだぞおい！」

「部屋番号の一桁けた目が『３』という共通点が謎なぞを解決する鍵かぎになるかと」

「いやいやいやいや、絶っ対、俺は認めねぇからな！」

「同じ口調で紗砂ちゃんにも怒ど鳴なられました」

「……チビ聖女に？」

　ん。まてＨ８１３号室。

　間違えた相手先が若い女の子の患者さん……だと？

「おいまさか」

「ええ。私、寝ぼけてる紗砂ちゃんを特急で施術室まで運んでしまって。危あやういところでした。もう少しで麻ま酔すい注射打つところだったので」

「……お前それ、さすがに殺意を疑われても文句言えねぇぞ」

「焦あせりました。良い子は真ま似ねしてはいけません」

「真顔で白々しく言うなっての。……まあいい、午前中に何をしてたのかは大体わかった。それで俺のところに来るのが遅くなったと」

「はい。それで──」

　再び俺を、正確には俺の手元を興きよう味み津しん々しんに見つめるダ家メ政イ婦ド。

「凪は何をしてるんでしょう」

「見りゃわかるだろ。ちょっとばかし改造をってね」

　答える俺は部屋の床ゆかに直接座りこんで、小しよう銃じゆうサイズの銃ガン剣ウエポンをパーツごとに分解して床に並べている状じよう況きようだ。

「本当に全部細かく分解してますね。あれ、これ弾だん丸がん？　火薬の調合も見直すんですか」

「わかるのか？」

「もちろん。元は軍用人型アンド機械体ロイドですよ」

　光こう沢たくある弾丸をひょいっとつまみあげるイリス。

　そう、幽ゆう幻げん種しゆ用に沁しん力りよくを付ふ与よした特とく殊しゆ弾丸だけど、これも表面加工を一つ一つ剝はがして、中身の火薬を入れ替かえる作業中だ。

「とにかく火気厳禁な」

「はい。先に気づいて良かったです。私、今日は凪と部屋で花火しようって花火セットを買いこんできてたのですが」

「……お前のその空気読めない感は立派だと思うぞ」

　かるく咳せき払ばらいする俺。

　対するイリスは、やっぱり俺がいま持ってる弾倉マガジンをじーっと見つめて。

「けど、今までだってかなり手を入れてましたよね？」

「まあな。でも前のはせいぜい弾丸一発の威い力りよくを上げるってのがメインだったろ。今回は色々変える。ていうか銃剣コイツの根っこの部分から弄いじり直そうと思ってんだけどな。やっぱ時間かかるわ」

　久しぶりに全パーツ分解したせいで、手のひらは煤すすと油で真っ黒だ。

「…………」

「ん、なんだ」

「これだけ妙みように綺き麗れいだなって。新品みたいですね」

　イリスが指さすのは、床に置かれたパーツの中でも一ひと際きわ大きく、そして一際光を強く反射して輝かがやく刀身だった。

「おう。前のは剣けん帝ていの野や郎ろうにぶった切られたからな。ミカエルに頼たのんで凱がい旋せん都市の工こう房ぼうで調達してもらったわけ」

「はい。以前の刀身よりずいぶん良いと思います。まず素材、これは超ちよう硬こう度どの黒くろ金がね粒りゆうセラミック銀ですね。それを繊せん細さいかつ入念に火を入れ、鍛きたえたのが見てとれます。焼き入れの紋もんも美しいですから技術のある人が作ったものかと」

「だろ？」

　やたら刀とう剣けんの製造過程に詳くわしいけど、これはヨミ先輩の趣しゆ味みだろうな。あの人凝こり性しようだからとにかく中ちゆう途と半はん端ぱな知識嫌きらいだし。

　……ああ、なるほどね。

　……だからこそ剣帝アイツも、俺の銃ガン剣ウエポンの改造を一目で見み抜ぬいたのか。




〝装着式バヨネット零ゼロ八後期型。銃身に加圧式シリンダーを埋うめこんで規定口径の上限を突とつ破ぱしたな。火薬は……典型的なトリプルベースだが、配合はオリジナルか〟




　とにかく相手は膨ぼう大だいな記き憶おく容量を有した人型アンド機械体ロイドだ。人間が到とう底てい覚えきれない量の知識を自在かつ高速に引き出して分ぶん析せきを仕し掛かけてくる。

「…………」

「どうしました？」

「イリス、お前ならこの剣、どれくらい時間かければ砕くだける？」

「え？」

　ぽかんと目を丸くした後、言いづらそうにもじもじと身体からだをくねらせて。

「あ、あの……だって、これミカエルさんが凪のために……」

「正直に言ってくれ。俺だって命かかってんだ。命かけるものが頼たよりなかったら無む駄だ死じにもいいところだろうが」

「……少しさわってみていいですか」

　床に並べていた刀身を無造作に拾い上げる。それを光の下で角度を変えながら入念に感かん触しよくを確かめていく彼女。そして。

「相手が幽幻種であれば、魔ま笛てきの浸しん食しよくさえ凌しのげば十分な強度だと思います。強度的にも敵の核かく晶しようを破は壊かいしうるかと」

「幽幻種でなかった場合は？」

「…………」

　摑つかんでいた刀身を床に戻もどしてイリスは答えた。

「凪の想定している相手が、私のような機き神しんであった場合、機体差にもよりますが十五分持たずに刀身は粉々になっていると思います」

「たとえば剣帝なら」

「第一いち撃げき。最初に刃はと刃をかみ合わせた瞬しゆん間かん、こちらの刀身がまっぷたつになります」

「くそ。結局そうなるのかよ！」

　手にした工具を放ほうり出し、思わず俺は髪かみをかきむしった。

「ちなみに私、これこのまま握にぎりつぶせます」

「アイツも同じことができるのか？」

「わかりません。ただ、古コ代ロ競シ技ア場ムに残っていた切断面を見るかぎり、剣帝の剣は物体を切断するのでなく分解していると思われます」

「ていうと？」

「超振しん動どう。触ふれた物体の分子構造に熱と運動エネルギーを与あたえ、結合力そのものを脆もろくしてるんです。だから相手の武器硬度関係なく何でもスパッと切れてしまうと」

「……へえ」

　思わず声を上げる俺。

　俺もその切断面からの分析は見落としてたな。やるじゃねえか、あんな短期間でも観察するところはしっかり観察してたなんて。

「ホント、家メ政イ婦ド以外の面は優ゆう秀しゆうだな」

「？　家メ政イ婦ドだって優秀ですよ？」

　しれっと真顔で答える不完全家メ政イ婦ド機関。……お前、ついさっきチビ聖女に怒られたって報告してきたくせに。

「まあそれはいい。話を戻すけど、剣帝の剣にそんな無茶な仕掛けがあるってんなら、まずアイツの剣が最初にイカレるだろ」

「そうです。だからあの双そう剣けん自体、やはり特とく殊しゆな構造をしているはずです。おそらく専用の構造になっているかと」

「ふむふむ。そういやお前も自分の銃とか大おお鎌がまとか、なんか取り出してたもんな。あれずるいよな。あんなんできたら重い武器持ち運ばなくていいんだもん」

「降臨系の沁力術式でその場に生成してるんです。理論上は紗砂ちゃんもできるでしょうが、ああやって武器みたいなのを生成するのは慣れてないかも」

「へえ。じゃあ機神はみんなそういう技能があるわけだ」

　そこまで言って。

　俺は、ある重大なことに気づいた。

「そうだ！　剣帝の剣みたいなのお前が俺に作ってくれればいいんじゃん。目には目を。機神の武器には機神の武器を！　これで全部解決だ！」

「ごめんなさい」

「謝るの早すぎだろおいっ!?」

「剣帝の物質解体に耐たえうる武器を生成するのは可能です。だけどあれは私が使うからであって、凪が使えるほど繊細な武器が創つくれるかどうか。機神の武器そのままを生成しても凪の身体が負荷に耐えられない可能性が大きいです」

「できるって。幽幻種と戦ってる時は普ふ通つうにすげぇ武器生成してたじゃん。あの大鎌とか俺は格好良いと思うんだけどな」

「────」

　え、なにその落ち込んだ表情。

「私、いつも可愛かわいいステッキを生成するつもりで頑がん張ばってるんです」

「……はい？」

「あの大きな銃も、イメージでは小さなパチンコのはずなんですけれど」

「……いや、冗じよう談だんですよねイリスさん」

　生成してみれば、できあがったものは身の丈たけより巨きよ大だいな鎌と重ヘヴイ機関マシン銃ガン。

　扱あつかうのが機神だから扱えて見えるだけ。いずれにせよそんな技術力じゃ人間が扱うような繊細なものは到底無理。そういうことですか。

「ね？　だから無理だと思うんです」

「ね、じゃねえだろ、単にお前が不器用なだけじゃねえか！」

「……うぅ。聞こえません、イリスは何も聞こえません」

　うずくまって耳を両手で押さえだしましたよ、この不完全ダ家メ政イ婦ド機関さん。

「よしわかった、質問を変える。逆に、お前がギリギリ創れるものってなんだ。要するに銃ガン剣ウエポンの刃みたいなのはサイズ的にもデザイン的にも無理なんだろ？」

「むむぅ？」

　腕うで組ぐみしたイリスが、眉み間けんにしわを寄せて考えこむ。

「包丁サイズなら、何度か失敗するけど最後には成功すると思います」

「……まあ、妥だ当とうな線か」

　こぼれそうになるため息を飲みこんで、俺は足あし下もとのメモ用紙を一枚拾い上げた。まずは自分の銃ガン剣ウエポンのラフ画をざざっと描えがいて、そこに赤ペンで指示を書きこんでいく。

　……今の市し販はんの剣じゃ剣帝には相手にもならない。

　……とはいえイリスの武器生成には技術的な制約がつきまとう。

　二つを同時に解決する策は。

「これでどうよ」

　メモの紙面が見えるように掲かかげてみせる。

「えっ」

「これならお前の生成できる範はん疇ちゆう内だろ？　期待してるぜ？」

「た、確かに……言われてみれば」

　俺の渡わたしたメモを食い入るように見つめてイリスが頷うなずく。

「じゃ、じゃあさっそく、この剣の部分だけお借りしますね。少々お時間頂くかもですが」

「お前、いつも武器の生成一瞬じゃんか」

「ダメです」

　珍めずらしく強い口調で否定されてしまった。

「凪の武器です。凪が命を預ける武器なんだから、私も妥だ協きようしません！」

　握る拳こぶしに力を入れてイリスが吼ほえる。

　ピシッ。

　おい。刃握にぎったまま力んだせいで罅ひびが入ったぞこら。

「では、私はさっそく作業に入るので！」

「お、おう……」

　なぜか俺の方が圧あつ倒とうされる勢いでイリスが廊ろう下かを駆かけていく。

　…………

　……嬉うれしかったのか？　あいつ。

　主オ人レがここまで真ま面じ目めに頼たのみこむことって無かったから。家メ政イ婦ドの仕事とは違ちがうけど、頼りにされたってことが嬉しかったのかもしれない。

「おーい、イリス？　イリスさーん？」

　聞こえてない。振ふり向きもしない。ていうかもう見えなくなってる。

「いつ頃ごろ終わるか聞きたかったけど……ま、いっか」

　珍しいくらいアイツがやる気になってる。なら、いつ終わるかなんて期限を定めてあいつを焦あせらす必要なんてない。

「俺もやること山積みだしな」

　その場で立ち上がってゆっくり背せ伸のび。

　──身体は動く。

　──右みぎ腕うでも、今までの作業してたって全然痛くない。

「覚かく悟ごしろよ？　次が俺の本気だからな？」

　まぶしい西日を横目に、俺は誰だれにともなく宣言した。
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　真っ赤な空の端はしに混じり始めた灰色。

　その灰色もまた、より強い黒に塗ぬりつぶされていく。そんな時刻。

「──こんなところか」

　組み立て終えた銃ガン剣ウエポンを見下ろし、俺は安あん堵どの息をついた。

　外見はほとんど変わってない。重さは数百グラム増ってところだろう。とはいえ、これでも重量減らそうとギリギリまで調整した結果だ。

「性能もだいぶ変わったよな、うん」

　右手に左手に、交こう互ごに持って感触を確かめていく。数百グラム程度の差さ違いって思うかもしれないけど、これが実際の戦せん闘とう場面じゃ大きく響ひびく。

　……これで、ちょうど前までの合計重量くらいか？

　今の銃ガン剣ウエポンには付属の剣けんがない。イリスが預かってる。だからこれにイリスの剣を加えたのが合計重量になるわけだ。

「試射したいけど、さっすがに病院内に射しや撃げき場はないよなぁ」

　銃ガン剣ウエポンを抱かかえたままベッドに腰こし掛かける。

　窓の向こうはもう真っ暗で、外をのぞき込んでもガラスに映るのは室内と自分の姿だけ。

「夕食も終わったし、なんつぅか……」

　暇ひま？　いや、時間を持てあますと言った方がいいのかな。

　銃ガン剣ウエポンの改造してる時は我も忘れて没ぼつ頭とうしてたぶん、それが終わった途と端たんに、やることがなくなると時間の経過が遅おそく感じる。

　……イリスはまだ戻もどってこねぇし。

　ミカエルとシィも一度は見み舞まいに来てくれたけど、まだ寄るところがあるとか言ってから音おと沙さ汰たない。

「そういやいいんちょの奴やつどうしてんのかな。そろそろ釈しやく放ほうされた頃か？」

　さすがに何の心配もしないのは良くないよな……と、銃ガン剣ウエポンをベッドの上に置くかわり、枕まくら元もとの通信機を握りしめる。

「ええといいんちょの宛あて先さきは」

　直後。

　手に持っていた通信機が、赤く点てん滅めつしはじめた。

「通信？　誰だよこのタイミングで」

　ミカエルかシィか、いいんちょか。あとは病院内のヨミ先せん輩ぱいとか。

　そう思っていたけれど──

『…………紫苑……』

「えぇっ!?」

　握にぎった通信機をまじまじと見つめた。

「なんだお前かよ。すっげぇ意外な相手だな。ていうかどうやって俺の通信番号調べたんだ？　ヨミ先輩からか？」

『…………軍の、貸たい与よ品……』

　宝ほう条じよう軍アカ学校デミーで配られた俺の通信機も軍の貸与品だから、個々人の番号は全すべて司令部が管理している。その情報なら紫苑だって入手し放題ってわけだ。

「それでどうした。例の話があるって件か」

『…………』

　無言。

「なんだよ。通信してきたってことは俺に話したいことがあるんだろ。ちゃんと聞いてやるから言ってみろって」

『……退院は？』

「なんだ、俺の体調心配してくれてんのか？　それなら別に平気だぜ。明日には退院するって医者に言ってある。もちろん反対されたけど何度もお願いしたら最後には許可もらえてさ。これで一安心かな」

『……良かった』

「お、おう。マジで心配してくれてたのか？」

　なんだよ、無愛想かと思ってたけど内気なだけで、根は優やさしい奴なんだな。さすが禁断アマ水晶リリスに選ばれた機き神しんなだけあって────




『これで、凪・一いち咲さき・ジールの全データを……収集できる』




　…………

　…………どういう意味だ。

「おい、なんだ今の。俺の……なんて言ったんだ」

『古コ代ロ競シ技ア場ム……待ってる』

「なにっ？」

「待てよおい。古コ代ロ競シ技ア場ムっつったら封ふう鎖さされてるだろ」

　なにしろ剣けん帝ていが反旗を翻ひるがえした場所だ。

　重大な資料が残されてるかもしれないと思うのは当然で、研究チームによる資料採取が終わらないかぎり軍部関係者だって立ち入りは難しい。

『封鎖？』

「そうだよ封鎖、機神なら警備担当ってことで入れるのかもしれないけど、俺は軍アカ学校デミーの一生徒だぜ？　学校の身分証明書出したって追い返されるだけだっての」

『……問題……ない』

「は？」

『邪じや魔まな警備……排はい除じよ……だから……じ……じゆ────自由に──────────────────自由に入ってきてください。正面扉とびらも鍵かぎは壊こわしておきました』

「っ!?」

　なんだ、何が起きた？

　通信機から聞こえる会話が何の前まえ触ぶれもなく流りゆう暢ちようになった。別人？　いや、声そのものはさっきまでの紫苑とまるで変わってない。

『あら、驚おどろかせてしまいましたか？』

　クスクスと笑い声まで聞こえてくる。

　ぞっとするほど冷ややかな声。これが機械音声とは思えないくらい滑なめらかで、あまりに自然すぎて逆に気味が悪くなったくらいだ。

「お前、何者だ！」

『何者だとはどういう意味でしょう。私は紫苑です。人型アンド機械体ロイドであり機神です。ですが、それ以上のことを知りたいのならば、どうぞ一人で古コ代ロ競シ技ア場ムへ』

「古コ代ロ競シ技ア場ム!?」

『ゆめゆめ他人を、特にあの不完全神性機関イリスなど連れぬよう。仲間を連れてきたと判断した場合、私のすぐ後ろで倒たおれている警備員たちの安全は保証いたしません』

「────てめぇっ!?」

『待つのは一時間。あなたの病院からでも輸送車タクシーで直行すれば間に合うはず。とはいえ、急ぐことです。道路が混んでいたら大変ですからね？』

　冷れい笑しようが伝わってきて、そして不意に通信が切断された。

「…………」

　無音の通信機。

　手にしたそれをいくら眺ながめても、もはや紫苑の声は微み塵じんも聞こえない。だけど、あの機神が言っていた言葉は一言一句違たがわずに頭にこびりついたままだ。

「冗じよう談だんじゃねえぞおい……」

　古コ代ロ競シ技ア場ムの警備員たちを強きよう襲しゆう。

　当の本人は、その人間たちを人質にして古コ代ロ競シ技ア場ムで待つという。そんなこと帝てい国こく所属の人型アンド機械体ロイドがするわけない。通常の機神なら────




〝司令部が自軍の軍用人型アンド機械体ロイドに不安を持ち始めたの〟

〝特に機神は、自分の意志で寝ね返がえる可能性アリってか〟




「まさか……」

　思い当たるのは、昼のやりとりだ。帝国司令部が恐おそれ、治ち療りよう中のヨミ先輩に強制帰き還かんを命じてまで調査しようとしている危険性。

「遅かったのか」

　剣帝だけじゃない。

　すでに機神シオンも、人間に対して寝返っている可能性がある？

　……だとしたら。

　……どちらにせよイリスには言えない。

　機神が人間を裏切ってる可能性があるから手伝え。なんて、同じ機神であるイリスに面と向かって告げられるほど俺は太ふて々ぶてしくはいられない。

「いずれにせよ向かうのは俺一人で、だよな」

　紫苑はああ言ったけど、実は病院入り口で俺を監かん視ししてる可能性も捨てきれない。

　俺の通信機の番号も知られている以上、たとえばシィやミカエルに連れん絡らくしようったって傍ぼう受じゆされてることを考えた方がいい。

「──あと五十五分」

　入院服を脱ぬぎ捨てていつもの迷めい彩さい柄がらの学生服に。普ふ段だんの模も擬ぎ訓練でもさんざん使ってるけど、生き地じの内側に対たい衝しよう繊せん維いが織りこんである代しろ物ものだ。

　あとは銃じゆう器き。

　壁かべ際ぎわにたてかけていたケースの固定具を外し、銃ガン剣ウエポンをそこに固定する。

　さらに予備の弾だん薬やくをベルト部のポーチに押し詰つめて準備は万全。だけど、改造を終えてからまだ一度も試ためし撃うちも済んでないのが不安だ。イリスに頼たのんでいた剣もまだ届いてないしな。

「使わずに済むといいんだけど……」

　下した唇くちびるをかみしめて、俺は自分の入院部屋を後にした。
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　眠ねむらぬ都市。

　深夜になっても商店街や繁はん華か街がいは人の熱気に満ち、雑ざつ踏とうと衣きぬ擦ずれ、喧けん噪そうであふれかえってる。帝てい都とをはじめ、帝国の中心区域にあたる大都市の特とく徴ちようとも言われている。

　それはここ、凱がい旋せん都市エンジュも例外じゃない。

　だけど。

「……静かだな」

　静まりかえった街中を見み渡わたしながら、俺は公道をまっすぐ進んでいた。

　硬かたい舗ほ装そう路を照らすのは道沿いの照明灯だけで、普段なら色とりどりのネオンに満ちてるはずの街が噓うそのように息を潜ひそめている。

　幽ゆう幻げん種しゆに襲しゆう撃げきされたのが響ひびいてるのか……？

　帝都のお膝ひざ元もとにあたる凱旋都市が襲撃されたんだ。のんびり構えてた住民にしたら寝ね耳みみに水の出来事ってことだったのかもしれない。

　そして──

　その中で、夜と同化するようにそびえる一ひと際きわ巨きよ大だいな建築物が見えてきた。

「明かり、さすがに点ついてねえか」

　昼間は太陽を浴びて輝かがやいてた外がい壁へきも、いまは夜の暗くら闇やみに塗ぬりつぶされた黒一色だ。それでも普段なら小さい誘ゆう導どう灯とうなり非常灯もついてるはずだけど、今は電気の供給そのものが止まってしまったみたいに無灯状態だ。

「…………」

　無言で銃ガン剣ウエポンの銃じゆう把はを握にぎりしめる。

　あの中で機き神しんシオンが待っているはず。だけどあの通信から聞こえてきた声は、どう解かい釈しやくしても友好的って感じじゃなかった。

　あれが本当の姿なのか、それとも。

「ああくそ、こんなとこで考えたってわかるわけねぇか！」

　大きくため息をつき、俺は古コ代ロ競シ技ア場ムに続く公道を大おお股またで進んでいった。

　入場ゲート。

　封鎖って聞いてたから鉄てつ柵さくでも設置されてるかと思いきや、ゲートの周囲にはテープによるバリケードすら見あたらない。

　……そう、何も見あたらないんだ。

　ここを見張ってるはずの十人以上の警備員たちも。

「この吸すい殻がら、そんな大昔じゃないよな？」

　足あし下もとに転がるタバコの吸い殻。警備員が吸ってたとしか考えられないけど、じゃあその警備員たちはどこへ行った？　否いな、どこへ消えた？

　考えるまでもなかった。

「くっそ、なんの冗談だよこれは……」

　大きくひしゃげた入場ゲート。

　両開き構造になってる分厚い鋼鉄の扉が、とてつもない衝撃を受けて鍵を破は壊かいされ、その上で強引にこじ開けられていたんだ。

　鋼鉄製の扉が大きく陥かん没ぼつするほどの外部衝撃。

　小銃とか機関マシン銃ガンじゃ無理だ。最低でも対戦車砲ほう級の破壊力が必要だろう。人間がこれを食らえばどうなるかなんて想像もしたくない。

「入ってこいってか？」

　人一人がちょうど入れるくらいの隙すき間まを抜ぬけて内部へ。

　そこはすぐにエントランスホール。

　天てん井じようには最さい新しん鋭えいの蛍けい光こう球が無数に取りつけられていて、正面の壁かべには巨大なテレビモニターが内蔵されている。もちろんどちらも電気なんか入ってないけれど。

「だけど、ひとまず電気は通ってるのか」

　床ゆかの端はしっこでぼんやりと非常灯が点灯してる。

　趣しゆ味みの悪いことに、それが古コ代ロ競シ技ア場ムのメインになる競技場に続く道限定っていうのがまた、ね。この通路しか選せん択たく権けんはありませんてか。

　……まあ、紫苑が待ってるとしたらそこしか考えてなかったけどな。

　覇は権けん戦争の舞ぶ台たいになるはずだった場所だ。

　古コ代ロ競シ技ア場ムそのものが封ふう鎖さされている今、あそこは巨大な空き地も同然になっている。大声で話そうが叫さけぼうが誰だれにも聞こえない。

「問題は、それが単なる話し合いで済むかどうか……」

　誰にともなく呟つぶやいて、俺は歩いてきた通路を引き返した。




　　　　[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]




　古コ代ロ競シ技ア場ム・競技舞台。

「…………」

　長径４００メートル短径３６４メートルの楕だ円えん形。

　最上階の十三階から見下ろしてもあまりの広さに目め眩まいがしたけど、実際に足を踏ふみいれてみると、もうそういう広いとか大きいとかって感想すら抱いだかない。

　……大きな森の中にさまよいこんだ気分だ。

　……雄ゆう大だいっつぅのかな。

　全方位見回して見えるのは地平線。

　そのずっと奥に、地上十三階建てに相当する高さの観覧席が霞かすんで映る。

「なんかさ、こういうの見ると何もかも忘れて走り出したくなるんだよな」

　一歩、また一歩。

　大いなる舞台を歩いていく。

「追いかけっことかじゃなくて、ゴール決めてってわけじゃなくてさ。この地平線の先に何があるんだろって、何もなくたって、じゃあとりあえず満足するまで疲つかれるまで走ってみるかって思うんだ」

「────」

「人型アンド機械体ロイドにはそういうの無いか？」

「……無……い」

　か細い声が微び風ふうに運ばれて聞こえてくる。

「そりゃどうしてだ？」

「この……先……道、ない。塀へいと観客席……だけ」

　競技場の中央で──

　薄うす紫むらさき色いろの人ひと影かげがぼうっと蜃しん気き楼ろうのように浮うかび上がった。

　黒くろ髪かみを目の上あたりでばっさり切った少女だ。薄紫色の着物に身を包み、物もの憂うげな薄紫色の双そう眸ぼうで俺を見つめている。

　機神シオン。通つう称しよう、紫苑。

　正式名称Orbieオービエ Sion・シオン【真実契けい約やく者】。

　禁断アマ水晶リリスの力を授さずかって機神へと進化した軍用人型アンド機械体ロイド。その彼女が、果てなき競技舞台の中央でまっすぐ俺を見つめていた。

「……遅おそい」

「てめぇがこんな薄暗い場所を選ぶからだろうが。あんまり暗くて何度か通路の角で頭ぶつけたんだぞ」

　機神は無反応。

　俺の話を疑ってかかってるのか。それとも単に返事をするのが煩わずらわしいと感じただけなのか。ああも無表情では読み取るどころか推測するのも難しい。

「……話」

「待ちな。物事には順序ってもんがある。ここに詰めてた警備のおっさんたちをどこへやった。傭よう兵へい、それに軍関係者も大勢ここにいたんだろ？」

　機神の口は固く閉とざされたまま。

「話したくないってんなら──」

「違ちがう」

「……ん？」

「禁止。感情の発はつ露ろ。他者との意思疎そ通つう」

「禁止？　え……感情の発露？　まて、それどういう意味だ。機神のお前がわざわざ意思疎通を抑おさえるように設定されてるって。そんなバカげたことあるのか」

　軍用人型アンド機械体ロイドだって人間との意思疎通はできるよう設定されている。そうでなければ任務の命令や報告の際に支障をきたすからだ。

　なのに、機神である人型アンド機械体ロイドがそれを禁じられている？

「おい紫苑。それいったいどうし──」

　俺が言いかけた、その時だった。




「ごめんなさい、ナザリエル……」




　少女の姿をした機神が震ふるえだした。

「システム『真実シオン』起動。中ちゆう枢すうＡＩ深層領域へ潜行ダイブ……Ａ区画、Ｂ区画突とつ破ぱ」

　両手の拳こぶしを堅かたく握りしめて、視線は自分の足下をじっと見つめたまま、まるで呪じゆ文もんか何かのように押し殺した声で。
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「上位システムからの妨ジヤミ害ング回かい避ひ……Ｃ区画…………Ｆ区画突破。開発者権限による制せい御ぎよ領域……最終Ｎ区画への潜行ダイブ成功」

「は？　あ、あの。なにやって──」

「ＡＩ全領域および全演算領域への上書きリライト強制実行。………………。……………………………………。…………。……………………………………。……………………………………。…………。……………………………」

「お、おい！　だから平気なのかって聞いてんだろ！」

　なんだ。

　なにやってやがる。イリスやミカエルで人型アンド機械体ロイドは見み飽あきるほど見てきてるけど、こんな急に震えだしての発声現象は見たことないぞ。

「しお──」

「お待たせしました。凪・一咲・ジール」

　忽こつ然ぜんと。

　今の今まで全身を震わせていた紫苑の動きがぴたりと止やんだ。

「開発者権限による制御を全消去。これにより、禁止されていた他者との感情共有、円えん滑かつな会話による意思疎通が可能になりました」

「──なっ!?」

「先せんより会話も流りゆう暢ちようでしょう？　あなたにとっても聞き取りやすいはずです」

　競技場の非常灯に照らされ、浮かび上がる機神少女。

　両手を広げて空を仰あおぐような姿勢の彼女の、ぞっとするほど自然すぎる艶えん笑しよう。こんなにも妖よう艶えんな笑えみを人型アンド機械体ロイドが再現できるのか。

「ああ、申し訳ありません。これで『微び笑しよう』というのを表現したはずなのですが、少し違った感じになってしまったようですね」

「……ずいぶん饒じよう舌ぜつになったじゃねえか」

　冷たい汗あせが額から鼻先へと伝っていくのがわかる。

　こいつ、まさか。

「昔から心の内では饒舌でしたよ。ただ単に、それを外部に発露して他者と意思疎通をはかることを禁じられていただけです」

　一歩。

　得体の知れない微笑を浮かべながら近づく機神。それと逆、俺は一歩だけ後退する。

　……開発者権限の突破だと。

　……まさかこいつ、自力でＡＩの壁を越こえたってのか。

　開発者に逆らうな。

　人間に逆らうな。

　幽ゆう幻げん種しゆを敵とみなせ。

　開発者権限によって全人型アンド機械体ロイドはＡＩの中枢でそう命令されている。誰にも教わらずに赤子の馬が走り出すように、人間が自然と恋こいにおちいるように。本能レベルで最初からそうなっている性質ってのがある。

　それを、その根本を自分で書き換かえたっていうのか!?

「難しいことではありません」

　機神シオンが首を横にふってみせる。

「私も、剣けん帝ていも、そして不完全神性機関イリスも。機き神しんである私たちのＡＩは、最初から規制を自力で上書きできるくらい緩ゆるい縛しばりしか受けていませんでした。でなければ剣帝が人間に反旗を翻ひるがえすなんてとうてい無理ですから」

　ふわりと着物をひるがえす彼女。

　膝ひざを曲げる動作すらなく、まるで重力を感じていないかのように高々と宙へと身を躍おどらせる。着地したのは────俺のすぐ目の前だった。

　互たがいの前髪と前髪が触ふれるくらい接近した距きよ離りで、人型アンド機械体ロイドの少女がさらに顔を近づけようとする。

「私に、あなたの『真実』をもっと見せて」

「っ。てめぇ！」

　一いつ瞬しゆんのためらいもなく大きく跳とび下がる俺。

　寒気を感じた。

　それは、紫苑のあの薄紫色の目だ。何もかも見み透すかされる。そんな気味の悪い錯さつ覚かくを感じずにはいられない。

「私はOrbieオービエ Sion・シオン【真実契約者】。禁断アマ水晶リリスの洗礼を受ける前、量産型にすぎない人型アンド機械体ロイドである時から与あたえられていた課題がありました。誰よりも人間を観察し、誰よりも人間に複雑な感情を抱き、けれどそれを露ろ出しゆつしてはならない。それがミカエルとの違い。感情の発露を許された個体との違い」

「……ミカエルがどうしたって」




〝当時、わたくしの生みの親が変わり者の開発者でしたの。何かの意図で製造ラインを二つにわけたという話を聞いていますわ〟

〝ＡＩの差はほとんどありませんわよ。わたくしも、どうして前期と後期でこうも感情の発露に差が出るのか不思議でなりません〟




　ミカエルの奴やつは、紫苑が普ふ段だんから無口で感情に乏とぼしい理由を知らなかった。

　だけど後期型の製造ラインであった紫苑は聞かされていた。自分たちが、最初からそう設定されていることを。

「なるほどな。普段は黙だまってろって命じられてたけど、腹の底ではミカエル並に饒舌でおしゃべり好きだったってわけか」

「意外でしたか？」

「いーや」

　胸の内で苦笑を押し殺す。

「むしろようやく納なつ得とくがいった。ミカエルがあんなにやかましいのに、お前となんでこうも違うのかって疑問が頭を離はなれなかったからな。だけど、当のミカエルにも教えてないことなんだろ。どうしてまた俺に先に話す？」

「ミカエルに教える気はありません。……彼女は違うのです。彼女に軍は似合わない。ぬるま湯に浸つかる生暖かい生を送ればいい」

　ぬるま湯か。

　なんか妙みようにカツンとくる言葉だ。ミカエルだって軍役を終えて好き勝手してるわけじゃない。アイツはアイツなりに考えて軍アカ学校デミーに来て、今も俺たちと訓練してる。それを、急に饒舌になったと思いきや、言ってくれるじゃないか。

「お前は違うとでも？」

「…………」

　機神の返事は無言の冷笑。

　薄うす紫むらさき色いろの着物の襟えり元もとをわずかに直しながら。

「先ほどの問いに対する答えがまだでしたね。なぜあなたに話すのか。それは、剣帝からあなたのデータ採取を依い頼らいされたから。ミカエルと認にん識しきのある私から誘さそわれれば、疑いながらもあなたは応じるでしょう？」

「っ！　そういうことかよ！」

　剣帝と紫苑。

　こいつら最初から裏でつながっていたんだ。帝てい国こく司令部を抜ぬけ出した後も、剣帝は紫苑から司令部の動きを堂々と取得することができていたわけだ。

「剣帝が関心を持っているのが、眠らざる者ゴーストを一いち撃げきで打ち倒たおしたあなたの謎なぞの特技。剣帝も、あなたの拳に解かい析せき不能の超ちよう大規模データが観測されたまでは確認しています。これについては私も興味がある。あなたの力が、果たして私や剣帝の脅きよう威いとなりえるのか。もしそうなら、ちょうど排はい除じよするにはおあつらえの場所でしょう？」

　広大な競技場、その無人の観客席を指さす機神。

「泣き叫さけんでも応おう援えんを求めても誰だれも来ませんから。ここの入場ゲートに詰つめていた警備員たちも同じように騒さわいでいましたけれど」

「……おっさんたちをどうした」

「まだ息はあるでしょう。とりあえず動けなくなるくらい痛めつけて、向こうの観客席に転がしています。人質という表現で合っていますか」

「おう。うんざりするくらい正解だ」

　頷うなずくのにあわせ、右手の指先でひそかに銃ガン剣ウエポンの安全レバーを解除する。

「しっかし司令部も様にならねぇな。大事な戦力に次から次へ裏切られるとか。残ってる機神も実はとっくにお前ら側か？」

「さあどうでしょう。あえて容疑の黒白判定で申し上げるなら、完全な黒は剣帝一体、残る機神は私を含ふくめて灰色というところでしょうか」

「は？　今さら灰色ってのは」

「乙おと女め心ごころは季節の変わり目のようなもの。雲一つなき晴天を装よそおいながら、一刻と経たたずに木こ枯がらしをまとう寒波となる」

　紫苑のまとう着物の袖そでがふわりとなびく。

　……なんだ？

　吹ふき下ろしの風？　いや、今の競技場はさっきからずっと無風状態だ。風なんて、それも着物の袖みたいに厚くて重い生き地じがめくれるはずが──




「術式『真実彩色』。世界に紅ぐ蓮れんの可能性を」




　紫苑の指先に何かが灯った。

　炎ほのお？　いや、炎なんて到とう底てい言えない小さな小さな火の粉に過ぎない灯ともし火びだ。

「真実を『赤』で塗ぬりかえる」

　紫苑がそう発した瞬間。

　その指先に灯っていた火の粉が無数に分ぶん裂れつし、それぞれが人間一人を軽く飲みこむであろう猛たけ々だけしい炎の津つ波なみとなって襲おそいかかってきた。

「なっ!?」

　逃にげる間どころか反応することさえできない刹せつ那なの術式。気づいた時には紅蓮の熱波が全方位から囲い込むように押し寄せてきて────

　パンっ、と乾かわいた音を立ててはじけ消えた。

　今まさに押し寄せてきた炎の津波のことごとくがだ。

「っ！」

　機神の薄紫色の双そう眸ぼうが鋭するどさを増した。

「なるほど。剣帝の報告にあったとおりですね。何らかの力で炎を消火した。……いえ、今のを見るに私の機神術そのものの無効化に近い」

「てめぇ、いきなり有う無むを言わさずそれかよ」

「あら。今さら何をおっしゃいますか」

　真白い指先を、紅色の唇くちびるにそえて微笑ほほえむ機神少女。

「とっくにお気づきでしょう。既すでに舞ぶ台たいは、あなたにとっては戦せん闘とうに。私と剣帝にとっては障害となりえる人間のデータ採取へと移っているのです」

「ああそうかい」

　ぶっきらぼうに言い返す俺。

　が、その背中は大量の冷ひや汗あせでぐっしょりだ。

　……あぶねえ。

　……あと少し炎が消えるのが遅おくれてたら、銃ガン剣ウエポンの火薬に引火するとこだった。

　傷だらけエリスの世界・エルマ。

　俺自身も原理を把は握あくしていないけれど、チビ聖女の話が本当なら、不完全神性機関になったイリスから洗礼を受けることで備わった防ぼう御ぎよ結界だ。

　とにかく敵意とか悪意とかに反応して「痛み」を遮しや断だんする。今のは紫苑の機神術の悪意に傷だらけエリスの世界・エルマが反応してくれたんだろう。自動発動らしいけど、肝かん心じんの俺にも発動したかどうかわからないのが難点きわまりない。

「でも消えた炎はあなたの周りだけのようですね」

　紫苑が右みぎ腕うでを振ふり上げる。

　着物の裾すそから覗のぞくか細い肘ひじ先。新雪さながらに白い素す肌はだが肘まであらわになるのを気に留めることもなく、少女が言こと霊だまを口にする。

「『赤』の可能性はまだ残ってる」

　飛散していた火の粉が、機神の命を受けて再び吼ほえたける。

　飛ひ沫まつでしかなかった炎が巨きよ大だいな火玉となって、それがさらに見上げるほどの高さに至る火柱へと成長する。

「やべ！」

　迷ってる時間も惜おしい。

　銃ガン剣ウエポンを抱かかえ、俺は即そく座ざに地面を蹴けって真後ろに跳ちよう躍やくした。一瞬遅おくれ、いくつもの火柱が俺の立っていた場所までを焼き焦こがす。

　──軍用人型アンド機械体ロイドはこんなの使えない。

　──軍アカ学校デミーで聞いてた、機き神しんだけが使える沁しん力りよく術式ってのがコレか！

「どうしました？　さっきみたいにまた炎をかき消してください。そうしないとデータが取れない」

「ごめんだね」

　炎の熱圏けん内ないから逃のがれ、俺は大きく息を吐はき出した。

　たった十数メートルしか走ってないってのにもう息が乱れてる。炎によって熱された大気のせいか。それとも対たい峙じする機神の重圧のせいなのか。

　──頼たのむから気づいてくれるなよ。

　──銃じゆう弾だんへの引火だけはまずいんだ。

　傷だらけエリスの世界・エルマの発動と効果は気まぐれみたいなものだ。これであの炎が消えずにポーチの銃弾に引火してみろ。俺の腰こしのあたりで大爆ばく発はつだ。

「これは困りました。今までの言動から想定していた以上に思し慮りよ深ぶかい」

「なに言ってんだ。俺はいつだって知的だぜ？」

「はい。ですのでもっと追い詰める必要があるようです」

　しゃらん、と涼すずやかに鳴り響ひびく風ふう鈴りんの音。

　それは紫苑のまとう着物の袖に左右一つずつ。さらには裾の端はしに左右一つずつ吊つり下げられたものだった。

「？」

「風鈴そのものに仕し掛かけはありません。私なりの戦闘用楽曲とでもいいますか」

　袖の風鈴を指先で楽しげに弾はじいてみせる彼女。

「いくつか試ためしましたが、私は風鈴の波長が一番好みのようです。私の知る人間も、自分の部屋の窓辺に風鈴を下げていました。その思い出が愛いとしいのかもしれません」

「は！　矛む盾じゆんにしか聞こえねぇな！　剣けん帝ていと一いつ緒しよになって帝国を裏切った奴が、いまさら人間との思い出を恋こいしがるってのはどういう理り屈くつだよ」

「その人間とは、私の開発者です」

「────なに？」

　しゃらん、と再び響く風鈴の奏。

　じりじりと距きよ離りを詰めてきていた紫苑が足を止め、じっと薄紫色の瞳ひとみでもって俺を見み据すえていた。

　全すべてを見み透すかす神秘的な眼光でなく。

　何かを強きよう烈れつに訴うつたえかけるようなまなざしで。

「私とミカエルの開発者。プロジェクト・楽園幻げん想そうの提唱者であり、主任研究者。そして穢歌の庭エデンの全てを知る唯ゆい一いつの人物とも言われていました」

「……言われていました？」

「もう彼は帝国のどこにもいません。私にもわからないどこかへと行ってしまいました。もう会うことはないだろうと告げて」

　大きな薄紫色の瞳がゆらゆらと揺ゆれている。

　おい、それはまさか……涙なみだ？　機械にすぎない人型アンド機械体ロイドが？

「お前……そいつのこと」

「とても残ざん酷こくな人でした。とても冷酷な人でした。自分の実験のためだけに数多あまたの人型アンド機械体ロイドを造り、実験に使用して廃はい棄きした。まだわかりませんか？　その実験のなれの果てが、あなたたちが『眠らざる者ゴースト』と呼ぶアレです」

「っ！」

「彼はそう……全ての人型アンド機械体ロイドの父であり、全ての人型アンド機械体ロイドの敵であった」

「ふざけるな！」

　喉のどが嗄しわがれて痛むほど強く俺は叫んだ。

「アレが実験？　冗じよう談だんじゃねえぞ、あの中にはお前の仲間の機神だっていたじゃねえか。それを、あんな操あやつり人形みたいな風にされて黙だまってるのかよ！」

「彼の最終目的は違ちがう。眠らざる者ゴーストは実験過程」

「じゃあ何だってんだ。そのご大層な実験の最終成果ってのはよ」

「プロジェクト・楽園幻想」

　淡たん々たんとそう告げる機神。

「エルマリア神教界の紗砂・エンデンス・凜りん・ケールがプロジェクト・エデンと称しようする計画を立てていること、帝てい国こく司令部はとっくに知っています」

「……へえ」

　驚おどろきはなかった。むしろ帝国司令部の情じよう報ほう網もうからすれば、当然入手しててもおかしくない情報だからな。

「このプロジェクト・楽園幻想の目標が、紗砂のプロジェクトと対ついになるもう一つの究極結界を開発すること。その結界の実験の副産物が眠らざる者ゴーストであり、眠らざる者ゴーストの最初の成功例こそが剣帝ヘケト・マグナでした」

　あの剣帝が眠らざる者ゴースト？

　いや、待て。

「あいつは誰だれにも操られたり魔ま笛てきに支配されてもなかっただろうが」

「そのとおりです。なぜならそれこそが眠らざる者ゴーストの目指す理想型だから。ほかの機神は、その理想型にたどり着くことができなかった」

　今まで戦ってきた機神のように、魔笛に操られるだけの存在となったものたち。あれは眠らざる者ゴーストじゃなかった。

　あいつらは、眠らざる者ゴーストの失敗作だったっていうのか！

「しかし剣帝の成功は、たまたまサンプリングがかみ合っただけ。彼自身、自分の成功が偶ぐう然ぜんの産物であることを理解しているのです。そして今後、さらに多くの人型アンド機械体ロイドが実験用に用意されつつあることも知ってしまった」

「！　だからあいつは──」




〝解わかりあう余地などない。お前のような帝国の一兵が〟




　帝国司令部がどういう実験をしているか身をもって知っていた。

　だからあいつは反旗を翻ひるがえしたっていうのか。

「それをヨミ先せん輩ぱいは──」

「彼女の性格、知っているでしょう？　帝国がそれを伝えるとでも？」

「……ああ」

　ヨミ先輩は、機神開発者として帝国が残してる最後の切り札みたいな女性だ。

　そのヨミ先輩が、自分の大事な機神を眠らざる者ゴーストの実験に使われたなんて知れば、それこそ彼女まで帝国を抜ぬけるのが目に見えている。

「でも待て。そのワケわかんねぇ実験してたのがてめぇの開発者だろうが。それで帝国を裏切るのはともかく、風鈴の話はどこいったんだよ！　お前のつけてる風鈴は、その一番タチの悪い開発者の趣しゆ味みだったんだろうが」

　どこにも懐なつかしい思い出なんてないはずだ。

　剣帝同様に帝国と研究者が憎にくいなら、風鈴なんて見たくもない。むしろ憎しみの象しよう徴ちようになってもおかしくないはずなのに。

「────」

「どうにか言ったらどうだ」

「……それでもナザリエルは、最後に、親として子供わたしに自由を与あたえてくれました」

　裾にぶらさがった風鈴を紫苑がそっと握にぎりしめる。

「私にとっては親なのです。廃棄される運命だったとしても、機神になる運命だったとしても、どんな運命でも……その運命を与えてくれた親なのです。とても悲しそうな、とても寂さびしそうな目をした人間でした」

「…………」

「私は開発者おやを憎んでなんかない。憎んでないけれど、彼のいなくなった帝国に肩かた入いれする理由もない。それが全てです」

「ああ、わかったよ」




〝……人間と不完全神性機関…………歩ほ幅はばが違う〟




　ようやくわかった。

　あの時。

　つい数日前、凱がい旋せん都市エンジュが幽ゆう幻げん種しゆに襲おそわれる予兆のあった時のこと。その薄うす紫むらさき色いろの瞳で俺を覗のぞきこむように見つめてきた理由。




〝人間と人型アンド機械体ロイド……ともに歩くことなどできない。それを知りつつ……どこへ……行こうというの。……どこに向かおうと……いうの〟




　どこに行こうというのか。

　どこに向かおうというのか。

　それはお前、本当は俺じゃなくて、お前の開発者おやに聞きたかったことなんだろ？

　……ったく、とんだ勘かん違ちがいもあったもんだよな。

　……俺もヨミ先輩も気づけなかった。

　イリスでもミカエルでも、そして剣帝でもない。人型アンド機械体ロイドの誰より繊せん細さいで、複雑な心の持ち主で、それゆえに迷いためらっている個体。

　それが目の前の彼女だったなんて。

「だったら待てよ。俺だって眠らざる者ゴーストのことは放ほうっておきたくない。ここで俺らが戦ったって意味ねぇだろうが！」

「帝国の軍アカ学校デミーに所属する者も皆、人型アンド機械体ロイドにとっては帝国に与くみする者。障害となりえる対象であることに変わりはありません」

　そうくるのかよ。

　確かにそういう解かい釈しやくになるのもわかるけど、本当にそれしかないのかよ。

「……わかった。とにかく気の済むまで相手してやる」

　わりきれないものを感じながらも、俺は銃把グリツプを握る腕うでに力をこめた。

「そのかわり俺が勝ったら今すぐ剣帝の味方なんてやめろ。帝国への復ふく讐しゆうもだ。帝国の方は俺が怒ど鳴なりに行ってやる」

「そうでなくては。これでようやく、あなたのデータを本格的に採取できる」

　衣ころもをひるがえす少女。

　舞まいを舞まうかのごとき軽かろやかな足取りで彼女は地面を蹴けった。

「今の話、あなたに打ち明ける必要はなかった。だけど話した方が、あなたは私と真しん剣けんに戦ってくれる気がしました。そういうのを『お人好し』と呼ぶそうですね」

「さあな」

「でも嫌きらいではありません。データの採取が完かん了りようすればお終しまい。あなたを排はい除じよするかどうかは剣帝に一任し、私はこの場を離はなれるのでご安心を」

「安心するかよ。データの採取が終わるまで散々殴なぐる蹴るするつもりだろうが」

「そうともいいます」

　くすくすと妖よう艶えんな笑えみを隠かくそうともしない彼女。

「だからごめんだって言ってんだろうが！」

　銃ガン剣ウエポンの先せん端たんを機神めがけて突つきつける。

　──今！

　引き金を弾ひく。

　同時、凄すさまじい轟ごう音おんと衝しよう撃げきが俺の右みぎ腕うでを駆かけぬけた。

「ぐぅっ」

　はじけるような右腕の激痛とひき替かえに、赤みを帯びた銀色の閃せん光こうが銃じゆう口こうから放たれ、一いつ瞬しゆんにして機き神しんの肩口へと迫せまる。

　砲ほう口こう初速、実に７００メートル毎秒。

　剣けん帝ていとの対戦後、昨日の夜にひたすら改造をくり返した成果だ。紫苑との距離がおよそ十四、五メートル。もはや発射と同時に着ちやく弾だんすると言っていい。

　が。

「当たりはしませんよ」

　ふわりと、弾丸は機神のまとう着物の端はしをかすめただけだった。

「避よけた!?」

「射撃技術、お世辞にも一流とは呼べないようですね」

　擦すれた着物の端を見つめて紫苑が冷れい笑しよう。

「ちなみに今のは私、避けていません。あなたの弾丸が正確でなかっただけのこと」

「なにっ」

「あなたの見ている位置に私はいない」

　しゃららん……

　いとも楽しげに鳴り響ひびく風ふう鈴りんにあわせて少女が踊おどる。いや、舞を舞っていた。

　地面を滑すべるかのごとき疾しつ走そう。

　人型アンド機械体ロイドの機動力で一気に近づいてくるかと思いきや、そこから急に旋せん回かいし、速度をゆるめ、今度は高速で近づいてくる。

「てめぇっ！」

「外れです」

　漆しつ黒こくの大気にいくつもの残像を描えがきだす紫苑。放たれた弾丸はその残像の一つに当たり、むなしく後方へと飛んでいっただけだ。

　……まるで蝶ちよう々ちようだ。

　……当たると思って撃うってもひらりと弄もてあそばれて避けられる。

　しかも、おそらくこの動きに仕し掛かけはない。光学迷めい彩さいとか機神術の類ではなく、純じゆん粋すいに彼女の体たい捌さばきが並外れて流りゆう麗れいという単純きわまりない理由だけだ。

「そうそう。剣帝が、あなたの銃ガン剣ウエポンの改造を褒ほめていました」

「はっ、こんな時になんの皮肉だか」

「事実です。彼、私を含ふくめて何体かの機神にはおしゃべり屋さんで通っているんです。その彼が言っていました。久しぶりに面おも白しろい改造の銃だった、と」

「…………」

「剣帝があなたを警けい戒かいするのもわかる気がします。不完全神性機関イリスを手なずけ、謎なぞの力で私の機神術を無効化し、そしてその機械工学の知識。ですが、そのいずれもまだ未完成。とどのつまり、あなたは私や剣帝と出会たたかうのが早すぎた」

　ふわりと宙に身を躍おどらせる機神少女。

　巨きよ大だいな火柱が巻き起こす上じよう昇しよう気流に乗って、その小こ柄がらな身体からだがどこまでも高く高く昇のぼっていく。風にあおられる薄紫色の衣。めくれた裾すそから、まるで生身さながらに艶なまめかしい足が付け根まで覗くもおかまいなしだ。

「術式『真実彩色』。世界に群ぐん青じようの可能性を」

　ぴちゃっ。

　彼女のまとう裾からこぼれる数すう滴てきのしずく。

　それがはるか高度でみるみる蒼あおく凍いてついた氷の粒つぶへと姿を変える。その光景に、比ひ喩ゆ表現でなく本気で背筋が怖おぞ気けだった。

　上空でふくれあがる本物の冷気。

「まさか……っ！」

　脳のう裏りに描いた悪お寒かんに抵てい抗こうすることなく、俺は真後ろの壁かべに飛びついた。壁の窪くぼみに指をひっかけて体重をささえようとした直後。

　頭上で紫苑の声が響き渡わたった。

「真実を『蒼』で塗ぬりかえる」

　降りそそぐ氷の結けつ晶しよう。それが地面に突き刺ささった途と端たん、競技場の地面があとかたもなく真っ青な氷雪に閉とざされた。

「っ！」

「咄とつ嗟さに地面から足を離したのは良い判断です。脱だつ出しゆつ不可能の凍とう結けつでもって、膝ひざ上うえまで凍こおらせて動きを止めようとしたのですが」

「……ぞっとしねえよ」

　壁から手を離して氷雪に着地。

　まるで鏡みたいに磨みがき上げられた蒼そう氷ひようだ。覗きこめば自分の顔が映るくらい滑なめらかで澄すんでいるのに、靴くつ先さきから伝わる感かん触しよくは鋼鉄よりも硬かたい。

　……十五万平方メートルの舞台が一瞬で凍りつくとか。

　……なんて常識破りの術だ。

　これが幽幻種なら、それこそ数百、数千という単位で氷の中に閉じこめることができるだろう。まさに人型アンド機械体ロイドの最上位たる機神の術式だ。

「この氷、なんだと思います？」

「何って、お前の術式で出した氷だろうが。まさか天然の氷とか言わないだろ」

「そう。この氷結晶は特別なんです」

　ひざまずき、自らが生み出した氷を愛あい撫ぶする紫苑。

「あの禁断アマ水晶リリスが、対幽幻種用に創造して機神に授さずけた究極の封ふう印いん因子。これに閉ざされた幽幻種は動作のみならず、その思考も時も凍りつく。そう言われています」

「これが……？」

「はい。そして、この氷結晶で全幽幻種と穢歌の庭エデンを凍結させる計画が、紗砂・エンデンス・凜・ケールのプロジェクト・エデン。それをどこまで知っていますか？」

「──っ！」

「あなたもプロジェクトの概がい要ようは知っているはずです」

「なんだよ、司令部は全部お見通しってか」

「そこまで全能というわけではありません。ただ、あなたが極ごく秘ひ裏りにエルマリア神教界の聖女から話を受けているのでは、という推測が湧わきつつある段階です」

「……なんでお前がいまさらそれを気にする」

「私は気にも留めません。ただ、剣帝がそれを気にしていただけ」

「だからそれがわからないって言ってんだよ」

　陽動だとしたらもっと効率的な手があるはずだ。剣帝の仲間だっていうのは間ま違ちがいないはずなのに、なぜ仲間の情報をわざわざ俺に流す？

「言ったでしょう。私は、あなたのこと嫌いではない。あなたは私の開発者と一見正反対で、だけどそっくりな部分がある。それは本人の意志にかかわらず、自分が手がけた人型アンド機械体ロイドに好かれてしまうということ」

「……イリスのこと言ってんのか」

「個人的な興味です。あなたと剣帝の戦いの結末を見届けてみたい。だから、そのために私も剣帝のデータを伝えたまでです。私があなたのデータを採取して剣帝に伝えるのと、これで条件は五分になる。とはいえ……」

　屈かがんだ姿勢から氷土を蹴るや、圧あつ倒とう的てきな加速力でもって紫苑が距きよ離りを詰つめてくる。

「剣帝と戦う前に、あなたが倒たおれてしまえばそれも無む駄だですが」

「っ」

　咄嗟に銃ガン剣ウエポンを抱かかえて後方へ──

「遅おそい」

「ぐ!?」

　跳ちよう躍やくするより先、機神が触ふれるほどの距離まで迫ってきていた。

　──さっきの加速より明らかに速い。

　──氷上をスケートみたいに滑って加速してやがる！

「反射神経、運動神経ともに軍アカ学校デミー生徒の標準レベルと判断します」

　ああそうかい。年中引きこもりの俺にとっちゃ、むしろ標準レベルって評価で十分すぎる名めい誉よだけどな。

　だけど、それを喜ぶ間もなく迫る機神の左腕。

「左腕を狙ねらいます。機神の中では私も非力な部類ですが、人間の肉体強度で受ければ微み塵じんに千切れとぶのでご了りよう承しようを」

「ふざ……けんな！」

　後退は間に合わない。

　機神の突とつ進しんに対し、俺は右足を軸じくにして上半身を無理矢理ねじった。

　──ジッ。

　機神の触れた部分の制服が、まるで裁断機にかけたように粉々に破は砕さいされては風にあおられて飛んでいく。だが俺自身には傷一つない。

「あら？　意外な体術レベル」

　意外そうな表情でわずかに目をみひらく機神。

　が、その直後には目を糸のように細く鋭えい利りなものにして。

「でも、それが人間の限界ですね」

　ぞっとするほど無む慈じ悲ひな視線。

　人工物である人型アンド機械体ロイドにしかなしえない無感情な眼光にあてられ、俺は何も考えずただ後ろに跳躍していた。後ろに壁があるとか関係ない。ただ一秒でも一瞬でも、この機神から遠ざからなければという直感でだ。

「人型アンド機械体ロイドを相手にするには、人間の筋力では機動性に難がある」

　がくん、と全身が引きつったように硬こう直ちよくした。

「っ、お前！」

「捕つかまえました」

　俺の制服の裾を握にぎって冷たく微笑ほほえむ機神。次の瞬しゆん間かんには、猛もう烈れつな膂りよ力りよくによって俺は彼女の腕うでが届く距離まで引き寄せられていた。

「さあ、あなたの真実を私に見せて」

　堅かたく握りしめられた拳こぶし。

　コンクリート塊かいすら容易に砕くだく一いち撃げきが、強きよう烈れつな旋せん風ぷうをともなって振ふり下ろされて。

　──────ぽふっ。

　まるで、綿毛が触れるように優やさしく肩かたに触れた。

「これはっ!?」

　初めて、紫苑が双そう眸ぼうを大きく見開いた。

「なに……今の感触は。私が全力で打ち下ろした拳が……まるで空気を殴なぐるように無力化……これがさっきの機神術を無効化したあなたの…………？」

「知らねえよ」

　銃ガン剣ウエポンを握りしめたまま、空いた左手でこちらも拳を固める。

　俺自身本当にわかってないんだ。

　紫苑が何も言わなければ向こうが勝手に手加減したのか疑ってただろう。でもこの驚おどろきようからすると、傷だらけエリスの世界・エルマが発動してくれたらしい。

「お前が────」

「っ！」

　紫苑が俺の腕を摑つかもうと手をのばす。

　だが遅い。この距離だ、俺の拳だってのばすだけで直撃する。

「お前が、自分で考えやがれ！」

　紫苑の胴どう体たいに突つき刺さる一撃。鋼鉄でできた素体のはずなのに、特とく殊しゆラバーでできた人工肌はだのせいで拳に伝わる感触が妙みようにやわらかく感じられて。

　……くそっ。

　……人型アンド機械体ロイドとはいえ、女の格好してる奴やつを殴るのはやっぱ後味最悪だ。

　傷だらけエリスの世界・エルマ。

　外傷という意味じゃまったく意味はない。だけどこの気まぐれ結界で殴ることで、相手の装そう甲こうを一いつ切さい無視して俺が殴ったぶんに等しい痛覚ダメージを与あたえることができる。

　それが痛みを知らぬ機械であれば。

　解読不能の大規模データ群の強制読みこみで容量を圧あつ迫ぱく。フリーズさせられるっていうのは眠らざる者ゴースト相手に実戦済みだ。
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「────……、っ、っく……ぁ…………っ……？」

　機神が苦く悶もんの表情で膝ひざを折った。

「こ……れ…………は…………これが、剣けん帝ていの…………あなたの…………」

　全身を細かく身み震ぶるいさせてのけぞる紫苑。

　とうとう姿勢すら制せい御ぎよできず片かた膝ひざをつく。が、それでも彼女はフリーズによる機能停止どころか決死の形相で俺を睨にらみつけている。

「お前……」

　意識がまだ残ってる。

　フリーズだけは防ごうとデータ制御に全機能を回しているのか。

「これ……は……確かに、剣帝が気、……気にかける……わけ……です…………こ、この、……このこのこのこの……この……データ群は…………まさ、か…………………………………………」

　そう言ったきり、紫苑が無言でうつむいた。

　さっきまでの痙けい攣れんもいつしか姿を消して、残ったのは無言で氷土に膝をつく機神少女が一体だけ。

　耐たえきれずに機能停止か。俺がそう信じこんだ矢先だった。




「そう……これ、が、人あなた間たちが……痛みと……よぶもの」




「──っ!?」

　驚きよう愕がくのあまり肺の奥で呼吸が止まった。

　ゆらりと立ち上がる紫苑。

　いまだ全身の制御がうまくいかずよろめいているが、さっきまでの痙攣は影かげも形もなくなっている。

「あなたに助けられました。あなたが……そう、幽ゆう幻げん種しゆを殴るように全力で殴っていたら、私とて不明データの海に沈しずんでいたことでしょう」

「…………」

「全データの50パーセント以上を咄とつ嗟さに破は棄きしたのですが、それが結果的には最善策だったようですね」

　乱れた衣ころもの胸むな元もとを直しながら、機神少女がゆっくりと顔を上げる。

　──そういうことか。

　傷だらけエリスの世界・エルマの全データを解かい析せきしようとすればメモリ圧迫は確実。そこでデータの半分以上をまず消去し、残り半分の処理に全演算能力を集中したんだ。

「だけど──」

　つっ、と一筋の汗あせが頰ほおを伝っていくのを感じる。

　受けた驚愕は、もはや驚きという範はん疇ちゆうを超こえて恐きよう怖ふに。いや畏い敬けいの感情にも近かった。傷だらけエリスの世界・エルマに耐えきったことがじゃない。機械には絶対に理解できないであろう言葉が、彼女の口から出たことがだ。

「人型アンド機械体ロイドなのに痛覚があるのか」

「まさか。幽幻種と戦うためだけに造られた軍用人型アンド機械体ロイドに、そんな機能は蛇だ足そくでしかありません。どれだけ傷つこうと戦いぬき、仲間が倒れていくのを見届け、そして最後に自らが廃はい棄きされるのが人型アンド機械体ロイドの宿命ですから」

　くすっ、と唇くちびるをつり上げる少女。

　彼女のそれは、あまりに無む垢くでおだやかな笑みだった。

「なるほど。あなたの力、これは剣帝にとってまさしく天敵とも言うべき攻こう撃げきかもしれません。彼に理解できなかったというのも頷うなずける。機械にはおよそ存在しないはずの『痛覚』が、まさか強制介かい入にゆうデータとして押し寄せてくるなんて」

「お前もその類と思ってたんだけどな」

「はい。私も、なぜ自分が正解にたどり着いたのか正確にはわかってないんです。でも、なぜでしょうね。不思議とこれが、あなたの力の正体であると感じました。人型アンド機械体ロイドの機能としては無用な感覚なのでしょうけれど」

「…………」

「でも、まだ足りない。もっと、もっとです。私にあなたを教えて！」

　両手両足を氷土につけて四つんばいに。

　直後、少女は歓かん喜きの表情で地を蹴けって空高く舞まい上がった。

「紫苑っ!?」

「嬉うれしい。あなたは私の知らないことを教えてくれる。まるで……まるで開ナザ発リエ者ルが戻もどってきたみたい。私にたくさんのことを教えてくれたあの人が！」

　漆しつ黒こくの闇やみ夜よ。

　少女の薄紫色の瞳ひとみが、星よりも月よりも煌こう々こうと光を放ちだす。

「術式『真実彩色』。世界に────」




「やめなさい紫苑！」




　絶ぜつ叫きようが、凍いてついた古コ代ロ競シ技ア場ムの大気を切りさいた。

「紫苑、あなた……」

「ミカエル!?」

　紫苑から漏もれる悲鳴にも似た叫さけび。着地した彼女がまっすぐ見つめるのは舞ぶ台たい入口。その扉とびらの前に立つ赤毛の人型アンド機械体ロイドだった。

「紫苑、あなたなんてことを……」

　蒼そう白はく。そう表現するのがもっとも似つかわしいのか。

　紫苑を見つめるミカエルの表情は呆ぼう然ぜんとしながらも、紫色の双眸は激しい怒いかりと動どう揺ように揺ゆれていた。

「紫苑、答えなさい！　あなた何をしていたの、凪は……凪は人間ですのよ！　それもあなたと同じ帝てい国こくに所属する身です。それを……っ！」

「…………」

　機神少女は答えない。

　身体からだこそこちらに向きながらも、顔を斜ななめ下に背そむけて決して視線を合わせようとはしていなかった。

「紫苑！」

「……凪・一咲・ジール」

　ふらりと、紫苑が顔を持ち上げる。

　そのまなざしは同どう僚りようであるはずのミカエルを素す通どおりし、たった今まで戦っていた人間に向けられて。

「これはあなたの仕し業わざ？……とも考えましたが、違ちがうようですね。事前に知らされていたならミカエルもこれほど驚くはずがない。ならば私か、あるいはあなたの行動を不ふ審しんに思って尾び行こうしていたという線が有力でしょうか」

　感情を映さぬ濁にごった瞳で機き神しんが呟つぶやく。

「いずれにせよ今こ宵よいは幕引きですね。最後に思わぬ介入があったけれど、事はあらかた済ませることができました」

「お、おい待て紫苑！　お前、まだ俺の話は終わっちゃいねえぞ！」

「…………」

　既すでにきびすを返した後の少女が、ぴたりと動きを止める。

「凪、あなたは本当に興味深い人間です。ミカエルが好意を抱いだくのもわかる気がします」

「はいぃぃぃぃっ!?」

　ぼふん、と可愛かわいらしい音を立ててミカエルの顔が真っ赤に染まった。

「な、何を言うんですか紫苑。こんな場面でいきなり、あなた何を勝手に!?」

「……好意？」

「ち、違いますよ凪！　ちょ、そ、そんな目で見ないでください。わ、わたくしは……その、確かにあなたに好意らしきものも抱いていないと言えば噓うそになるくらいにはそれっぽい感情もありますが、それは単にＡＩの感情アルゴリズムがそうさせるだけで、断じて男女の恋れん愛あい観かんとかそういうレベルのものでは────」

「楽しそうでいいですね」

　横顔だけを向ける着物姿の少女。

　そして、そう告げる彼女のまなざしは、俺とミカエルが思わず息を吞のむくらい優やさしくて、可か憐れんな美しさに満ちていた。

「剣帝とともに帝都で待ちます。話の続きは、またそこで」

　しゃららん……

　風ふう鈴りんを響ひびかせ、はためく着物を優ゆう雅がになびかせて紫苑が宙に舞う。

　俺やミカエルが制止する間もない。たった一蹴りで観客席の壁かべまでたどりつき、二蹴りめで観客席へと姿を消してしまった。

「…………」

　再び現れないことを確かく認にんして、ようやく俺は重苦しいため息を解放した。

「……やれやれ」

「じゃないでしょうがぁぁぁぁぁっっっっ──────っ！」

「痛ぇっ!?」

　ミカエルの振ふりかぶったトランクケースに後頭部を強打される俺。しかもこのケース、素材なんだ。並のケースの硬かたさじゃなかったぞおい。

「重ヘヴイ機関マシン銃ガンのパーツを格納するジュラルミンケースですわ。重量ざっと十二キロ」

「死ぬぞっ!?　お前、今マジで一いつ瞬しゆん意識が飛んだぞおい!?」

「手加減したに決まっているでしょう。わたくしが本気で殴なぐってたら意識なんかとっくにお花畑でピクニックですわ」

「意味わかんねぇよ」

　後頭部をさすりながら地面を見下ろす俺。

　紫苑が立ち去ったのと同時、舞台を凍とう結けつさせていた氷も噓みたいに溶とけて消えてしまっている。俺が機神と戦ってた証しよう拠こがあっという間に消えてしまったわけだ。

　──たった一人の目撃者を除いて。

　だけど弱ったな。よりによって一番説明が複雑になりそうなのが目撃者なんて。

「…………」

「なんですか。そんな困った表情でこっち見つめて。とにかく具合はどう？」

「え。あ、具合って？」

「負傷してないかという意味です。動ける程度なら移動しますわよ。ここは吹ふきさらしで、観客席のどこに誰だれが潜ひそんで耳を澄すませているかもわかりませんもの」

　つかつかと俺の真正面まで歩いてくる彼女。トランクケースを片手で軽々と持ち上げながら、空いたもう片方の手でひょいっと俺の銃ガン剣ウエポンをつかみ取った。

「あ」

「ほら、行きますわよ」

　有う無むを言わさず身をひるがえし、そのまま早足で入口の方へ歩きだす。

「……怒おこってないのか？」

「怒ってますわよ。あれほど私が紫苑には用心しろと言ったのに」

　振り返りもせずにピシャリと言い放つミカエル。確かに、今の返事はあからさまに不ふ機き嫌げん声だったもんな。

「ですが、正直まだわたくし自身が困こん惑わくしてるんですの。あの子がいったい何を考えているのか。人型アンド機械体ロイドが人間に武力をふるうなど、あってはならないはずなのに。それをなぜ……あれではまるで、先の剣けん帝ていと同じではないですか」

「────」

　そう、剣帝と同じなんだ。紫苑は剣帝とともに帝国を裏切った。

　なんてそう簡単に言えやしないか。話が話だ。なにしろ、あの眠らざる者ゴーストを帝国が製造してたなんて背景がまずあって、それを話してからでないと紫苑や剣帝が裏切ったって説明ができないのが難しい。

　……図らずも、俺も帝国の裏の顔を知っちまったわけだ。

　……これを話せば秘ひ匿とく情報の漏ろう洩えいにあたる。

　俺が周りに聞かせでもしたら、そいつらだって共犯者扱あつかいで俺と一いつ緒しよに牢ろう屋やに繫つながれるだろう。ああくそ！　だからあんなベラベラ話してくれたわけだ。俺が周りに話せないって踏ふんでやがったな！

「凪、あなた何か紫苑から聞きだしました？」

　通路を歩きながら横目で俺を見つめるミカエル。

「まあ、いろいろとな。聞きたくないこととか、聞いたらマズイ系の話もな」

「……それは帝国……の？」

　俺の表情と話しぶりだけでおおよそ察してくれたんだろう。ミカエル本人も眉まゆをしかめたまま複雑そうな表情になる。

「聞いたら反省文で済むくらいの罪で済みますの？」

「どうだろうな。たぶん理由問わずに牢ろう獄ごく行きだぜ。正直どう話したらいいのかわかんねえし、どこまで話すのが安全なのかも自信がねえ。たぶん、俺ら下したっ端ぱが考える以上に根の深い話になる」

　奥歯を嚙かみつぶしながら首を横にふってみせる。

「お前こそどうなんだよ。紫苑アイツのこと一番知ってるのはお前だろ」

「そうです。そのはずですわ……でも、もうわかりません。あの子の思考が私には理解できないのです。思えばわずかな隔へだたりはありました。思考や言動、互たがいに欠けた歯車をかみ合わせたようにズレを感じる時がありましたわ。そしてあの子が機神になった瞬間に、私の疑問は確信に変わりました。ああ、この個体はわたくしと何か違うんだって」

「そういやアイツと一緒の部隊にいたこともあったんだろ」

　そして、人型アンド機械体ロイドとしての人生を狂くるわされたという。

「簡単な話ですわ。わたくしの話は、ね──」

　くすっ、と自じ嘲ちようめいた笑えみを浮うかべる赤毛の人型アンド機械体ロイド。

「ミオ鉱山を覚えてますわね？　紫苑が機神になった場所です。わたくしたちの教室が、初めて幽ゆう幻げん種しゆの大群に襲おそわれた忌いまわしき場所」

「そりゃ当然な」

　イリスが不完全神性機関になった場所でもある。




「あの場所で機神になるはずだったのは、わたくしでした。それを紫苑が奪うばい取って自らが機神になった。それだけの簡単な話ですわ」




　…………

　………………え。

「ちょ、ちょっと待て。どういう意味だそれ」

「あの場で禁断アマ水晶リリスを見つけたのは紫苑ではない。部隊長として地下を探たん索さくしていたわたくしでした。だけど、後続でやってきたあの子にそれを奪われた。それだけです」

「…………」

　無言で、けれどミカエルが静かに拳こぶしを握にぎりしめるのを見て、俺は何も言えなくなった。

　──話に整合性はある。

　紫苑とミカエルは同部隊に所属。

　ならば紫苑が禁断アマ水晶リリスを見つけたと言われてる場所で、ミカエルだってすぐ近くにいたはずなんだ。先に禁断アマ水晶リリスを見つけたのがミカエルだったとしても不思議でない。

　いや、むしろ十二分に考えられる話だ。




〝きっとこの世界の守護者は、とても心しん配ぱい性しようなのよ〟




　ヨミ先せん輩ぱいはそう言っていた。

　禁断アマ水晶リリスから受ける力はとても強い。機き神しんとしての力の行使を制せい御ぎよできる確固たる自我がなければ、その力を受けるにはふさわしくないのだと。

　……ミカエルならそれができるはずだ。

　機神に進化する条件があるとして、紫苑が満たすことができたなら同開発者のミカエルが満たさないはずがない。

「人間にこれを話したのは初めてですわ」

「────」

　何て返事したらいいかわからなかった。

　なるほどな、人生が狂ったなんて重い言葉がでるわけだよ。

　機神への進化。

　人型アンド機械体ロイドにとってこれ以上の『昇しよう格かく』はない。その唯ゆい一いつ無む二にの機会を奪われて、今はこうして軍用としても使われなくなっただなんて。

「勘かん違ちがいなさらず。私は機械です。人間でいう名めい誉よ欲よくなんてありません。私でなくたって、誰かが機神に進化できたのなら帝てい国こく戦力の強化には間違いないんですから」

「……だけどよ」

「私は理解したかっただけなのです。あの時に紫苑が取った行動の理わ由けを。だけど紫苑は教えてくれませんでした。いっそ……いっそ、旧式のわたくしには過ぎたことと判断したのであれば、そう告げてくれれば納なつ得とくできるのに」

　泣き笑いのように歪ゆがむ彼女の表情。

「そして今日、またしても紫苑はわたくしの理解の及およばぬ行動を……。なぜあなたを。帝国の同どう胞ほうである人間と戦っていたのか」

「…………」

　……いや待て。

　……俺もミカエルも、何か大事なことを見落としてないか？

　ミカエルにとって理解できない紫苑の行動は二つ。紫苑が機神の地位を奪い取ったこと。さらには古コ代ロ競シ技ア場ムに俺を呼び出して襲いかかってきたことの二つだ。

　だけど俺に襲いかかってきた理由はわかる。

　紫苑が剣帝の仲間だったからだ。そして剣帝と紫苑は帝国を許せないってことも聞かされて、俺もそれについては共感できる部分がある。

　……そう、俺を襲ってきた背景には、紫苑なりの理由がちゃんとあった。

　……ただそれを、誰にも話そうとしてないだけだ。

　だとしたら、ずっと昔にミカエルから機神の地位を奪ったのも何か理由があるんじゃないのか？　そう。たとえばまさに、帝国に復ふく讐しゆうするための力を得るためだったとか？

「あ、いやそれはダメか。ダメだな、うん」

「何を一人でぶつぶつ言ってるんですの」

「色々と考え事してるんだよ」

　ミカエルに睨にらまれて慌あわててそっぽを向く俺。

　今の仮説は可能性として一番高いけど、採用したくない。この仮説が正しいなら紫苑は、やっぱりミカエルと禁断アマ水晶リリスの二人（？）まで自分の復讐に巻き込んだことになる。ミカエルには機神を発見させるだけ発見させておいて、禁断アマ水晶リリスからは洗礼を受けるだけ受けておいて、どちらの信用も裏切ったことになるもんな。

　そういうドロドロした黒い思おも惑わくは、個人的に一番嫌きらいな話だ。できればもっと単純で、そして人型アンド機械体ロイドの立場を悪くしないような理由であってほしい。

「だけど、そんなのすぐ思いつかねーよなあ」

「だから何をそんな独り言のオンパレードですの。紫苑に頭でも強打されましたか」

「強打したのはお前のジュラルミンケースだろ」

　まだズキズキ痛む後頭部をさすりながら返事。

「それだけ返事できるなら怪け我がの手当は不要のようですわね。入場ゲートの前に車を止めてあるので、さっさと病院に戻もどりますわよ」

「ああ。そういや」

　まだコイツが古コ代ロ競シ技ア場ムに駆かけつけられた理由を聞いてなかった。ミカエルがいなきゃ今も戦っていたのかと思うと正直ぞっとする話だ。

「ありがとな。だけど──」

「ここに来た理由なら、紫苑がさっき言った理由そのままですわ。あの無口で無感情な紫苑があなたに接近してくるなんて、何か裏があるに決まってますもの。今日の昼間、あなたに銃ガン剣ウエポンの剣けん身しん部分を買ってきましたね。それを渡わたすついで、部屋のカーテン裏に盗とう聴ちよう器きもセットでというわけですわ」

「あー、なるほど」

　ていうかこれで何もなかったなら俺のプライバシー完全無視だなおい。いくら何でも一言断ってくれれば良かったのに。

「何か言いたそうな顔ですわね？」

「言いたいけど今回は助かったから感謝しとく」

「そうそう。人間、素す直なおが一番ですわよ」

　ほんの少し。

　ほんの少しだけ明るい声でミカエルが満足そうに頷うなずいてみせる。

「さあ帰き還かんとしましょう。とにかく病院で緊きん急きゆう検査して、その間にわたくしは現状だけでもヨミに報告しなければ」

「ああ。でも報告は俺も一緒にする。俺から話したいこともあるからな」

　……話すこと、車の中でまとめておかないとな。

　心の中だけでそう呟つぶやいて、俺は早足で古コ代ロ競シ技ア場ムのエントランスを後にした。







　Phase.3『退院そして帝てい都とへ』




　深夜二時。

「待たせたな」

「思ったより早かったですのね」

「そりゃ何も悪いとこねえからな。むしろ右手の治り具合の方を心配されてた」

　俺が緊急検査を受けて戻った頃ころには、病院内は全フロアとっくに消灯していて、看護師が夜勤で待機してる少数の部屋だけが明るく灯ともっていた。

「医者って激務なんだな。この夜中にも患かん者じやの診しん察さつだろ」

「そればかりは人間に同情しますわ。帝国のどこかで医師型の人型アンド機械体ロイドも実験導入したらしいですが、結局うまくいかなかったと聞いてます。人型アンド機械体ロイドの身では病気とやらを実感できないのが大きいんでしょうね」

「まったくな。宝ほう条じよう軍アカ学校デミーでも医学科コースあるじゃん。俺、傭よう兵へい科の次に入りたくなかったコースだった」

「同感。わたくしも医い療りようだけは知識があっても実じつ践せんしたくないですわね」

　そんなことを言いながら暗い病院内を歩く俺たち。

　目的地は俺の部屋、でなくヨミ先輩の部屋だ。

「しかしヨミが起きてるというのは本当ですの？　こんな夜よ更ふけに？」

「ああ。あの人もっぱら夜型だからな。静かだから窓開けっ放しで仕事できるのが良いとかなんとか。今頃静かに研究レポートでも読んでるんじゃねえの？」

　静音運転中の昇エレ降ベー機タを乗りついで目的のフロアへ。小さな明かりが点灯している廊ろう下かをわたれば、そこがヨミ先輩の部屋だ。

「お、ほらやっぱり」

　消灯した部屋の中、一つだけ廊下に煌こう々こうと明かりが漏もれてる部屋が見える。この夜更けに、あんな堂々と部屋を明るくしてるのなんて一人しか考えられない。

　そこまでは予想どおりだったんだけど。

「……ん？」

「妙みように騒さわがしくありませんか。なんだか甲かん高だかい声が聞こえてきますわ」

「ほんとだ。なんだろうな」

　扉とびら向こうで誰だれかが叫さけんでる。女の子の声が複数。とにかくけたたましいせいで会話までは判別できないけど、これは……。

「とりあえず開ければわかるか。おーいヨミ先輩。起きてるなら開けるぞ」

　返事も待たずに扉を開ける俺。

　内側から鍵かぎはかかってなくて、手で横にスライドさせるまま扉が開いていく。そこで俺とミカエルが見た光景は────。

「たすけて、誰か、たすけて！」

「ふふふ。逃にげても無む駄だよイリス、さあ、捕つかまえたわ！　まずはその可愛かわいいエプロンを脱ぬがせてー。次にブラウスよ。ほらほら、抵てい抗こうしたところで誰も来ないんだから。あたしがもっと可愛らしい姿にしてあげる。次はスカートよ」

「や！　だ、だめです！　家メ政イ婦ド服こそ私の正装なのに！　こ……こんなあられもない姿、凪なぎに見られたらなんて言われるか」

「なにいってんのジールだって喜ぶに決まってるじゃない。抵抗したところで片かたっ端ぱしから剝はいじゃうんだから。さあ、最後にその下着よ。今のあなたには下着すら必要ないわ」

「や、やめて！　これだけは──」

　抵抗するイリスの胸むな元もとに手が伸のびて、するりと下着を剝ぎ取ってしまう。

　と。

「……なにしてんだ二人とも」

　腕うで組ぐみし、俺は大きくため息をついてみせた。

「あらジール。戻ってきたのね、おかえり。でもちょっと待って。手が離はなせないの。もう終わるからちょっとそこで見てなさい」

　振ふり返るヨミ先せん輩ぱいがご機き嫌げんそうにウインクしてみせる。

　ただし、自分のベッドでイリスに馬乗り状態で彼女を押さえつけ、さらには片手に戦ブラ利ジヤ品ーを握にぎりしめた状態で。

「あ、な、凪！　見ちゃだめです。お願い、見ないで！」

　一方のイリスは片手で裸はだかの胸を隠かくしながら、涙なみだを浮うかべてもう片方の手をこっちに突つきだして「来ないで！」のポーズ。

　……なんだこの場面。

　……さすがの俺も意味わからねえ。

「ヨミ、まさかとは思いますが、あなた変な趣しゆ味みでもあったりしますの？　同性を対象にした恋れん愛あいは殿との方がた×少年か殿方×殿方こそが至高。それ以外の選せん択たく肢しは、わたくしちょっと賛同しかねますわ」

「お前の選択肢も意味わからねえよ」

　あからさまに怪け訝げんそうなまなざしでミカエルが問い詰つめる。問い詰めるんだけど、お前の価値感もなんか変だぞ。

「これ？　見てのとおりよ」

「見てわかんねえから俺もミカエルも呆あきれてんだろ」

「だから着き替がえよ。着替え」

　イリスに馬乗りになりながらヨミ先輩が気楽に返事。

　ていうか先輩、イリスの下着を指先でくるくる回しながら答えるのさすがにむごいぞ。ほら見ろ、イリスが顔真っ赤にして何も言えなくなってるじゃねえか。

「うーん。説明すると長くなるのよね。ならイリス、交こう渉しようしましょう」

「な、なんですか」

「おとなしく自分の意思でアレに着替えるなら自由にしてあげる。でも、もしも拒こばむというならこのままジールの見ている前であたしが強制的に着替えさせるしかないのよねえ。どうする、生着替え見せちゃう？　それとも更こう衣い室でこっそり着替える？」

「う、うぅぅ……」

　涙を浮かべながら苦く悶もんの声をあげるダ家メ政イ婦ド。

　とはいえ、銀ぎん髪ぱつの機き神しんが頷くまでにそれほど時間はかからなかった。

「わ、わかりました。自分で着替えます。だからもう許して……」

「やった！　さすがイリス話がわかるじゃない。正直言うとあたしもこの体勢疲つかれるし、お腹なかの傷に響ひびくから辛つらかったのよね」

　馬乗りから解放してやるヨミ先輩。

　イリスの方はといえば、彼女から返された下着で胸をおさえただけという半はん裸ら状態で、顔を真っ赤にしてこっちを見つめてきた。

「な、凪……」

「おう。なんだ」

「こんな恥はずかしい姿を見られたら、もう凪に責任をとってもらうしかないと思います。明日からはイリス・一いち咲さき・ジールを名乗って良いでしょうか」

「わけわかんねぇにも程ほどがあるだろっ!?」

「と、とにかく私は用があるので一時待たい避ひです！　また後で！」

　そばにあったタオルケットを身体からだに巻いて、風のような速さでイリスが病室を後にする。残されたのは俺とミカエル、そしてヨミ先輩なわけで。

「えーと……」

「それじゃあ引き続き真ま面じ目めな話をしましょっか。二人とも座ってちょうだい」

　え。さっきのも真面目なつもりなんすか先輩。

　隣となりではミカエルも同じこと考えてそうな表情だけど、無む駄だ話ばなしは避さけようぜということで俺が目線で合図、彼女が頷くことで合意した。

「ちなみに紗しや砂さには同じ話をしておいたわ。あの子も後で来るって言ってた」

「同じ話？」

　俺とミカエルが同時に聞き返すなか、ヨミ先輩は飄ひよう々ひようとした口調で。

「紫苑しおんに聞かされた内容をよ。あんた、紫苑に呼び出されて古コ代ロ競シ技ア場ムに行った挙げ句、なんかよくわからない理由つけて襲おそわれたんでしょ？」

「っ!?　なんでそれをっ？」

「だから紫苑からって言ったじゃない。えーと……ほら、これこれ」

　ベッドの枕まくら元もとをごそごそと漁あさりだし、そこから赤塗と装そうの通信機をとりだす彼女。

「さっきね、あなたたちが戻もどるちょっと前に本人から通信来たの。それで何を言いだすかと思えば、ジール、あなたを古コ代ロ競シ技ア場ムに呼び出してボロボロに痛めつけたっていうんだもん。衝しよう撃げきのあまり何も言えなくなったわよ」

「本当ですわ。わたくしが駆かけつけてなければ今いま頃ごろどうなっていたことか」

「いや、別にそこまでひどくねーから。俺これでも頑がん張ばったし」

　改造した銃ガン剣ウエポンの性能を温存できたのは不幸中の幸いだ。

　でも傷だらけエリスの世界・エルマのことは見破られたっぽいからこっちは手痛い。総じてみれば良くも悪くもないってところか。

「で？　まさか勝利宣言するためだけの連れん絡らくじゃなかったんだろ？」

「うん。そもそもあたしからしたら、紫苑があんたに襲いかかる理由が思いつかないもん。それで問い詰めたら帝てい国こくに復ふく讐しゆうするためだって。機神二体で帝都に攻せめ入るから、その前段に必要なことだったって言うじゃない」

　そう告げるヨミ先輩の表情は明るくない。

　機神二体。

　紫苑と、あと一体が誰なのか察しているからなんだろうな。

「でもお待ちになって。なんでまた紫苑はヨミにそんなことを伝えたんですの？　帝都に攻め入るだなんて、そんな情報を人間側に流して得になるとは考えづらいですのに」

「きっと眠らざる者ゴーストのこと伝えたかったからじゃない？」

「眠らざる者ゴースト？　なんですの、それ」

　ミカエルが狐きつねにつままれたような表情。それも当然か。俺だってチビ聖女からつい最近になって教えられた単語だもんな。

「あたしも紫苑に聞くまで知らなかったわ。……そうね。帝国の一部研究者だけで進められていた人型アンド機械体ロイドの実験と考えればいいわ。とにかくちょっと常識外れてる。あたしもさすがに帝国の擁よう護ごできなくなっちゃうくらい」

　淡たん々たんと語るヨミ先輩。

　が、その唇くちびるが小刻みにふるえているのが俺にはわかってしまった。

　……なるほどね。

　……紫苑がわざわざ連絡してきたのはそのためか。

　帝国の計画を崩ほう壊かいさせるため、機神たちだけじゃなく人間側からも離り脱だつ者を出させるためにあえて情報を流したわけだ。

　実際、ヨミ先輩これかなり怒おこってるよな。

　自分の造った剣けん帝ていが眠らざる者ゴーストの実験体に使われてただなんて。

「どうすんだ先輩？　帝国司令部から招集命令きてんだろ？　命令放ほう棄きってか？」

「そこなのよねえ。ただやっぱり、今このまま機神の何体かが帝都で暴れるっていうのは見過ごせないじゃない？　帝都だって何万て人も暮らしてるわけだし」

　ベッド脇わきに立てかけていた松まつ葉ば杖づえに摑つかまって、それを支えに彼女が立ち上がる。

「ねえジール？　もしあたしが帝都に行ってさ、今すぐそんな計画やめろだなんて言ってやめさせれば……やめさせることができれば…………マグナも紫苑も、人間を許してくれると思う？」

「わかんねえ。だけど実際問題、俺やヨミ先輩がどんなに声こわ高だかに叫んだって一日二日で止まるような計画じゃなさそうな気がすんだよな」

　人型アンド機械体ロイドに、幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきを取り憑つかせる。

　剣帝の例もそうだけど、もしも安定して成功させれば人間は幽幻種の恐きよう怖ふを克こく服ふくしたと言っても過言じゃない。相当の覚かく悟ごで帝国司令部も進めてる計画のはずなんだ。

「そっか。冷静に考えればそうよね」

　弱々しい自じ嘲ちようの笑えみでうなだれる研究主任。

「でもやっぱり帝都行くわ。マグナが来るっていうならなおさら。あの子造ったのはあたしだし、説得する義務がありそうだから」

「アレを説得……は、結構キツいぜ？」

　一度あいつの剣けんで斬きられながらも屈くつしない胆たん力りよくはすごいと思うけど、そもそも話し合いで止まる程度の覚悟とは思えなかった。

　勝利か敗北か。帝都の崩壊か存続か。そういうレベルでの決着を望んでる相手だ。

「凪、あなたはどうするの？」

「どうするって……何も無しで沈ちん静せい化ってのが一番楽だろうけどさ。俺はそもそも向こうから再戦ほのめかされてるんだぜ？　剣帝はもちろんだけど紫苑にも妙みように気に入られちまったみたいだし」

　言ってる自分でも悲しくなってくるけど仕方ない。

　ただの軍用人型アンド機械体ロイドだって人間と比ひ較かくにならない戦力だっていうのに、それが機神。それも二体だぜ？　これ同時に相手することになったらどうすればいいやら。

　と──

「情けないわ駄だ犬けん、そんな弱気でどうするの！」

　ガタンッと扉とびらが開き、そこには可愛かわいらしい寝ね間ま着き姿のチビ聖女が。

　……こいつ、今が夜よ更ふけだってことまるで配はい慮りよしてねえな。今の声でフロアの病人がみんな起きたんじゃねえのか。

「話はヨミから聞いたわ！　帝国の裏切り機神にホイホイ呼びだされた挙げ句、ズタズタのボロボロにやられて命からがら泣いて敗走してきたらしいじゃない！」

「そこまでやられてねーよ」

「問答無用！　私は悲しいわ、そんな情けない配下を持った覚えはないわよ！」

　いつのまに俺がお前の配下になったんだか。口で言い返すとまた小こ競ぜり合いになりそうだから我が慢まんするけどな。

「だけど眠らざる者ゴーストが帝国主導。しかもそれがお膝ひざ元もとの機神から情報流出だなんて、まさに身から出た錆さびとしか言いようがないわね」

　ツカツカと室内を進み、テーブル脇の椅い子すに我が物顔で座るお嬢じよう様さま。

　ここまでくれば普ふ段だんの高飛車スタイルなんだけど、よく見れば寝間着の下に包帯を巻いてるあたり、まだ傷も癒いえてなくて身体的に無理できないってのが本音なんだろう。

「帝国が保有してる機神六体中の二体が裏切った。ヨミ、残りの機神は？」

「うーん……帝都が狙ねらわれてるって情報だけは伝えてあるから、急いで残り四体を帝都に呼び寄せるんじゃないかしら。でも距きよ離り的てきに間に合わない可能性が高いわ」

　剣帝と紫苑。

　ちょうど帝都を守っていた二体が裏切ったというのが痛手だ。それに機神二体が裏切ったいま、残る四体が人間側に忠実である保証はどこにもない。

「せめて駄犬がOrbieオービエ Sion・シオン【真実契けい約やく者】を返り討うちにしていれば……。二体と一体の差は大きかったんだけど。それがまさか敗走だなんて」

「だから負けまではいってねえっての」

　冷たい視線の紗砂に、こっちも間かん髪はつ入れず言い返す。

「とにかく、明日明後日あさつてのうちに機き神しん二体が帝都を襲しゆう撃げきする可能性は高いわ。エルマリア神教界としても対岸の火事で見過ごすわけにいかないし、ここで帝国に貸しを作っておけば後々大きい顔ができるという意味合いも兼かねて私も力を貸してあげる」

「露ろ骨こつに打算ありまくりだなおい」

「いいの。それでここからが大事な作戦会議よ」

　椅子の背にもたれかかった聖女が足を組みなおす。

「相手の出方がわからない場合、事態としては最悪なものを考えて動くべきよ。それで駄犬、考えられる最悪の状じよう況きようを言ってみなさい」

「俺かよ」

「いいから！」

　……そう言われてもな。

　頭の中でいくつか仮想の戦いを思い浮うかべて。

「まず帝都側で十分な防衛体制が整う前に襲撃を受けるパターンだろ。だとすれば襲撃は明日か明日の夜間。あとなんと言っても、味方と思っていた機神四体がとっくに謀む反ほん勢力だったっていう可能性が捨てきれない」

「そう。特に問題なのが機神への対応よ。もしも六体の機神が総出で襲ってきたなら最悪。そこらの傭よう兵へい部隊を配置して捕つかまえられる相手じゃないわ。となれば当然、私たちで個別対応。ノルマを課すなら私が一体、ツァリが二体、駄犬とイリスの組でやっぱり最低二体。差し引き残り一体だけど、これはもう、帝国の傭兵たちに決死で挑いどんでもら──」

「わたくしがやりますわ」

　その場の皆みんなの視線が一いつ斉せいに集中した。

　ただ一人、静かに場の流れを見守っていた真しん紅くの人型アンド機械体ロイド。

「紫苑は……わたくしが引き受けます。紫苑には個人的に聞きたいことがありますので」

　ミカエル。

　思えば、入室してから片時も機関マシン銃ガンのケースを手放していなかった。それはこいつの、それだけ強い意思表示の現れだったんだろう。

「論外」

　が。

　その決意をあっさりと切り捨てたのはエルマリア神教界の聖女だった。

「たかが一いつ介かいの軍用人型アンド機械体ロイド、それもあなた退役済みでしょ。現役の機神との戦力差、わかって言ってるかしら？」

「たかが１２５０倍」

　聖女の視線を受け止めるミカエルが、ゆっくりと首を横にふる。

「戦力差なんてわたくしが一番理解してますわ。そのうえで言っているのです」

「Orbieオービエ Sion・シオン【真実契約者】が全力で向かってきたら、あなた一いつ瞬しゆんでバラバラよ」

「正面から戦うだけが戦いくさではありません。わたくしと紫苑は同開発者によって造られ、同じ部隊に配属されていましたわ。私が部隊長で彼女が部下でしたもの。彼女のことは誰だれより知っています」

　その言葉に、紗砂のミカエルを見る目つきが変わった。

「それは本当？」

「俺が保証する。紫苑も自分で言ってたくらいだからな」

　だからこその因いん縁ねん。

　だからこその決意なのだから。

「……わかった、好きになさい。Orbieオービエ Sion・シオン【真実契約者】が現れたら優先的にあなたに任せる。私も余よ裕ゆうができたら加勢に向かうからそれまで保もたせなさい」

「ていうかあなたが一番余裕ないくせに。寝間着の下、包帯丸見えよ」

「うっ……ぐっ!?」

　冷ややかなヨミ先せん輩ぱいの指し摘てきにうろたえるチビ聖女。やっぱりね。こいつのことだから無理してまで強がる性格とは思ってたよ。

「そ、そうよ。だから今回はイリス、あなたの戦力が必要不可欠！　機神をも超ちよう越えつする不完全神性機関の強さをみせつけ……あれ？　イリスどこいったのかしら？」

　拳こぶしを振ふり上げた姿勢で固まるチビ聖女。こいつ、今の今までイリス不在に気づかず好き勝手喋しやべってやがったのか。

「いるんだよなあ。自分の演説に夢中になって周りが見えなくなる奴やつ」

「う、うるさいわ駄犬！　とにかくイリスはどこ!?　あの子抜ぬきで今回の戦いはさすがに辛つらいわよ！」

　あたりを見回しても見つかるはずがない。だってアイツはさっき。

「イリスなら更こう衣い室よ。ちょっと新しい衣い装しように着き替がえ中」

　ただ一人のほほんとした面おも持もちなヨミ先輩。

　本人はいつもの調子だけど、現場を見てた俺やミカエルからしたらイリスの服を先輩が力ずくではぎ取ってた絵にしか見えなかったんだよな。

「ふふーん、気になるでしょ」

　ベッドの縁ふちにこしかけて先輩が胸を張る。

「あたしも黙だまって入院してたわけじゃないのよ。イリスがほかの機神と戦う可能性を見み越こして、すでに対機神装そう甲こうともいうべき装備を完成させてたんだから」

「なんだって！」

「ヨミ、それは本当なの？」

「この天才ヨミ様を信じなさい。それじゃ初披ひ露ろうといきますか」

　そう宣言された直後、通路の方からガシャン、ガシャン、といった物々しい足音が。

　イリス？　にしては足運びが落ち着かないぞ。

「来たようね。さあイリス、生まれ変わったあなたをみんなに見せてあげて！」

「…………」

　扉がそーっと、ほんの少しずつ開いていく。

「あ、あの……ええと……」

　そこから顔だけを覗のぞかせるイリス。

「な……凪……笑わないでくれますか」

　消え入りそうな声の機神。

　ていうかなんで披露前からそんな気弱になってんだこいつ。部屋に入る前から顔も真っ赤じゃないか。

「笑わないぞ」

「ほ、本当に……？」

「ああ。真ま面じ目めなことして失敗したって俺は笑わないって。それよりそんな前フリされたら余計気になるから早くこっちこい」

「──わかりました」

　意を決した表情でイリスが扉とびらを開ける。

　部屋の照明に照らされる彼女とその新衣装。それを一目見て──

「…………え」

「……イリスさん……？　ちょっとそれは」

　チビ聖女とミカエルの呆あつ気けにとられた声が部屋にこだました。

「だ、だから言ったじゃないですか！」

　顔をトマトみたいに真っ赤にしてダ家メ政イ婦ドが張り叫さけぶ。

　普段のエプロンやら可愛かわいらしいスカートでなく、彼女が着ているのは足先から首もとまで銀色に輝かがやく機械鎧よろいだ。黒のラバースーツを下に着込んで、その上には重厚な金属と精密機械を重ねるように組み合わせた装そう甲こうをまとっている。

「どう！　すごいでしょ！」

　ヨミ先輩の歓かん喜きの声。

「あたしがデザインから考えた機神装甲よ。幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきはもちろん、現存する機神のあらゆる攻こう撃げきに──って、なんで紗砂もミカエルもそんな沈しずんでるの!?」

「……なぜって、ねえ？　いや、別にデザインは悪くないと思うの。だけど」

「……ええ。あの、あんまり普ふ段だんと違ちがうものですから。普段の家メ政イ婦ド姿と違ってあんまり、こう、まさに戦せん闘とうタイプの機神て感じで。いつものイリスさんを見慣れてるわたくしたちとしては、ちょっと違い和わ感かんありすぎるといいますか」

　すらりと佇たたずむ銀色の機神。

　確かに、今までは不完全神性機関て言いながらも実際は家メ政イ婦ド姿で戦ってたからまだ人なつこい印象があった。それがこの機械鎧を着た瞬間、まさに最終兵器といった有う無むを言わさぬ迫はく力りよくになる。

　けどそれが──

「……な、凪……やっぱりこれダメですか」

「そうですわ。凪、あなたも黙ってないで何か言いなさい」




「かっけぇ」




　腕うで組ぐみし、俺はキッパリと言いきった。

「え？」

「はい？」

「すげぇ！　すげぇよヨミ先輩！　こんな格好良い装甲見たことねぇって！　さすが俺の師し匠しようだぜ。男の浪漫ロマンをわかってる！」

「わかってくれるのねジール！」

　がっしりと握あく手しゆする俺と先輩。

「そうよ。やっぱ機神てこれくらい威い風ふう堂どう々どうとしてなきゃだめよね。最近の機神は服までスマートになっちゃって軟なん弱じやくすぎるのよ」

「まったくだ。いやぁ良いなアレ。俺も欲ほしいくらいだぜ。良かったなイリス」

「え？……あ。は、はい？」

　目をぱちくりと瞬またたかせるイリス。

「わ、私としては凪が喜んでくれるなら」

「もちろんだって。よし、ちょっとそれで動いてみ。どんな感じになるんだ」

「え、ええと。それでは……こ、こんな感じで」

　両手を上から下へ。大おお鎌がまを振り下ろす動きをイリスが再現。

「おお！　やっぱかっけぇ。これだよこれ。普段は家で家メ政イ婦ドをしながらも、いざという時は本気モードの本気装甲！　人型アンド機械体ロイドってのは可愛さも大事だけど格好良さも大事なんだよなあ。うんうん」

「そ、それはよかったです……喜んでもらえたなら」

　照れくさそうにはにかみながらもイリスが声を弾はずませる。

「よし。もう一度だ」

「はい！　じゃあ今度はもっと格好良く──」

　天てん井じようすれすれまで飛び上がったイリスが、空中で身体からだを一回転させて華か麗れいに着地。

　直後。

　──カシャッ、ガシャン。

　イリスが両りよう肩かたに装着していた装甲が床ゆかに転がった。

「え？」

　呆ぼう然ぜんとする俺たち。その間にもイリスの全身を覆おおう装甲が次々と剝はがれて落ちていく。その中に混じって床に転がる一ひと際きわ小さい金属部品。

　そうか接続具だ。

　機械装甲同士をつなぎ合わせる接続具がイリスの動きに耐たえられなくて、それで片かたっ端ぱしから装甲が脱ぬげて──

「やばい、待てイリス！」

　時既すでに遅おそし。

　俺の目の前には、全すべての機械装甲を失って一糸まとわぬ少女の姿。

「あ、ああ……あ、あわわわ」

　一応誤解の無いよう言っておきますがコイツはあくまで機械です。人型アンド機械体ロイドです。とはいえさすがに気まずいってのは避さけられないわけで。

「お、おい待てイリス、誤解だ。待て！」

「────凪のばかぁぁぁぁぁぁっっ！　来ちゃダメ！　来ちゃダメですってばぁぁ！」

　壁かべにかかってる予備の入院服で身体をかくし、音速もかくやと言わんばかりの超高速でイリスが廊ろう下かを走り去る。

「あらら。接続具が弱かったか。やるじゃないジール。あの装甲の弱点を一発で見破るなんて。こりゃまだ改良の余地があるわねえ」

「駄だ犬けん……あなたこれを知ってて」

「最低ですわね。破は廉れん恥ちの極きわみですわ」

　ヨミ先輩、チビ聖女、ミカエル。
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　三人好き勝手に言いたい放題される中で。

「で、どうすんだよ作戦会議」

　一人真面目に、腰に手をあてて言ってみる。

「どうするって……ねえ？」

「わたくしに言われても困りますわ」

「あのダ家メ政イ婦ド、駄犬のでしょ。責任とって引っ張ってきなさいよ」

　口々に好き勝手な発言の女チーム。くそ、こういう時に女ってのは男にばっか責任押しつけやがって。

「……とにかく俺も疲つかれた。イリス戻もどってくるまで休きゆう憩けいにしようぜ」

　そう言って、俺は部屋の椅い子すに座りこんだのだった。







　Phase.4『生まれた理由、生きる理由』
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　むせび泣くように甲かん高だかい風の声。

　締しめきった窓まど枠わく。透すきとおったガラスの向こうには群ぐん青じよう色いろの空がどこまでも広がって、眼下には豆まめ粒つぶみたいに小さな建物があっという間に後方へと消えていく。

　……あの小さな建物が、ホントは何十階っていう建物だもんな。

「はぇぇな、さすが飛空艇てい」

　夏休みにホルン海岸まで遠出した時の高速リニアも速かったけど、軍管かん轄かつの飛空艇はもうそういう比ひ較かくにすらならない感じだ。

　さらに言えば乗り心ごこ地ちも格別。

　まず足あし下もとは、足首に負担のかからない厚地の赤絨じゆう毯たん。さらに横壁も薄うす緑みどり色いろのウォールペーパーで覆われて、機内というより豪ごう華かホテルのリビングのような雰ふん囲い気きだ。

　さらには一人一人の乗客に上質のリクライニングシートが用意されて、目の前のテーブルには空のクリスタルグラスが整然と並びそろえられてある。これも後ろのドリンクバーから好きな飲み物を持ってきていいらしい。

「幹部用の輸送機か。そこらの傭よう兵へいとかが乗れる機体じゃないよな」

　それもこれもヨミ先輩の招集のため。

　帝てい都とまでの交通機関なら高速リニアを貸しきる方法もあったが、それでは彼女の傷に差し障さわると司令部が判断。その結果、こうして軍用機一台を丸々チャーターというわけだ。

　……一いつ介かいの研究主任に対する待たい遇ぐうじゃない。

　……それくらい司令部もヨミ先輩を手放したくないわけか。

　当の本人は個室で休んでる。

　まだ無理はさせられない。体力の消しよう耗もうを防ぐため、飛空艇までも松まつ葉ば杖づえじゃなくて俺が車いすで運んだ。

「ていうかその体力温存も招集命令のためじゃなくて、司令部に怒いかりのパンチを食らわせるためだとか言ってたし。気合い入れすぎて倒たおれなきゃいいんだけど。なあイリス？」

「────」

「あれ。イリス？」

　隣となりに座っていたはずのダ家メ政イ婦ドがもぬけの殻から。

「イリスさんならついさっき、なんだか妙みように思いめぐらした表情でどこかに歩いていったじゃないですか。目の前で」

　真後ろの座席から返事の声。

　振ふり返ってみれば、そこには愛用の機関マシン銃ガンを手にしたミカエル。小さなパーツがテーブルの上に転がってるってことは最後の整備中ってことか。

「いなくなったの気づかなかったのですか？」

「マジか。それいつの話だよ」

「あなたが窓向こうの景色に夢中になってる時ですわ。あの子も緊きん張ちようしてるのかなって思って声はかけなかったのですが、……でも戻ってきたようですわよ」

　ミカエルが視線だけで後ろを指し示す。

「凪なぎ、凪はいるか！」

「なぎせんぱい！」

　穏おだやかな機内をけたたましく駆かけてくるシィといいんちょ。なんだ、戻ってきたのイリスじゃなくて二人か。

「……そんな大声出さなくても聞こえてるって」

「まあいいじゃないか。それよりいい話を持ってきた」

　眼鏡のブリッジを中指で押し上げるいいんちょの不敵な笑えみ。

「いい話？」

「うむ、耳よりの情報だ。なんと、帝都では早くも秋の新作ファッションショーが開かい催さいされているらしい。有名女優やモデルも多数出演とのことだ！」

「え……いや。俺はいいって。別にそんな女モデルとか詳くわしくないし」

　どうせ色っぽい服装見つけてシャッターチャンスとか言い出すんだろ。盗とう撮さつ用の望遠カメラまで通つう販はんで取り寄せたの知ってるからな。

「凪、お前なにを言っている。俺も女優などに興味はない」

「え」

「大事なのは受付だ。未来の若手女優を目指す子役たちが受付を担当するのが帝都のファッションショーの常識だろうが。そう、この日はそんな幼き夢見る少女たちと無料で握手できることに価値があるのだよ」

「盗撮どころか遥はるかにやばい目的だった!?」

「合法だ」

　いや、そんな眼鏡を光らせながら言われても説得力皆かい無むですから。

「まさかこの時期の帝都に来る機会があるとは。俺も近いうちにとは考えていたんだが、やはり持つべきものは同志だな」

「同志になった覚えもねえし目的も──」

「そう、目的が違ちがいますです！」

　俺の言葉を真横のシィが力強く引きついだ。

「帝都のイベントと言えば、あの帝都ホテルのシェフが作った新作料理を堪たん能のうできる帝都ホテルでの公開試食会！　これにつきます。ね、なぎせんぱい？」

「……お、おう。そうなのか？」

「そーです！　はいこれ、せんぱいの分の試食会チケットです」

　黒地に金の刺し繡しゆう入りっていうやたら豪華な参加券。いや、もらう分には受け取るけど、目的地は帝国司令部であって帝都ホテルじゃないんだけどな。

「待てシィ。握あく手しゆ会には今一番の有望株である子役レフェニー・ビクトリアちゃん（11歳）が来るんだぞ。あの子との握手なんて人生に一度できるかどうか」

「試食会だって負けてません！　伝説の三つ星シェフのガフェット・イリマゾフ先生の新メニューが誰だれより先に食べられるんですよ。なにしろ五年待ち！　帝都ホテルであの人のフルコース食べようと思ったら五年前から予約してなきゃいけないんですから！」

「しかし握手だってレフェニーちゃんが11歳の時に握手できるのはこれが唯ゆい一いつ無む二にの機会なわけでだな」

「……お前ら楽しそうでいいな」

　ここだけの話、シィといいんちょにはヨミ先輩の付きそい旅行としか言ってない。

　ここで俺やミカエルだけがヨミ先輩と帝都に向かうのは逆に不自然だし、俺自身、退院まで待ってもらった二人を先に返すっていうのは心情的にもやや心苦しかった。

　ならば二人も同行させてしまえというのがミカエルとチビ聖女の意見だ。

　──ヨミの介かい護ご兼けんその護衛と思えばいいでしょ、だっけな。

　──確かに先輩まだろくに動けないし。

　いざ剣けん帝ていと紫苑しおんが攻せめてきた時の課題だ。俺らやイリス、ミカエルが全員出しゆつ撃げきした後で誰がヨミ先輩を守るのか。得体の知れない帝国司令部に任せるより二人の方が断然安心できるもんな。いざとなれば連れん絡らくとれるし。

「あら、トイレ？」

「ヨミ先輩の様子見てくるだけだよ。すぐ戻る」

「イリスさんのことは？」

「考え事してそうな表情してたんだろ？　俺に話があるならきちんと俺に言うだろうし。一人で考えたいなら一人にさせる時間も必要だろ」




〝昔から心の内では饒じよう舌ぜつでしたよ。ただ単に、それを外部に発はつ露ろして他者と意思疎そ通つうをはかることを禁じられていただけです〟




　考え事。

　そうミカエルから聞いて、真っ先に俺が頭に浮うかべたのは紫苑だった。

　あんなに無口で無感情だと思っていた機き神しんが、実はその内面であんなにも深く、そして複雑な感情を抱いだいていることを知った。

　だとしたら。

　──イリスにも必要なのかもしれないな。

　普ふ段だんがあんなに明るくて暢のん気きでも、本当はもっと深い部分で考え事していてもおかしくないし、そのための時間があっていいと思う。

「そんなわけで俺が行くのはヨミ先せん輩ぱいのとこな」

「ならば早めに。そろそろ高度を下げる頃ころですわ。座席ベルトを締めろって機長にうるさく言われますわよ」

　そう言う本人はまたしても銃じゆうの整備に集中。そのすぐ真後ろで今もシィといいんちょが言い争ってるのによく没ぼつ頭とうできるな。

　……それだけ覚かく悟ごも重いってか。

　口元を引き締めて、俺は客席の後部に向かって歩き出した。
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　ひゅぅっ……ぅ……っ…………




　風が泣いている。

　蝶ちようが舞まうより高い場所で、鳥が飛ぶよりも高い場所で、誰だれ一人聞く者のないこの遥かな高さで、どこまでも広がる蒼そう穹きゆうを泣きながら駆ける風。

　誰のために。

　誰を想おもって泣いているのか。

「ずいぶん寂さびしい場所にいるじゃないか」

「…………」

　振り返る。

　武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの装しよう束ぞくに身を包んだ漆しつ黒こくの女性。濡ぬれ羽ば色の髪かみをなびかせて、濡れ羽色の瞳ひとみでこちらを不敵に見つめている。

　ツァリ。

　それが本名なのか、あるいは単なる通つう称しようなのかも自分は知らない。

「どこにいるのか探したぞ。まさか飛空艇ていの甲かん板ぱんとは。飛行中にのんびり立っていられる場所ではないだろうに」

「…………」

　涙なみだすら瞬またたく間に凍こおる冷気。

　そして何よりこの強風だ。足をとられ甲板から転がり落ちれば、そこはもう一いつ切さいの容よう赦しやない蒼穹。地上何千メートル下までの自由落下だ。

「不完全神性機関。いや、ミクヴァの機神と言うべきか。ここで何をしていた？」

　そう訊たずねる彼女に振り向かぬまま。

「私にはイリスという名前があります」

　銀ぎん髪ぱつの少女は、その一言だけを口にした。

「ああ、そうだったな。お前と二人きりで話すのは初めてだからどう呼べばいいかわからなかった。その名が良いのならそう呼ぶとしよう」

　猛もう烈れつな風のなかを平然と歩いてくる彼女。

　並の人間では……いや、もはやその佇たたずまいだけでわかる。彼女も自分と同じく『普通ではない』のだと。

「イリス、ここで何をしていた？」

「風の声を聴きいていました」

「風？」

「はい。風も泣けるということを初めて知りました」

　銀髪の少女が向き直る。

　家メ政イ婦ド用の服に愛らしいエプロンで着き飾かざった機神。人の身ならざる兵器が。

「知って、そしてどうする？」

「……少し悲しくなりました」

　エプロンの端はしを弱々しく摑つかむ人型アンド機械体ロイド。

「人間は泣くことができます。そして風もまた、泣くことができることを知りました。だけど私は機械です。機械は泣くことができません」

「泣くことを望むのか？　嬉うれしいことばかりではないだろうに」

「…………」

　下した唇くちびるをかみしめて。

　何かを思い起こすかのように、不完全神性機関は頭上を見上げた。

「つい数日前のことです。剣帝との戦いで凪が大ケガを負った時、シィが顔を真っ赤に泣きはらしていました。凪のことを心配して……それが、初めてでした」

「泣くという行こう為いに意味を感じたか？」

「……顔を泣きはらしたシィの後ろで、私も凪のことを心配してたつもりです。だけど、シィのように涙が出るわけじゃない。その差がそのまま私と凪の本当の距きよ離りに思えてしまって……それが苦しくて」

　泣くという行為が人間と機械の差だというのなら。

　泣くという行為は何から生まれるのか。人間にあって機械に足りないもの。人間にあって機械に無いものはなんだというのか。

「聞きたいな。お前の考える人間と機械の差とは何か」

「……ヨミの受け売りです。そう考えるのは、私に心と呼ぶべきものが芽生え始めているからだと。あなたのソレがこれから枯かれることなく成長し、花を咲さかせることがあるのなら、私もシィと同じことができるかもしれないと」

　少女の姿をし、その胸に機械水すい晶しようと呼ばれる核かくを埋うめこまれた機械。

「でも人間が心と呼ぶものは実体がないものでしょう？　機械に心が芽生えて成長したかなんて確かめようがない。どう返事したらいいのかわからないままでいて……だけど今、この場所に来て何かを摑んだ気がしました」

「お前が心の実在を感じられる方法をか？」

「はい」

　少女が両手をまっすぐ前に差し出した。

　そこには何もない。

　だが感じる。手の先に触ふれる風の鼓こ動どうを。

「泣くというのは感情の高ぶりから生まれるものと聞きました。そして涙は私だって見ることができます。ならば、もしも私が泣くことができるなら──」

「機械おまえにも心があると言える。見えざるものの実在を証明できるというわけか」

「……そうでなければヨミの問いに答えられない気がしたんです」




〝イリスが人に接せつ触しよくしたがるのはどうしてだと思う？〟




　機械わたしが主な人ぎを想うこの気持ちの正体は、なんだろう。

　主あるじであるとインプットされたことによる初期機能？

　人間に尽つくすよう家メ政イ婦ド用ＡＩを組み込まれたことによる学習機能？

　それとも──

　機械である自分が、人間である彼を────

「私が凪を慕したう気持ちは、何が根底にあるのでしょうか」

「それはわからないさ。だが何を根底にしたいのかという問いであるならば、お前の中でとっくに答えは出ているんだろう？」

　目にかかった前髪を振ふりはらうツァリ。

「お前の言う『心』の内より生まれる感情だ。それとも迷っているのか？　答えなどすぐ目の前にあることを知っておきながら」

「……だって……私は機械です！」

　叫さけぶつもりはなかった。

　けれど、気づいた時には叫んでいた。

「機械が……恋こいをするとか……愛してるとか……その言葉が重すぎることくらい……知ってます」

　愛するということ。

　見えざる心から生まれる、見えざるものの究極の結けつ晶しよう。

「それが機械の身分には重すぎる言葉であるくらい……知って、しまわなければよかった……いっそ知らないままの方がよかった」

　主人を一人の相手として愛してしまうこと。

　ただ仕えることと意味が違ちがう。人ならざる身で人に恋する。それが人間社会でも、そして彼自身にとってもどれほど大きな障害となりえることか。

「知って、逆に怖こわくなったわけか」

「…………怖い……です。私の気持ちが……結局、人間に尽くすというＡＩの一機能でしかなかった時、私が……凪に想いを伝えることに……何の意味があるでしょう。そんなプログラム上の感情操作で、凪に迷めい惑わくをかけるわけにはいきませんから」

「驚おどろいたな。そんなにあの男のことが？　今でも家メ政イ婦ドとして仕えているだろうに」

「……もう……それだけじゃだめなんです」

　少女の姿をした人型アンド機械体ロイドが、自分の胸に両手をそえる。

　──いつからだろう。

　本当に、もうどうしようもないくらい「彼」が好きでたまらなくなったのは。

　いつだって何もかも忘れて駆かけ寄りたい。両手を広げて彼を抱だきしめて、自分もまた力のかぎり抱きしめてもらいたい。

　ずっと……ずっとそんな時間が続けばいいと思ってる。

「胸が張り裂さけそうという人間の表現が、今はよくわかります……」

　だから知りたい。

　機械は泣くことができるのか。

　泣くことができれば心があることを証明できる。

　心があれば愛することができると証明できる。

　愛することができれば、凪との関係も、今よりさらに高次元のものにできると信じたい。人と機械という究極の障害だって飛び越こえられるくらい強い関係に……。

　だからここにいた。

　風の泣き声を聴いていれば、いつか自分もきっと────

「私も、泣けるんじゃないかって」

「お前がそうして悩なやむ姿、ご主人様にも見せていないんだろう？」

「…………」

「まったく、ヨミも面おも白しろいモノを作る。お前ほど真しん摯しに悩み、苦しみ、考えている人型アンド機械体ロイドもいないだろう」

「凪に心配はかけさせられません」

　うつむいたまま小声の機き神しん。

「答えは見つかりそうか？」

「…………」

「心の実在証明。愛の実在証明。誰だれ一人、それに明確な答えを見つけた者はいないだろう。人間でさえ皆かい無むというのに、まして機械の身でそれを成そうなどと」

「…………」

　無言で顔をふせる人型アンド機械体ロイド。

　その姿に。




「だが、お前はそれを証明してみせたじゃないか」




　そう告げる彼女の面おも影かげは珍めずらしく──本当に珍しいことに──これまでのどこか不敵なものでなく、慈じ愛あいさえ感じるほど優やさしくそして美しかった。

「え？」

「お前が彼を想おもってここにいる。彼のために心を求め、彼のために愛を求め、彼のために機械の身で涙を求める。悩み、嘆なげき、そして自らに問いかける様のなんと美しきことよ。それを愛と呼ばずして何を愛と呼ぶ？」

「っ！　そ、それは……！」

「お前のその姿こそが純然たる愛の具現ではないのか？」

「……で、ですが私は」

「目」

「……？」

　ツァリが、目元を指先で触れる仕草。

　その意味がわからぬまま、けれど導かれるように自分も目元を指先でぬぐって──

「っ」

　人型アンド機械体ロイドの少女は目をみひらいた。

　目元に触れた指先が、濡ぬれている。まさか、いやでもそんなまさか。

「こ、これはただの水すい滴てきです！　さっき……その、雲の中を通ったから、その時にたまたま水滴がついただけだから……」

「そうか？　まあそう思うのは自由だが」

　元の不敵な笑えみに戻もどったツァリが一歩後ずさる。

　そんな彼女に、銀ぎん髪ぱつの少女は慌あわてたように声を振り絞しぼった。

「待って！」

「なんだ？」

「……あなたは、いったい何者なんですか。こんな……わざわざ私のいる場所に来てこんな話をしてくれたり、そもそも紗しや砂さちゃんに協力しているのも理由がわかりません。あなたは何者で、何が目的で私たちについてくるんですか」

「私？　私はただの裏方さ。紗砂のプロジェクト・エデンを手伝う力自じ慢まんが取り柄えなだけのしがない女だよ」

「うそ」

　おどけた瞳ひとみをまっすぐ見つめて機神が言い返す。

「もっと何かある。紗砂ちゃんに協力することを疑うつもりはないけれど、もっと別の、あなただけの目的がある気がします」

「────」

　視線と視線が重なり合って。

　先に目をそらしたのは、ツァリの方だった。

「追いかけっこさ」

「？」

　あまりに想定から外れた答えに、機神が惚ほうけた表情で立ちつくす。それを知ってか知らずか、ツァリの方はただ機体の翼つばさを眺ながめて。

「私が紗砂と出会ったのも、その追いかけっこの合間にエルマリア神教界に立ち寄ったからだ。そうそう、当時は向こうもかなり私を警けい戒かいしていたな。今のお前のような問いを何度受けたかも覚えてない」

　ゆれる黒くろ髪かみ。

　大きく風にそよぐ髪に隠かくれるせいで、横顔を向いた彼女の表情はわからない。

「最初はエルマリアと会うためだった。ここに来た理由はな。そっちの方はひとまず成果はあったんだが、その旅の途と中ちゆうでナザリエルという男もここに来ていることを知った。今はその男を追いかけている最中というわけさ」

「……ナザリエル？」

「覚える必要のない名前さ。私も個人的な興味に近い。今はまだ、な」

　機神へと振りかえるツァリ。

　その頃ころには、表情はいつもの不敵な笑みに戻っていた。

「──が、ようやく痕こん跡せきを見つけた時には、既すでに本人はもぬけの殻から。仕方なく追いかけっこは一時中断。今は割と真ま面じ目めに、あの幼い聖女サマのお守もりだよ。最初はただの気まぐれだったが、協力するうちに……なんだかこう、最後まで見届けてみようかと思い始めた。あのお嬢じようさん、放ほうっておくと一人で何もかも抱かかえ込んで潰つぶれかねないからな。まったく、可愛かわいらしいが手のかかる子だよ」

「凪も同じようなこと言っていました」

「この一件が片付いたら私は追いかけっこの再開だ。お前は？」

「？」

「お前さ。プロジェクト・エデンのとおり幽ゆう幻げん種しゆがいなくなったとして、お前はこの世界で何を望む？」

「…………」

「まだ考えたこともないか？　まあそれでいいのかもしれない。お前もお前のご主人様も、今は自分のことで精せい一いつ杯ぱいのようだから」

　くすっ、と意味ありげに微笑ほほえむ彼女。

　吹ふきすさぶ突とつ風ぷうのなか、悠ゆう然ぜんとした歩調で甲かん板ぱんを進んで機体の内部へ。

「…………」

　その後ろ姿が見えなくなって。

　銀髪の少女は、再び正面へと向き直った。

　──風。

　──今もまだ泣いている。

「私が望むもの……？」

　まばゆい銀髪を向かい風にゆだね、まとう服が大きくあおられるままに身をまかせ、少女はしばし、風の泣き声に耳を傾かたむけていた。
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「さすがにイリス来てないか」

　部屋の中をぐるっと見回して、俺は肩かたをすくめてみせた。

「さっきお見み舞まいに来てくれたけど出て行ったわよ」

　読みかけの本に目をやったままヨミ先せん輩ぱい。

　こちらは入院服から一転して普ふ段だんの研究用白衣だ。個室のソファーに腰こし掛かけてる仕草なんかも元気そうだけど、実際にはやっぱり松まつ葉ば杖づえがないと歩くこともままならない状じよう況きようが続いてる。

「すれ違いかしら」

「どうかな。いや、いいんだ。飛空艇ていのどっかにいればいいさ。また先輩んとこで騒さわいでたら引き取りに来ようと思ってただけだから」

「そんなに心配？」

　本を手にしたまま先輩が小さく吹き出した。

「本当に家族みたいね」

「そういうのとは違ちがうっつーか。たぶん俺の心配は先輩の考えてるのとちょっと違うと思うぞ」

　親が子を心配するとかっていう方向の心配はむしろしてない。ちょっとくらい迷子になったり人攫さらいにあったって自力で何とかできる奴やつだもんな。

　……どこかで本気で考え事してるのか？

　……だとしたらやっぱ珍しいな。

「ほんとはイリスがいないのが心配なんでしょ」

「だから違うんだって。あのダ家メ政イ婦ドだぜ？　先輩を介かい護ごしようとして、薬と間違えて下げ剤ざいでも飲ませるんじゃないかっていうタイプの不安だから」

「またまた。そんなことあるわけないじゃない」

「いやそれが──」

「甘い！　甘すぎるわヨミ！」

　途と端たん、ヨミの座っているソファーの背もたれが音を立てて盛り上がった。

「あの不完全神性機関の恐おそろしさをヨミは知らなすぎるのよ！　私なんかアレの作った黒くて苦い暗黒物質を無理矢理に……ああ、思い出しただけで鳥とり肌はだ出てきた。あの子のせいで私なんか食事恐きよう怖ふ症しようになったんだからね！」

「よおチビ聖女。元気そうじゃねえか」

「元気だけど機き嫌げんも気分も最悪よ！」

　突つき刺さすように刺とげ々とげしい口調で返事がくるけれど、肝かん心じんの本人の姿はどこにもない。

　返事は、今まさにヨミが座ってるソファーの内側からだった。

「くっ……屈くつ辱じよくだわ。なんでエルマリア神教界の聖女たる私が、こんなヨミのお尻しりがのっかってるソファーに隠れなくちゃいけないの」

「あたし、お尻キレイだってば」

「そういう問題じゃないの。立場の問題！　ああ……こんなの部下に見られたらショックで立ち直れる自信ないんだから」

「いや、お前案外そういうの立ち直り早いタイプだろ」

　大きくゆれるソファーを見下ろす俺。

「この飛空艇は帝てい国こく司令部の所有物。エルマリア神教界の聖女が乗りこんだら当然向こうも警戒する。とか最初に言い出したのお前じゃねえか」

「だって……こんな仕打ち受けるなんて思わなかったんだもん」

　はぁ、と大きなため息がソファーごしに伝わってくる。

　だけどこればかりはしょうがない。もともとチビ聖女は覇は権けん戦争の相手だったわけで、そんなのがヨミ先輩の招集命令に一いつ緒しよについてくるなんて言えば大おお騒さわぎになる。ヨミ先輩がエルマリア神教界のスパイなんて疑いがかかっても面めん倒どうだしな。

「諦あきらめろ。どうせすぐ到とう着ちやくなんだから」

「うぅ……これなら私だけ別ルートで向かえばよかったわ。こんなソファーの中に潜もぐりこむなんて暑いしムレるし目も回るし。しかもツァリなんかイリス追いかけてどっか出ていっちゃうし」

　ツァリ、イリス。

　その二人の名前に、俺はヨミ先輩と顔を見合わせた。

「そういえばツァリ見ないわね。勝手に外出て行っちゃって見つからないか心配だったんだけど。ジールは見てない？」

「いーや」

　首を横にふる俺。

　イリスも姿がないし、どこか二人して思いもよらない場所にいるんだろ。居場所は気になるけど、ここで大騒ぎして見つかるよりは隠れ続けてもらった方が断然いい。

「とにかくチビ聖女も黙だまってろ。見つかったら面倒だぞ」

「…………」

　不機嫌そうなため息で返事する聖女。

　きっとソファーの下で本人は頰ほおをふくらませてるんだろうな。それでもさすがに静かになってくれたけど。

「で、こっからのことだけど帝都に行ったらどうすんだ」

「んー。ひとまずはあたしに任せてほしいのよね。眠らざる者ゴーストの話も、あとマグナや紫苑の処しよ遇ぐうとかもさ」

　腕うで組ぐみしながらヨミ先輩。

「ここが組織の難しいところで、こういうのはいくら部下が泣いてお願いしても上司には届かないの。嘆たん願がんじゃダメ。交こう渉しようじゃなきゃ上は動かない。だとしたら、やっぱりあたしが妥だ当とうかなって気がするわけ」

「こっちの要求吞のまなきゃ機き神しんの面めん倒どう見ないぞってか」

「そそ。実際ソッチのが手っ取り早そうでいいじゃない。今もこうしてあたしを招集してるわけだから立場が弱いのは司令部の方だし」

　妥当。

　というより、それ以外に現実的な方法が見あたらない。

「それで──」

　機神が帝都で暴動を起こした時の対応だけど。

　そう言おうとした直後。

　グンッ、と体重を支える両足に猛もう烈れつな負荷がかかった。

「うおっ!?」

　バランスを崩くずしかけて咄とつ嗟さに壁かべに手をつく。飛空艇そのものが斜ななめに傾いて、窓向こうでは真横に映っていた雲がみるみる眼下に流れていく。

「急上昇か」

「いくらなんでも急すぎない？　軍用だからって機内アナウンスくらいあってもいいのに。それによ」

　身を低くしてソファーにしがみつくヨミ先輩。

「もう帝都の城じよう壁へき内でしょ。高度下げるどころか上げるっておかしくない？」

「……ヨミ先輩はじっとしててくれ。俺、操縦席の方に行ってくる」

　操縦室前には帝国の航空士たちが待機してるはず。

　不定期に床ゆかがぐらつく状態で、ふらふらとよろめきながら扉とびらに手をかけた矢先。誰だれかが、猛烈な勢いで部屋に転がりこんできた。

「なぎせんぱい！　た、たた大変で──きゃっ！」

「シィ!?　お、おい！」

　バランスを崩して転てん倒とうしかけた彼女をあわてて支える。

「あ、や、もしかして役得？……じゃなくて、あ、あれ。あれ見てください！」

　血相を変えたシィが指さすのは部屋の窓向こうだ。

　真っ白な雲海が真横に見えるけど、指さすのはその真下。幽幻種の侵しん攻こうを防ぐための巨きよ大だいな鉄てつ壁ぺきに囲まれた大都市──帝都ウェルエルベルン。

　都市そのものが巨大な工こう房ぼうとも機械工場とも言われ、街のなかは常に鉄さびと機械油の臭においで充じゆう満まんしてると言われてる。

　その街が。

「炎えん……上じようしてる？」

　目を疑った。

　いたるところで黒こく煙えんが空へと昇のぼり、小規模ながらも火の手が上がっていた。化学薬品に引火したのか、倉庫らしき場所では爆ばく発はつとともに粉ふん塵じんが舞まい上がっている。

「まさか」

「て、帝都が何者かに襲しゆう撃げきされてるって……それで、この高度は危険だからって飛空艇も高度を上げてるみたいなんです！」

「一手遅おそかったか」

　完治に近いはずの右みぎ腕うでの髄ずいから痛みが甦よみがえってくる。

　剣けん帝ていヘケト。

　機神シオン。

　勢力の中心はその二体だが、この被ひ害がい規模を考えるとそれでは説明がつかない。

「機神六体、全すべてが裏切ったか操あやつられたか。そう考えた方がよさそうね」

　いつの間にか俺の真横にチビ聖女。

　睨にらみつけるほど鋭するどい眼光で帝都の街並みを見下ろしている。

「でも腑ふに落ちないわね。ここはまだ帝都の入口でしょ。総そう督とく府ふなり帝国司令部があいつらの狙ねらいなら、どっちも帝都の真ん中にあるはず。こんな帝都の端はしっこに襲撃を散らかさないで戦力を集中するはずなのに」

「狙いは……隔かく離りプラントと第一種制限工こう廠しよう？」

　独り言のように応じたのはヨミ先せん輩ぱいだ。

「司令部が狙いなら襲撃としては確かに的外れ。だけど、狙いが人型アンド機械体ロイドの実験施し設せつなら話は別よ。帝都中に実験施設が散らばってて、中にはあたしみたいな研究主任じゃ入れない工廠もあるの。もしかしたらそれが」

「眠らざる者ゴーストの実験施設ってわけか」

　だとしたら辻つじ褄つまが合う。

　あいつらの狙いは司令部じゃなく、まずは全ての研究拠きよ点てん。あらゆる実験データと成果物を抹まつ消しようするつもりなんだ。眠らざる者ゴーストの開発者がいなくなった今、そこさえ潰つぶせば眠らざる者ゴーストは二度と生まれない。

「ヨミ先輩、その場所は？」

「残念だけど候補がありすぎるわ。施設の場所も帝都のいたるところに散らばってるから、眠らざる者ゴーストの実験施設だって一か所とは限らないもの」

　表情に暗い陰かげを落とすヨミ先輩。

「なら決まりね。とにかく全部当たってみる」

　逆に、強い決意に満ちた表情で応こたえるのはエルマリア神教界の聖女だ。

「疑わしきポイントなんて六か所しかないわ。すなわち六体の機神が襲撃してる施設。これを押さえれば眠らざる者ゴーストの工廠にだってたどりつく」

　機神六体全てと総当たり戦。

　覚かく悟ごしていたとはいえ、事前に予想してた最悪なパターンそのままじゃないか。

「というわけで今すぐ出しゆつ陣じんよ。さあ機長、私たちをさっさと下ろしなさい！」

　腰こしに手をあててチビ聖女がふんぞり返る。

　……こいつ、ソファーの中にいたせいでシィの話聞こえてなかったな。

「二つ言うぞ。まず機長は操縦席だから名指しで呼んだって聞こえない。それともう一つ、帝都が襲おそわれている中で高度を下げるのは危険だから、飛空艇ていは着地どころか高度を上げてる真っ最中だ」

「あれ？　そうなの？　じゃあどうしてろって言うのよ。帝都に行きたいなら真下に飛び降りろとでも言うわけ？」

「飛び降ります」

　不ふ吉きつなことをさらりと言ってのけるのは誰かと思って振ふり向けば、そこには案の定、さっきまでどこにも見あたらなかったダ家メ政イ婦ドが。

「皆みなさんどうぞこちらに」

　通路に立ったままイリスが手招き。

　その背後では、こちらもさっきまで姿を見せなかったツァリが、帝てい国こく飛行士の反対を押しきって非常扉をこじ開けたところだった。ちなみにこじ開けたっていうのは、開け方がわからないから強引に錠じようを破は壊かいしたって意味だったりする。

　──パシュッ

　気圧の抜ぬける音とともに非常扉が開放。

　と同時、すさまじい突とつ風ぷうと冷気が全身に吹ふきつけてきた。

「飛空艇からの緊急降下。現役の軍所属時代を思いだしますわ」

　重ヘヴイ機関マシン銃ガンを手にしたミカエルは、既すでに背中に大きなパラシュートを装着ずみだ。さすが軍用人型アンド機械体ロイドだけあって手て際ぎわがいいな。

「ほら凪、あなたの銃ガン剣ウエポン」

「おう悪ぃな。あとパラシュートもあるか」

「あるけど無いですわ」

「はい？」

「パラシュートはあるけど、今からそれを装着してる時間なんてないということですの。年に一度の降下訓練も寝ね坊ぼうで休んでいたくせに」

　銃ガン剣ウエポンを受け取った姿勢で固まる俺。

　あれ、じゃあ俺とか紗砂どうするんだよ。今さっきイリスが俺ら飛び降ります宣言したばっかりだぞ。パラシュート無しでどうやって降りろっていうんだ？

「せんぱい、ご無事で……」

「凪、お前とは短いつきあいだったが楽しかったよ」

　悲ひ壮そうな面おも持もちのシィと、こちらはなんだか達観したように頷うなずいてるいいんちょが。

　……え。

　……どういうこと。俺、何が起きるの。

「さて行くか。あまり猶ゆう予よも無さそうだ」

　非常扉に手をかけて身を乗りだすツァリ。

　悠ゆう然ぜんと黒くろ髪かみをなびかせる彼女の背中にパラシュートらしきものは一いつ切さいない。そのかわり、彼女の左手が摑つかんでいるのは大きな武器──ではなく、必死の形相で叫さけんで暴れて抵てい抗こうするチビ聖女だった。

「ちょ、ちょっとふざけないで！　私が高所恐きよう怖ふ症しようだって知ってるでしょ！　そ、それをどういうこと。パラシュート無しで自由落下!?　うそ、やめて、普ふ通つうに死ぬ。地上に落下しただけで墜つい落らく死じゃない！」
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「問題ない。ほら、風がこんなにも心ここ地ちよい」

「全然理由になってないわ！　いや、離はなして！　聖女がこんなところで死ぬわけには」

「うるさい行くぞ」

「いっやぁぁあっぁあぁあぁぁぁぁっっっっ…………っっっっ…………っ……」

　首根っこを摑つかまれたチビ聖女が泣きながら落ちていく。聖女とは思えぬ悲ひ惨さんな悲鳴を上げてるけれど、やがてはそれも風のうねりに溶とけて聞こえなくなった。そもそもどうやって着地する気かわからないけど、あの二人のことだから何とかするんだろう。

　そして。

「凪、次は私たちですね」

「…………」

　無む駄だに気合いの入った声のイリスに手を摑まれて、俺は全身が凍こおりついた。

「い、いや待てイリス？　お、俺ちょっと急に目め眩まいが」

「顔色はとてもよろしいようですわよ？」

　速効でミカエルにつっこまれる俺。

　ていうかシィにいいんちょ、ヨミ先輩まで。お前らどうして俺をそんな哀あわれな目で見る。シィなんか涙なみだ浮うかべてるじゃねえかおい。

「ま、まあ待て諸君。お、俺ほどの男となればこれくらいの高さからの自由落下なんか怖こわくもねえよ？　た、ただ……その……正しい自由落下として、せめて準備体操というか気持ちを落ち着かせるための時間くらいはだな」

「さあ行きますよ！」

　言ってるそばからイリスにぐいっと右腕を引っ張られ。

「いやっほぉ！」

「だから話を聞け────────────────っ！」

　俺は、銃ガン剣ウエポンを抱だきかかえたまま飛空艇の外に放ほうり出された。







　Phase.5『どこへ行く』




　　　　１




　帝てい都とウェルエルベルン。

　通つう称しよう、機工都市。

　大昔の時代には蒸気機関の街として発展して、それが鉄鋼の一大鉱脈が発見されたことから軍事兵器の量産そして人型アンド機械体ロイドの量産に着手。さらに繁はん栄えいしていった。

　中心区には銀色の巨きよ大だい要よう塞さい。

　これが総そう督とく府ふと帝国司令部の本ほん拠きよ地ちだ。

　その外側にある市街地には黒ずんだ鉄色の家屋と工こう廠しようが建ちならび、頭上には無数の電線と鉄パイプが蜘く蛛もの巣状に張り巡めぐらされてる。




　そう聞いていたけれど──




「くそっ、ここもダメか！」

　市街地の公道を駆かけながら俺は吐はき捨てた。

　破壊され、黒い蒸気を吐き出し続ける工廠の鉄パイプ。蜘蛛の巣状に入り組んだ電線もほぼ全すべて切断されて電柱からぶらさがっている。

　──真っ先に電気系統がやられたのか。

　市街地の明かりという明かりが根こそぎ落ちて、機械系統も大半が作動停止。帝都軍人も雇やとわれの傭よう兵へいも、何が起きたのかわからずに判断が遅おくれる。そのうえで機き神しんの襲しゆう撃げきを受けたんだろう。

「イリス、そっちは!?」

「人の気配がありません。銃じゆう弾だんの痕こん跡せきや投げ捨てられた医い療りよう器具は散見されますが、いずれも傭兵部隊のものかと思われます」

　瓦が礫れきの山を崩くずしながら、イリス。

「住民の多くは自宅地下のシェルターに避ひ難なんしたと思われます。敵勢力の狙ねらいが帝都の主要拠点であるため、一いつ般ぱん家屋への攻こう撃げきは優先度が低かったのが幸いでした」

「…………」

「凪なぎ？」

「……敵勢力、か」

　機神であるイリスが、同じ機神である同どう僚りようを敵って宣言する。そう宣言させるキッカケを作ったのは間ま違ちがいなく人間側だ。

　わかっちゃいるけど、やりきれないよな。

「イリス──」

「私、無理なんかしてないですよ？」

　行く手をはばむ瓦礫を取り除きながら、我が家のダ家メ政イ婦ドはそう言った。

「凪が私のこと気き遣づかってくれてるの知ってます。それに、私と同じ機神たちのことを気にかけてくれるのもすごくわかる。凪なら任せられると信じてます。この暴動を止めた後、凪なら一番良いかたちに人型アンド機械体ロイドを導いてくれるって」

「急に話がでかくなったな」

「私に言わせれば序の口です。凪はきっと、もっと大きなことを成しえる人なんです」

　瓦礫をどけ終えて、顔についた煤すすを拭ぬぐう当人。

　しかも、振り返る表情が妙みように自信ありげだから困るよな。

「大ざっぱですが瓦礫は除去しました。瓦礫に埋うもれた負傷者も確かく認にんできませんでしたので、これで安心して進めますね」

「……ああ」

　本当に安心できる。

　人的被ひ害がいが今のところないっていう人間側の幸運が一つ。

　これは機神たちにとってもだ。

　もし人間側に死傷者なんか出てみろ。たとえ事態が沈ちん静せい化したって人型アンド機械体ロイド全体への弾だん劾がいが始まりかねない。首しゆ謀ぼう者しやの機神なんか全員廃はい棄きされたっておかしくない。

「まだ何とかなる。今の段階で止めればまだ解決の手段はある」

「はい」

　力強く頷くイリス。

「先ほど紗しや砂さちゃんから念話がありました。ツァリと共に一体ずつ機神と遭そう遇ぐう。すでに戦せん闘とうが始まっているそうです」

「と言われても場所がわからねえからな……」

　このバカ広い帝都の敷しき地ちからたった六体の機神を探しだす。

　いくら派手に暴れてくれたって、今もそこら中で爆ばく発はつや火の手が上がってる。探しようがない。

「逆に、どうやってチビ聖女たちは機神を見つけたんだ？」

「高レベルの沁しん力りよく波長を感知したと思われます。禁断アマ水晶リリスから受けた沁力は強力ですから、それを目印にしたのかと」

　天を仰あおぐように両手をひろげる機神少女。

「確認できる機神の沁力は六つです。うち二つは、紗砂ちゃんたちの波長も観測できるので、これが戦闘中の機神と判断します。残り四つですが、二つは中心区から離れた帝都最南部で停止中。残る二つが高速で移動中。中心区に向かっている動きが見て取れます」

「その移動中の反応が露ろ骨こつに怪あやしい、か……」

　機神と紫苑しおんのペアが帝国司令部に向かってる。この状じよう況きよう、そして相手の勢力を考えれば自然とそうなるだろう。

　……だけど、なんか引っかかる。

　……動かない二つの反応ってのはどういうことだ？

　六体ってことは剣けん帝ていと紫苑含ふくめ、帝国が保有してる機神全部ってことだろう。そのうち二体は動いてない？　たまたま二体だけ暴動を起こさなかった？　あるいは、暴動を起こしたけど既すでに制圧された後なのか？

「くそ……だめだ。どのみち迷ってる時間がない」

　くしゃっと髪かみをかきむしる。

「イリス、お前なら移動中の二体に追いつけるか」

「今すぐ追いかければ可能です。総督府の手前四十メートル地点での衝しよう突とつが予想されます」

「なら行け。当たりだろうが外れだろうが、どのみちお前以外に追いつける奴やつがいない。俺が一いつ緒しよに走ってたら間に合わねえ」

「──凪は」

「機神と追いかけっこしても勝ち目がない。俺が追えるのは停止中っていう二体の方だろ。そっちの様子を見に行く」

「…………」

「そんな顔するな。心配ならさっさと向こう追いかけてから合流しにこい」

「……わかりました」

　意を決した表情でイリスが身をひるがえす。

「帝都最南部の反応は第九ブロックから依い然ぜん動きがありません。急いで！」

　跳ちよう躍やく。

　少女の姿をした不完全神性機関が宙へと身を躍おどらせた。

　家屋の壁かべを蹴けって隣りん接せつビルの天てん井じようへと飛び移って、そこから建物の屋上を高速で飛び移っていく。俺の視界から消えるまで四秒もかからなかっただろう。

「少しはマシになった、か？」

　思わずそんなことを呟つぶやいてしまった。

　入学してすぐの体力測定の百メートル走で、あれだけ派手にこけて大回転してた奴だぜ。あの時の姿からは想像もできないよな。ほんと。

「──やべやべ、そんな物思いにふけってたらダメだろ」

　頭をふって意識を切り換かえる。

　銃ガン剣ウエポンの安全装置が解除されていることを確認し、俺はイリスと逆の方向に走り出した。機神の反応は第九ブロック。細かい場所まではわからないけど、機神が襲おそうような主要拠きよ点てんだ、現地につけば一目でそれとわかるに決まってる。

「頼たのむから間に合えよ！」

　俺の到とう着ちやくが先か、機神が目的施し設せつを破は壊かいして移動してしまうのが先か。

　瓦礫の散乱した道を駆ける。

　……これが機神の破壊力か。

　アスファルトの地面には大きな亀き裂れつが走り、地面そのものが大きく波打ったまま固まっている。何らかの衝しよう撃げきを受けたと思おぼしき電信柱は真ん中くらいから折れ砕くだけ、そこにつながっている電線もすべて強引に引きちぎられていた。

　家屋の壁も、全壊とまではいかなくても罅ひびだらけだ。

　あとは──

「止まりなさい！」

「っ」

　突とつ然ぜんの声に、俺は反射的に動きを止めて振ふり返っていた。

　真っ赤な髪をなびかせる少女だ。大人二、三人がかりでようやく運べる重ヘヴイ機関マシン銃ガンをゆうゆうと構えて俺の方を見つめて──

「なんだミカエルじゃねえか」

「あ、あら凪でしたのね。どうりで機神にしては動きがノロマだと思いましたわ」

「俺にしては頑がん張ばった方だっての」

　頰ほおを伝っていく滝たきのような汗あせをぬぐう。

　銃ガン剣ウエポンの重さもそうだけど、周りに火の手が上がってるせいで空気が熱い。良くみたらちっちゃな火の粉も無数に浮ういてるもんな。

「でも無事で安心したぜ。ここまで走ってきて誰だれとも会わないから正直気味が悪くなってきたところだったしな」

「わたくしの方は二回ほど傭兵部隊とすれ違いましたわ。ただ、もともと帝都の主力は軍用人型アンド機械体ロイドですし、圧あつ倒とう的てきに人が足りないと嘆なげいていました」

　顔色一つ変えずに肩かたをすくめてみせる彼女。

　ミカエルもそうだけど、五十キロ以上ある重ヘヴイ機関マシン銃ガンを片手で構えながら俺より早く走って、なお余よ裕ゆうっていうのが軍用人型アンド機械体ロイドだ。そりゃあ司令部だって軍事の主戦力を軍用人型アンド機械体ロイドにしたくもなるだろう。

「じゃあ、この事態で動いてるのは司令部の軍人と傭兵部隊だけってか」

「機き神しんが片かたっ端ぱしから暴動を始めたんですもの。軍用人型アンド機械体ロイドを使った結果、それまで暴動を開始したら沈静化は不可能と見込んだんでしょうね」

　そんなところか。

　避難してる住民はともかく、傭兵部隊と出会わないわけだよ。動ける人間部隊はとにかく中央区の総督府に集めてるんだろう。

「ですが紫苑にとってはまさにそれが狙い。目的は司令部でなく、人型アンド機械体ロイドの実験施設である可能性が高いという話でしょう？」

「可能性の話だけどな」

「それでイリスさんの姿が見えませんけれど？　まさかまた迷子？」

「さあな。方向さえ間違わなければ総督府の方に向かってるはずだぜ。二体、そっちに移動してる反応がある。そいつらを抑おさえに行った」

　ピク、とミカエルが片かた眉まゆをつりあげた。

「……そこに紫苑は」

「わからねえ。そんなこと言ったらチビ聖女が戦ってるのが紫苑だって可能性も十分ある。とにかく俺は残りの二体を見つけにいく。お前も来るか？　どうせ機神の場所がわからなくてあてずっぽうで探し回ってたんだろ？」

「う、うるさいですわね！　同行しますわ。同行しますけど、あなた一人では心こころ許もとないから同行するんです！」

　ぷいっと顔をそらす真しん紅くの人型アンド機械体ロイド。

　ほら急ぎなさい──そう言いたげな横目に促うながされ、再び走り出す。先頭が俺、そのすぐ後ろにミカエルが続くという流れだ。

「それで場所は？」

「第九ブロック。帝都の最さい南なん端たんだったかな。そこに二体、何を考えてるのかまったく動きのない機神反応があるんだとさ」

「…………」

「どうした。心当たりでもあるのか」

　そういえばコイツも帝都で造られた軍用人型アンド機械体ロイドなんだよな。俺なんかより帝都の軍事施設について詳くわしくたって不思議じゃない。

「……それは、もしかしてノエシス統とう括かつ工こう廠しよう？」

　地面を蹴ってミカエルが加速。

　一いつ瞬しゆんで俺の真横に立って並走してくる。

「なんだそれ？」

「いえ、別にわたくしも多くは知らないのですが、単に覚えのある施設があるというだけですわ。わたくしと紫苑の開発者の……研究施設が入っていたと聞きます」

「っ！　本当か！」

　紫苑とミカエルは同一の研究者によって造られた。

　けどミカエルは知らない。

　その開発者こそ、機神を眠らざる者ゴーストへと改造した研究者であることを。

「だとすればアタリの可能性はある、か？」

　喉のどにたまった唾つばを飲み下す。

　剣帝と紫苑の狙ねらいは人型アンド機械体ロイドの研究施設だ。俺たちの向かってる場所が眠らざる者ゴーストの研究拠きよ点てんだったとしたら、あいつらは必ずそこに来る。

「でもそこは、軍用人型アンド機械体ロイドのＡＩを研究する施設という話ですわよ」

「表向きの話だろ。実際に機神の反応がそこにあるんだ、行かないって選せん択たく肢しはねえよ。場所覚えてるか？」

「愚ぐ問もんですわね。人型アンド機械体ロイドが一度覚えたことを忘れると思って？」

　不敵な笑えみすらこぼしてミカエルが跳躍。優に数メートルの高さまで飛び上がり、目の前の瓦が礫れきを飛びこえる。

「むしろあなたの方が心配ですわ。遅おくれぬようついてきて」

「くそ、だから俺は人間なんだって！」

　手の甲こうで額の汗をぬぐい去る。

　銃ガン剣ウエポンを抱だきかかえるように小こ脇わきに挟はさみ、俺は瓦礫の山を駆け上がった。あっという間に遠ざかるミカエルの背中を追いかけて、追いかけて、走ること十分近く。

　目の前に、燃えさかる工廠が姿を現した。

「ここか」

　……あー、くそ。まさか最後まで全力疾しつ走そうかよ。

　……機神見つける前から体力消しよう耗もうしてどうすんだかね。

　額からとめどなく流れる汗をぬぐう俺。

　鉄てつ柵さくによって覆おおわれた巨きよ大だいな敷しき地ちに一歩足を踏ふみいれる。サクッ、と軽い感かん触しよくが靴くつ先さきにふれ、炭化した植物が跡あと形かたもなく崩ほう壊かい。風にさらわれて消えていった。

「どっかからか引火した炎ほのおに煽あおられたみてーだな」

「それは見ればわかるでしょうに」

　ミカエルが指さすのは地上三階建て施設の屋上だ。二階を中心に燃え広がった炎が三階をこえて屋上まで到とう達たつ、今も凄すさまじい勢いで炎と黒こく煙えんが拡ひろがっていっているのがわかる。この中に突とつ入にゆうしたとしても長居は避さけるのが無難か。

「場合によっては建物全体が崩壊する恐おそれもありますわね」

「俺も同じこと考えてた。崩壊以前に、煙けむりに巻かれて一酸化炭素中毒とかの方がむしろ危ないからな」

「……ですが、一つ腑ふに落ちませんわね」

　重ヘヴイ機関マシン銃ガンの照準を施設に向けたまま、ミカエル。

「不思議に思いませんか？　この建物、壁へき面めんのいたるところに罅が入っていて、窓ガラスも全壊。よほど強力な爆ばく発はつの余波でも受けたようにも思えるけど──」

「被ひ害がいが軽すぎるってことだろ」

　塗と装そうの剝はがれ落ちた壁面を指さした。

　機神の破壊力が並なみ大たい抵ていのものじゃないことは俺が一番よく知っている。美容体操の一いつ環かんで我が家の壁に大穴を開けるイリスは別格としたって、この前の紫苑の機神術も尋じん常じようじゃない威い力りよくだった。

「機神たちに直接狙われたのなら、この程度の損そん壊かいで済むはずがないんですわ。それこそ原型を留とどめないくらい破壊されていたっておかしくないのに」

「案外、まさにそれが狙いなのかもな」

　乱れた息を整えながら、俺。

「派手に破壊したらさすがに目立つだろ。傭よう兵へいの救護部隊だって数は少ないけど巡じゆん回かいしてるわけだし、そいつらに見つかったら面めん倒どうだ。なら、優先度の低い施設を派手に壊こわして注目させといて、本当に狙いたい施設は適度に破壊。あとは火災で焼け落ちるのを静かに待つ。そうすりゃ邪じや魔ま者もの抜ぬきで目的も達成できる」

「……そうですわね。回りくどい手ですが、それ以外に理由も考えにくいですし」

　不承不承ながらも引き下がるミカエル。

　とはいえ、これも俺の勝手な推測だけどな。そもそも人間と人型アンド機械体ロイドとで同じ発想になるかも怪あやしいもんだ。




「遠からず近からず。しかし目の付け所は良いと思います」




　その声は──

　俺たちが見つめている建物の、まさに正面玄げん関かんからだった。

「お待ちしていました」

　半開きになったまま動かない正面扉とびら。

　そこから顔を覗のぞかせたのは、薄うす紫むらさき色いろの双そう眸ぼうをした少女だった。──いや、それが少女の姿をした人型アンド機械体ロイドであることを俺もミカエルもよく知っている。

「紫苑……」

「アタリか。運が良いのか悪いんだか」

　機神シオン。

　無表情に近い顔つきで、俺たち二人を交こう互ごに眺ながめている。驚おどろいた様子がないってことは、俺たちがここに来るのも予想済みってか。

「機動力のある機神二体を総督府に向かわせれば、そちらも機動力で優位となる不完全神性機関イリスが動くしかない。必然的に、こちらに向かうのが残されたあなた。うまく事も進んだようですね」

「そうかい。で、さっきの遠からず近からずってのはどういう意味だ」

「ノエシス統括工廠をあえて破は壊かいしていないという発想は、正解そのもの。でも、破壊しない理由は別にあります。…………」

　そこまで言って紫苑が口をつぐむ。

　彼女が横目に見つめるのはかつての同どう僚りよう、真紅の髪をした人型アンド機械体ロイドだ。

「ミカエル、あなたがここに来たのは誤算でした。なぜ来たのです」

「あなたを止めるためですわ」

「……ミカエル、あなたはいつだってそう」

「？」

「二人とも、どうぞこちらへ」

　着物をひるがえして隙すきだらけの背中を向ける機神。

　あまりの無防備っぷりに俺とミカエルが逆に警けい戒かいするのにも構わず、本人はいとも優美な足の運びで先へ先へと進んでいってしまう。

　建物の内部へと。

「この建物が建設された目的、知っていますか」

「……そりゃ俺に聞いてんのか？」

　ミカエルから聞いたばかりだ。ミカエルと紫苑の開発者が在ざい籍せきしたこともある研究所で、軍用人型アンド機械体ロイドのＡＩが研究されていたところだと。

「あなたがミカエルから聞いて知っているとすれば、この施し設せつが人型アンド機械体ロイドの研究に使われていて、そして私の開発者がここの研究主任であったことくらいでしょうか」

「まるで何かまだあるって言い方だな」

「一いつ般ぱん公開されている情報としてはそれが全すべてです。ただし、私の開発者が研究主任として研究していたのは、もっと別のもの」

「……想像はあらかたできてる」

「そうでしょうね。だからこそ、私も剣けん帝ていもあなたを待っていました」

　細かい瓦礫の散った通路を進んでいく。

　壁かべには無数の亀き裂れつがはしり、天てん井じようからは今も細かい粉ふん塵じんがパラパラと落ちていってるのがわかる。

　……放水した跡あとがあるってことは。

　……自動消火施設が作動してなかったら今いま頃ごろここも火の海か。

　床ゆかのところどころに大きな水たまり。

　機き神しんシオンはそれを意にも介かいせずまっすぐ進んでいく。水たまりに触ふれているはずなのに、彼女が歩いた後には波は紋もん一つ生じていない。

「紫苑、どこまで歩かせるつもりですの」

「罠わなを警戒しているのなら何もありません。どのみち、この施設もじき火の海に沈しずんで崩くずれ落ちるでしょうから」

　振ふり返りもせずに応こたえる着物姿の少女。

　折れ曲がった通路を何度となく曲がってさらに建物の奥へ。これまでにいくつも研究室らしき部屋があったにもかかわらず、そっちはまるで眼中にない様子だ。

　そして。

「つきました」

　粉々に破壊された扉の前で、彼女が不意に立ち止まった。

「ここがメインとなる研究室です。既すでに剣帝が破壊した後ですが、私たちの足あし下もとでひしゃげてる扉、相当に分厚くて頑がん丈じような造りになっているのがわかると思います」

　両開きの機械扉。

　右側の壁面にはカード認にん証しよう機き。そのすぐ真下のボタン式解除装置と繫つながってるってことは、職員カードを差し込んで、さらに一定時間で解除番号を入力しないと開かない仕組みなんだろうな。

「面おも白しろいと思いませんか。入口の扉にも同じような認証式セキュリティがあって職員しか入れないはずなのに、ここにもう一つ厳重な扉が用意されている」

「それで？」

「それくらい情報管理の必要性があったというわけです。どうぞこちらへ」

　足下の扉を踏みこえて部屋の内側へ。

　壁かべ際ぎわにずらりと並べられた十を超こえる巨大な水すい槽そうたち。赤、青、乳白色など。全て挙げればキリがないくらい多様な色の溶よう液えきに満たされている。

　……なんだ。

　……この不気味なビーカー、いったい何に使われてたんだ？

　ヨミ先せん輩ぱいから機械工学のイロハを学んで、イリスを修復する時にも自分なりに勉強したはずが、そんな俺でもまったく用よう途とがわからないってどういうことだ。

「────っ、凪、アレを！」

　ミカエルの絶ぜつ叫きよう。

　その悲鳴に促うながされるまま部屋の奥へと向き直って……俺は、自分の目を疑った。

　……いや。

　……それ以上に帝てい国こくが正気なのかと疑った。




　巨大な水槽によって『培ばい養よう』されている、一体の幽ゆう幻げん種しゆがそこにいた。




「……これが」

　喉のどが渇かわいて声がうまく出せない。

　真っ青な溶液の中に沈んでる濃こ紫むらさき色いろの獣けものから目が離はなせなかった。

「これが、帝国司令部が俺らに黙だまって開発を進めてた研究だっていうのかよ」

「想定外ですか？　ここで眠らざる者ゴーストの研究が行われていたことについて想定の内ならば、目の前の水槽についても予想が及およぶはずですが」

　コツンと水槽のガラス部をたたいてみせる紫苑。

「眠らざる者ゴーストとは人型アンド機械体ロイドに沁しん力りよくと魔ま笛てきの両方を宿らせる実験。つまりは魔笛を支配下におく実験です。そのために必ひつ須すとなるものがあるでしょう」

「幽幻種の魔笛……か」

　そこでこの水槽が意味を持つ。幽幻種を捕とらえ、その魔笛を採取し、機神に取り憑つかせていたんだ。

「私も知ったのはごく最近ですが、この幽幻種、研究者内では『眠ねむり仔ご』と呼ばれていたそうです。眠らざる者ゴーストの対比となる皮肉な名前だと思いませんか？」

「そんなことより危険じゃねえのかよ！　そいつが今すぐにでも動き出したら──」

「どうせ衰すい弱じやくしきった個体です」

　機神の表情は変わらない。

「この施設のエネルギー基き盤ばんは破壊しつくしました。水槽内の環境維い持じ機能も停止を確認しましたし、あと数分もたたず、この眠り仔も消しよう滅めつするでしょう」

「なるほどね。だけど、なんでそんな回りくどいことするんだよ。火が回るのなんて待つ必要なんてねぇだろうが。建物の外からぶっ潰つぶすことだってできただろ」

　研究所に入る前からの疑問だ。

　ここが眠らざる者ゴーストの研究場所で、ここを消滅させるのが機神たちの最大の目的だという。なのになぜ、わざわざ自然崩ほう壊かいを待つ？

「…………」

「黙ってないで答えろよ。それとも、まだ何か企たくらんでるのか」

「私の手で壊こわしたくなかった」

「？」

「言ったでしょう。ここは私の開発者おやの研究施設です。方法こそ……納なつ得とくできないけれど、研究目的は幽幻種を世界から除去するためでした。寝ねる間も惜おしんで研究に身を費ついやしていた姿を私は見てきたのです」

　並び立つ水槽。

　それを見上げる紫苑の表情は、むしろ愛いとしげでさえあった。

「人型アンド機械体ロイドのためには破壊しなくてはならない。だけど、ここには私の開発者おやの日々が宿ってる。その軌き跡せきを壊すような真ま似ね……私にはできない」

　轟ごうッ！

　機神の周囲に舞まい上がる無数の火花。

「機神術!?」

「あとは火の手が進むのを待つのみ。思い出が燃え上がる最後の瞬しゆん間かんを見届ける。それが、私がここに留とどまっていた理由です」

　ぼんやりと天井を見つめる機神。

　……壊したくないけど壊さなくちゃいけない葛かつ藤とうか。

　……噓うそじゃなさそうだな。

　古コ代ロ競シ技ア場ムでも似たようなことを言っていた。開発者おやが部屋に吊つっていた風ふう鈴りんの音が懐なつかしい。懐かしいから、自分もその真似をしているのだと。

「────」

　と。

　不意に、紫苑が水槽の裏側を指さした。

「剣帝は奥の通路を先に進んだ部屋にいます。今ちょうど、眠らざる者ゴーストに関かかわる全ての資料を消去しているところでしょう。この資料の全てを断つのが私たちの目的。これさえ遂とげれば、もう二度と眠らざる者ゴーストは生まれない」

「へえ？　でもなんで俺に教えるんだ？」

「今から走れば間に合うかもしれません。眠らざる者ゴーストの開発記録とはいえ、人型アンド機械体ロイドの研究としても最さい先せん端たんの実験資料です。中には不完全神性機関イリスの機能拡張に活いかせる実験もあるでしょう」

「……阿あ呆ほう」

　右みぎ肩かたに銃ガン剣ウエポンの重みを感じながら、俺は紫苑の真横を通りすぎていった。

「言ったはずだぜ。帝国には俺が文句言いにいってやる。なのに俺がその実験に手ェ出したら文句も何もないだろうが」

「では、なぜ向かおうと？」

「クソいけすかない奴やつがそこにいるからに決まってんだろ。お前、自分の開発者は大事だって言ったよな」

「それが？」

「アイツはヨミ先輩に手を出した。あの人ほど人型アンド機械体ロイドのことを想おもってる開発者はいない。だけど剣帝の野や郎ろうはそれを踏ふみにじった。それだけは……それだけはな、どんなことがあってもしちゃいけないんだよ。だからぶん殴なぐる。殴った上でヨミ先輩のとこに連れてって土下座させてやる」

「…………」

　彼女は何も言わない。

　ただじっと、通りすぎる俺の横顔を見つめていた。

「ミカエル、お前は」

「わたくしはまだ話したいことが残っています。終わったら追いかけますから、それまでくれぐれも先走らぬよう」

　重ヘヴイ機関マシン銃ガンの照準を紫苑へと向けたまま、ミカエル。

　周囲に浮うかぶ火の粉に照らされて、その真しん紅くの髪かみがなお鮮あざやかに輝かがやいていた。

「死んだら許しませんよ？」

「死なねぇよ。軍アカ学校デミー帰ったら全身メンテナンスの約束しただろうが」

「～～～っ!?　で、ですから、なぜそれを紫苑の前で言うんですかこのバカ！　バカ！　こっち気にしてないでさっさと奥に進みなさい！」

　あ痛いて。

　足下の瓦が礫れきを投げつけてくるミカエル。俺はそれから逃にげるように駆かけだして、二人のいる部屋を飛びだした。

「……さて、こっからは一人旅ってか」

　照明のついた廊ろう下かを歩きだす。

　さっきの通路は非常灯が残ってたのに、こちらは完全な闇やみの中だ。さっきの通路で非常灯は生きてたから、こっちの通路は災害用の電源ケーブルが切断されてるんだろう。

「しまったな。暗視スコープでもあれば良かったけど」

　あいにく荷物は手て一いつ杯ぱい。

　重さを増した銃ガン剣ウエポンと、その予備弾だんだけだ。それ以外は全すべて置いてきた。

「っと、ここは」

　二メートル先の視界もままならず、壁際の所内図をじっと凝ぎよう視しする。

　ここの通路を進んだ先に巨きよ大だいなフロア。第二隔かく離り研究室──ここが紫苑の言ってた場所だろうな。あとは物品管理庫と資料室と、あと一番小さい部屋が電源管理室か。

　剣けん帝ていの場所は間ま違ちがいなく第二隔離研究室。

　行き先を確かく認にんして再び歩きだす。が、三歩も歩かぬうち、俺は猛もう烈れつな勢いで振ふり返ってもう一度所内図を凝視した。

　物品管理庫に……資料室に……電源管理室。

　三フロアの名前を何度も見返して、見返して、一つのイメージが組み上がっていく。

「繫げられる……か？　だとしたら重要なのが設定時間で、……アレがこうなって、うまくタイミングが合えば……」

　闇のなか、俺は一人呟つぶやいた。

「三十分ってところか」
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　真っ青な視界。

　薄うすく引きのばされた靄もやのような雲が、飛空艇ていの翼つばさに切り裂さかれて千切れ飛ぶ。その真下には鉄色の大都市──帝てい都と。

　宝ほう条じよう軍アカ学校デミーではお目にかかれない高層ビルや巨きよ大だい施し設せつが建ちならんでいると聞くが、この高空域から見下ろすそれは豆まめ粒つぶにも満たない大きさだ。

「……なぎせんぱい、飛び降りちゃった」

　一瞬で点のように小さくなった凪を見下ろし、シィは呆ぼう然ぜんと呟いた。

　パラシュートもつけずにこの高さから自由落下。いや墜つい落らくと言った方が正しいのかもしれない。

「見事な自由落下だったな。ミカエルのパラシュートは無事に開いたみたいだが」

　非常扉の真横に立ち、一人冷静に真下を見下ろしてるのはいいんちょだ。

　こちらは突とつ風ぷうにあおられて眼鏡が飛びそうになるのを片手で押さえ、もう片方の手でヨミの車いすを器用に支えている。

「凪の方は──」

「せ、せんぱいだって無事ですよ！……たぶん。イーちゃんもついてるし」

　つむじ風に舞い上がる横髪を手で押さえつける。

　とにかくここは風が強すぎる。まともに目も開けていられないほどだ。それに、この真下の帝都では今も六体の機き神しんが暴れているという。たとえこの高さだって一か所に留まっていれば標的にされる危険性もある。

「と、とにかく非常扉を閉めますです。風が強いうえにすごく冷たいし、あまり当たってるとヨミだって身体からだに──」

「待って」

　シィが非常扉の取っ手を摑つかんだ直後、真横から伸のびてきた別の手に制服の裾すそを引っ張られた。

「……ヨミさん？」

「お願い、もうちょっとだけ見させて」

　眼下の帝都。

　非常扉ギリギリに車いすを寄せて、彼女は車いすから身を乗りだした。

「────」

「あ、危ない！　それ以上身を乗りだすと落ちますって！」

　いいんちょが上半身を支えていなければ本当に落下していたかもしれない。身体の半分以上を機外に晒さらしてなお、まだヨミはさらに前へ前へと首を伸ばし、そして真下に広がる大都市を見下ろしていた。

　大都市の、ある一点を。

「ど、どうしたんですかヨミさん。おいシィ、支えるの手伝ってくれ。俺まで一いつ緒しよに落ちそうだ！」

「────いる」

「へ？」

　呆あつ気けにとられた顔のいいんちょ。

「いいんちょ君、まだそっちパラシュートある!?」

「そりゃ軍用機だし在庫はたっぷりありますが……え、ま、まさか俺にもこっから飛び降りろとか勘かん弁べんしてくださいよ！」

「あたしが降りる」

「はい？」

「やっぱりだめ。あたしだってマグナに会って話がしたいの」

　車いすから立ち上がり、よろよろとふらつきながらヨミが歩きだす。が、それも数歩ともたずに小さな悲鳴を漏もらして床ゆかに膝ひざをついてしまう。

「だ、だめですヨミさん。なぎせんぱいとイーちゃんに任せればきっと……」

「……そうじゃないの。任せるとか、任せないとか」

　あわてて駆けよって身体を支える。

　それでも、全身を小刻みに震ふるわせながら彼女の目は諦あきらめていなかった。あくまでまっすぐ正面を──後部座席に取り付けられている緊きん急きゆうパラシュートを睨にらみつけていた。

「あたしはマグナの開発者おやだから。あたしが許してあげないと、誰だれに許されたってマグナは孤こ独どくなままだから……」




　　　　[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]




　赤く輝く灯火。

　小さな小さな火の粉が宙を舞まい、部屋の壁かべ、天てん井じようへと付着しては消えていく。

　──ぼっ。

　弾はじけた炎ほのおが頰ほおに、そして背中にあたるのを感じる。

　けど、それだけだ。

　鉄の身体でできた自分には意味がない。痛みも熱さも感じない。わたしは人型アンド機械体ロイド。わたしは、人間とは違うんだから。

「……久しぶりですわね。こうして二人で話すのは」

　重ヘヴイ機関マシン銃ガンの銃じゆう口こうを天井へと向け、ミカエルは目の前の元同どう僚りように声をかけた。

　紫苑。

　いや、今は機神Orbieオービエ Sion・シオン【真実契けい約やく者】か。

　ミオ山脈で機神となった人型アンド機械体ロイド。

　ミオ山脈で、自分から機神となる権利を奪うばい取った人型アンド機械体ロイド。

「わたくしが何を話したくてここに来たか、当然わかっているかと思いますが」

「……凪に全身メンテナンスをしてもらうこと？」

「ち、違います！　断じて違います！」

　条件反射的に首を横に振ってしまう。

　──その一瞬の隙すきに。

「ミカエル、そんなに彼を気に入ったのですか？」

　機神シオンは目の間に迫せまっていた。

　互たがいの前まえ髪がみと前髪がふれあうほど、鼻先と鼻先が触ふれあうほどの距きよ離りにまで。

「っ！」

「わかっているはずですよ。彼にあなたの整備なんかできっこないって」

「なにを突とつ然ぜん！」

　慌あわてて跳とび下がって距離をとる。

「あなたの構造は私と同じ。つまり機神の整備ができるだけの技量がなければ全身メンテナンスなんてできない。彼にはまだそこまでの技術も知識もないでしょう？」

「…………」

「今だってどうせ、人型アンド機械体ロイドの定期診しん断だんもサボってセルフチェックだけで済ませているんでしょうに。……それとも、そんなにまで彼を気にかけているのですか？　あんなに開ナザ発リエ者ル以外の人間に触れられることを嫌いやがっていたあなたが」

「それは紫苑、あなたも同じでしょう」

「私の診断はヨミに任せていました。流石さすがの一言です。あなたも素す直なおにヨミにお願いすればいいのに。彼女なら喜んでやってくれますよ」

　ふりそそぐ火の粉をそっと手のひらで受け止める機神。

　まとう薄うす紫むらさき色いろの着物も耐たい火か性の生き地じで編まれているのだろう。これだけ火の粉を浴びてもまったく燃え上がる気配がない。

「凪だってイリスさんを修復した実績がありますわ」

「それは不完全神性機関イリスの制作者がヨミだからです。かつてヨミに師事した経験で、ヨミの造った機神もかろうじて構成を把は握あくできた。でもミカエル、あなたは違います。あなたは凪と無関係の人間によって造られた。そのメンテナンスに求められる知識は、不完全神性機関イリスのメンテナンスに求められるものとまるで違う」

「その通りですわ」

「なら、なぜ？」

　問いかける紫苑。

　それは困こん窮きゆうさせるための詰きつ問もんでなく、ただ純じゆん粋すいにこちらの真意を求めての疑問。彼女の曇くもりなき双そう眸ぼうがそう教えてくれる。

「紫苑、あなたの発想がそもそもわたくしと逆だからです」

「？」

「わたくし、凪がわたくしの全身メンテナンスを初見で完かん璧ぺきに成功させるなんて、そんなの最初からこれっぽっちも考えていませんのよ。あの素行不良人生常時転落中の男が、よりによってこの超ちよう繊せん細さいな人型アンド機械体ロイドを理解できるはずないでしょう」

　訝いぶかしげにこちらを見つめる機神。

　それと対照的に、ミカエルはわざと意地悪げな笑えみを浮うかべて続けた。

「でも良いのです。一度で成功しなくていい。二度、三度、試し行こう錯さく誤ごを続けていくうちに、いくら物覚えの悪い彼でもいつか成功する時がくる。それでいいのですわ。たしかに凪は、ヨミやわたくしたちの開発者おやのような天才肌はだではない。だけど、もっと大事なものを持っている。そんな気がしませんか？」

「何を？」

「お人好しであること。彼ほど、打算抜ぬきで人型アンド機械体ロイドのために親身に、真しん剣けんに、身を投げ出せる人間をわたくしは知りません」

「…………」

　次は紫苑が押し黙だまる番だった。

　……黙もくして次の言葉に詰つまっている。

　……それはつまり感じることがあるということの証しよう拠こですわよね？

　ならばまだ間に合う。

　自分の言葉は届く。紫苑だってまだ、ヨミや凪のような人型アンド機械体ロイド思いの人間がいることを自覚しているんだ。

　まだやり直せる。

「ミカエル、いい人間に巡めぐり会えましたね」

　紫苑がゆっくりと面おもてを上げる。

　そこにはわずかな微び笑しようがこぼれていた。

「本当に、軍にいた時よりずっと楽しそう」

「ええ。ですからわたくし余計に頭に来てるんですの。人間の言う『激げき怒ど』という感情を、これほど身近に感じたことは初めてですわ」

　重ヘヴイ機関マシン銃ガンを振ふり上げるや、その銃口を突つきつけた。

　重量五十キロ超。人間の傭よう兵へいならば二人がかりでかろうじて持ち運べる武装であっても、人型アンド機械体ロイドの膂りよ力りよくならば片手の操作とて造作もない。

「紫苑、もうやめなさい！　同じ人型アンド機械体ロイドとして、あなたが暴れるのをこれ以上見過ごすことはできません！」

「それは聞けません。私も相応の決意あっての行動です」

「ならば力ずくで捕とらえるだけですわ」

「人型機械体あなたが？　機神わたしを？　それは無理です。どれだけの格差があるかわかって言っていますか」

　しゃらん、と鳴り響ひびく涼すずしげな音。

　紫苑の着物の袖そでに左右一つずつ、裾すその端はしに左右一つずつ吊つり下げられた風ふう鈴りん。音波兵器でも通信装置でもない。ただの硝子ガラス製の鐘鈴だ。

　……変わりましたね紫苑。

　……一いつ介かいの軍用人型アンド機械体ロイドであった頃ころはそんなもの付けていなかったのに。

「ミカエル、知っていますね。一いつ般ぱん的な軍用人型アンド機械体ロイドと機神の戦力差は──」

「たかだか１２５０倍。それが何ですか」

　こちらの思おも惑わく全すべてを見み透すかすような神秘的な紫苑の瞳ひとみ。

　それを、ミカエルは鼻で笑って突き返した。

「あなたを止めます。それが元同僚としての責務だから」
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　燃えさかる炎。

　真っ赤な輝かがやきが周りにある紙の資料も機械設備もすべて吞のみこんで、さらに黒みを帯びた紅ぐ蓮れんとなって壁と天井までも焼き焦こがしていく。

　第二隔かく離り研究室。

　広さは二十メートル四方だろう。一ルームの研究室としてはかなり広い部類だが、先と同じ巨きよ大だいな水すい槽そうが壁かべ際ぎわに並んでいるせいで感覚としてはだいぶ狭せまく感じる。水槽以外のスペースを考えれば十四、五メートル四方というところだろう。

　そして、その中央に奴やつはいた。

「遅おそかったな」

　黒のコートを羽織った機き神しん。

　鋭するどい眼光を宿した黒い瞳に、光を反射しない鳶とび色いろの長ちよう髪はつ。

　成人男性よりも頭半分は高い長身瘦そう軀く。年ねん齢れいは二十代中なか頃ごろだろうか。眉び目もくのととのった白はく皙せきの面おも立だちながら、表情はどこか哀あい愁しゆうを感じさせる。

　Hecktヘケト Magna・マグナ【剣けん帝てい】。

　ヨミ先せん輩ぱいの造った最初の人型アンド機械体ロイドであり、最初の機神。

　帝てい国こくの最大戦力と言われていた。

「紫苑に足止めでもされていたか？」

「やたら長ぇ昔話を聞かされはしたけどな」

　銃ガン剣ウエポンを掲かかげて剣帝を睨みつける。

　俺の立つ場所は部屋の入口。これ以上は不用意に近づけない。本音を言えば、アイツの機動力を考えたら百メートル離はなれてても足りないくらいだ。

「で、何だよ。結局はてめぇも眠らざる者ゴーストの実験を受けたんじゃねえか。てめぇが沁しん力りよくと魔ま笛てきを両方使えんのもソレがきっかけなんだろ？」

「……紫苑め」

　剣帝の双眸が剣けん先さきのごとく細く、鋭くなった。

「あいつがそこまで話したか。なるほど、それは話が長くなるわけだ。──が、それももはや関係ない。この研究所さえ墜おとせば眠らざる者ゴーストは生まれない。俺のように実験体となり犠ぎ牲せいになる機神も人型アンド機械体ロイドもいなくなる」

「ああ。ずいぶん派手に燃やしてるみてえだな」

　研究室の奥で燃えていた炎ほのおが次々と引火して、その強さを増していく。業火の中心で燃えてる資料や機械にいたっては既すでに黒く炭化してるのも見て取れた。

　──もう眠らざる者ゴーストは生まれない。

　──その意味では、既に計画は目標達成ってわけだ。

「これで満足か」

「なに？」

「満足かって聞いてんだよ。てめぇの言うとおり眠らざる者ゴーストは生まれない。施し設せつは燃え落ちて、資料も記録も全ぜん滅めつだ。これ以上の成果はねえよ。その意味じゃてめぇの勝ちだ」

「……何が言いたい」

「もう暴れる理由はねえんじゃねえのか？」

　燃えさかる炎を指さして俺は続けた。

「紫苑から聞かされて話も事情もだいたいは理解した。機神がわざわざ帝国を裏切ったことに理由があることもわかった。だから、この研究所が焼け落ちようが、研究が台無しになろうが俺も知ったこっちゃねえ。むしろ、あんな気色悪ぃ奴らがこれ以上量産されなくなって良かったくらいに思ってる」

「…………」

「だから、もういいんじゃねえのか？　眠らざる者ゴーストについては俺も頭に来てる部分がある。てめぇらの言いたいことは司令部に文句言いにいってやる。だからてめぇらは止まれ。これ以上続けたって互たがいに溝みぞが深まるだけだ」

「紫苑はそれに応じたか？」

　冷たく、硬かたく。

　黒コートの機神の声こわ音ねはさながら鋼鉄そのものだった。

「お前のことだ、紫苑にも同じことを伝えたんだろう。だがどうだ？　紫苑が素直に首を縦に振って応じたか？　頷うなずくわけがない」

「────」

「敵である幽ゆう幻げん種しゆの魔笛を支配下におく実験。帝国にとって眠らざる者ゴーストは最大の秘ひ匿とく事じ項こうであり、最後の切り札だった。お前も先さきの部屋で水槽の幽幻種を見たな。その時、万が一にでも暴れださないかと不安が脳のう裏りをよぎったはずだ」

「……ああ」

「暴れたのさ。何度も何度も。今の完全昏こん睡すいに到とう達たつするまで何度も実験はくり返された。安定したと思った一時間後には水槽を破って逃にげだすのも日常だった。そしてそのたびに、犠牲になったのは軍用人型アンド機械体ロイドだ」

　幽幻種を捕ほ獲かくするのは、単に消しよう滅めつさせるより遥はるかに難しい。

　暴れる幽幻種を取り押さえるために、一度にどれだけの軍用人型アンド機械体ロイドが出動を命じられ、そして犠牲になったのか。

　その場面を剣帝は目もく撃げきしてしまった。

「今の俺は、その何十体何百体という仲間の犠牲の上にある。強制的に眠らざる者ゴーストの被ひ検けん体に選ばれた挙げ句、そうと知った時の苦く悩のうなどお前には理解できまい？」

「…………そうだな」

　奥歯を嚙かみしめる。

　いまだかつて、これほど頷くことに抵てい抗こうを感じたのは初めてだった。頷くということは、同時に、帝国領に住む人間の一人として帝国の所行を認めるということになる。

　……俺は。

　……俺たち人間は、そんな犠牲の上で一時の安息を得ていたわけだ。

「だけどよ、もうその眠らざる者ゴーストは生まれない。実験施設もこうして燃えていく。それでも止まれないのかよ」

「無理だな。眠らざる者ゴーストもこの施設も、病びよう原げん菌きんの生み出した症しよう状じようの一つ。とどのつまり、帝国司令部というウイルスが残っているかぎり、たとえ眠らざる者ゴーストでなくても似たような研究はいくらでも生まれてくる」

「ああ、そうかい」

　間ま違ちがってはいない。

　この研究所が原因なんじゃない。人型アンド機械体ロイドにとっては長年仕えてきた帝国そのものに裏切られたといって過言でないんだ。

「だからヨミ先輩も同じ括くくりで、憎にくき帝国の一員てわけか」

「…………」

　沈ちん黙もくする黒の機神。

「ヨミは、違う」

「違う？」

「……くだらん。俺は紫苑と違う。何から何まで話す気など毛頭ない」

「は、黙りたいなら黙ってろ」

　大きく息を吐はく。

　そして、俺は銃ガン剣ウエポンの銃じゆう口こうをまっすぐ突きつけた。

「だがな、てめぇはヨミ先輩を傷つけた。眠らざる者ゴーストとは無関係の先輩をだ。その事実だけで土下座一億回でも足りねえよ。絶対、ボコボコにぶん殴なぐってヨミ先輩のとこに連れていって謝らせる。それだけだ」

　剣帝は無言。

　その両手に握にぎられた黒の刀とう剣けんだけが怪あやしく光を反射している。

「その銃ガン剣ウエポンが今さら俺に通じると思うのか」

「さあな？」

　……古コ代ロ競シ技ア場ムじゃ紫苑には一発も擦かすりもしなかった。

　……当然、その情報くらい聞いているはず。

　それでいい。

　それでこそ勝機がある。

「────」

　無言で、剣帝が無造作に歩いて距きよ離りを詰つめてくる。

　俺の銃じゆう弾だんなんか余よ裕ゆうでかわせると確信していて、けれど走ってこないのは、それでも万が一を考えて警けい戒かいを怠おこたってないわけか。

　──願ったりだ。

　一歩、また一歩、燃えさかる炎を背景に機神が近づいてくる。そして彼ひ我が十メートル。その線を剣帝が踏ふみ越こえたと同時、引き金を弾ひいた。

　爆ばく音おん。

　強きよう烈れつな反動が痛みとなって右みぎ肩かたを走り抜ぬける。

「なにっ」

　刹せつ那な、剣帝が小さく声を上げた。

　カノン砲ほう級の弾丸。当たれば戦車の装そう甲こうだって撃うち抜く超ちよう火力を紙一ひと重えで避よけようとした機神が、それを避けきれず正面から被ひ弾だんした。

　轟ごうっ！

　着弾した空間が破は裂れつし、機神本体が大きく壁際まで吹ふき飛んだ。炎と亀き裂れつで脆もろくなった壁に大穴を開けてさらに後方へと吹っ飛んでいく。

　濛もう々もうと舞まい上がる埃ほこりと散乱する瓦が礫れき。

「──立てよ」

　当たった！

　歓かん喜きにも近い衝しよう動どうをこらえ、押し殺した声で俺は続けた。

「どうせ余裕綽しやく々しやくで立ち上がってくるんだろ。俺だって機神が一発で倒たおせるなんて思っちゃいねえさ」

「……そうでも、ない」

　奥の壁に空いた大穴から瓦礫を蹴け散ちらす音。

　案の定というべきか、すぐに黒の機き神しんはそこから姿を現した。

「機神といえど本体構造は軍用人型アンド機械体ロイドのままだ。対戦車砲以上の砲撃を浴びれば機神とて危あやうい。そう、当たりさえすれば」

　胸の前で交差させた黒の双そう剣けん。

　かわせない。そう判断して咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよしたってことか。

「油断したつもりはなかったが……どういうことだ？　紫苑からの情報と違う？」

「いーや。古コ代ロ競シ技ア場ムの時と何一つ変わっちゃいないぜ」

「？　馬ば鹿かな。紫苑にかわせて俺がかわせないはずがない」

　機神の中でも最上位の反応値と機動力。

　それを俺だって否定する気はまったくない。今の一撃だって、かわせないと判断してからの防御で完かん璧ぺきに防御されるのは計算外だ。

　──タネを知られるまでが勝敗を分かつ。

「いったい何をした」

「知るかよ」

　言い捨てるや真横に駆かける。剣けん帝ていを中心に弧こを描えがくがごとく疾しつ走そうし、その真横からもう一発。

「っ！」

　再び身をよじってかわそうとする機神。

　が、その反応も間に合わず、今度こそ左肩口のコートが被弾。コートの一部が木こっ端ぱ微み塵じんに千切れとび、左肩から肘ひじまでの人工肌はだが露ろ出しゆつする。その人工肌すらラバー部分が焼け焦こげて、銀色の金属部が痛々しく覗のぞいて見える。

「人間なら左腕が裂れつ傷しようおよび火傷やけどってとこか」

「そうだな。が、あいにく俺の機能を制限するほどではない。戦せん闘とうに影えい響きようないレベルだ」

　コートの左肩に手をかけるや、それを強引に引きちぎってみせる。

　ぼろぼろになった部分はむしろ邪じや魔まってわけか。

「時間差」

　ぽつりと剣帝が呟つぶやいた。

「ほんのわずかだが、今、時間差があった」

「へえ。何の？」

「お前が引き金を弾くより早く銃弾が発射された。俺が避けられなかった理由だ」

　さすが。

　──つっ、と額から冷たい汗あせがしたたり落ちていく。

　たった二発でこれだ。おそらく三発目には、もう。

「どんな小細工だ」

　剣帝が地を蹴けって加速。

　止まる気配すらない。コイツ、俺の手元を監視する気で距離を詰めてきやがった！

　撃つか、踏みとどまるか。

　逡しゆん巡じゆんは一いつ瞬しゆんだった。ここで撃たずに留とどまれば一瞬で距離を詰められて斬きりふせられる。銃弾の秘密が看破されるのを覚かく悟ごで引き金に力をこめて──

「はっ！」

　剣帝が吼ほえた。

　眼前まで迫せまった弾丸を双剣でたたき落とし、さらに連続で射撃した二発目までも真横に跳ちよう躍やくして回かい避ひする。

「かわしたっ!?」

「いざ観察してみれば簡易な仕し掛かけだな」

　砂すな埃ぼこりを巻き上げて床ゆかに着地する剣帝。

「お前の銃弾は引き金で撃ってはいなかった。その左手に隠かくした端たん末まつ機きで遠えん隔かく発射しているわけだ」

「バレたか」

　銃ガン剣ウエポンを支えていた左手を開く。

　──カラン

　子供でも手に隠せるくらい小型なボタン付端たん末まつ。

「右手で引き金を弾くのはフェイント。俺からすれば発射されるべきタイミングで銃弾が飛んでこない。タイミングを逸いつした隙すきをついて左手の端末で発射していたわけだ」

「まあな。悪くない案だろ」

　銃弾の初速６００メートル毎秒。

　距離十メートル圏けん内ないなら発射から着弾まで理論値０・０１秒。機械の電気信号による反射だろうが絶対にかわせない極小時間だ。それをかわされた時点で予想はついていた。

　たとえ機神とて銃弾の発射を見てかわせるはずがない。

　ならば何を見て銃弾をかわしていたのか──

「当然、見てたのは俺の引き金だよな」

「今さら頷うなずくまでもない」

　飄ひよう々ひようと答える機神。

　そう、銃は引き金を弾いて撃つものだ。だからこそ引き金を弾くタイミングさえずらせば、たとえ剣帝とて迫り来る銃弾をかわすことは難しい。

　そう考えて俺は引き金を二つ用意した。

　銃ガン剣ウエポン本体の引き金はフェイク。本命が左手に隠し持った遠えん隔かく端たん末まつ機きだ。これならどんな機神も欺あざむける。そう思っていたんだけれど……

「紫苑には無意味だったようだな」

「あんなにヒラヒラ細かく動かれて当たるかよ」

　発射のタイミングどうこうじゃない。まるで蝶ちよう々ちようのような紫苑の動きに照準が絞しぼりきれず当たらなかったのが古コ代ロ競シ技ア場ムでの戦いだった。

「なるほど。紫苑の『銃ガン剣ウエポンの腕は失しつ笑しようレベル』という情報はそれか」

「うるせえ」

　地に落ちた端末機を踏みつぶす。

　──バチッ。

　わずかな電光を発して部品が砕くだけ散り、炎ほのおの迫る床を転がっていく。

「小細工はお終しまいか？」

「どうせ二度ときかねぇだろ。ならあっても邪魔なだけだ」

　距離を空けようと後方へ跳とび下がる。

　が、それより早く剣帝は地を蹴っていた。

　一直線にこちらへ突とつ進しん、かと思いきや突然にルートを変えて真横へ跳躍。壁かべ際ぎわの水すい槽そうの間を縫ぬうようにジグザグに距離を詰めてくる。

　こいつっ!?

　今までの直線的な軌き道どうじゃない。紫苑の舞まいが回かい避ひに有効だと判断して、より照準が狙ねらいにくい複雑な疾走に切りかえやがった。

「そこだ！」

　一発、二発。

　続けざまに発射するも、銃弾は剣帝の残像を穿うがって後方の壁に大穴を空けるだけ。三発、四発目も、コートの端はしをかすめて後部の水槽を破裂させるので精せい一いつ杯ぱい。

「くっ」

「確かに。機械技師としての腕と比べて射撃は話にならないな」

　天てん井じようすれすれの高さまで飛び上がる機神。かと思えば、コートをひるがえして天井を蹴りつけ、真横の壁から床、床から壁へと高速で部屋を駆け回る。

　俺の周りを何周も何周も。

　くそ、どうすんだ。紫苑ほど複ふく雑ざつ怪かい奇きな動きじゃないが、機神の機動力で縦じゆう横おう無む尽じんに動き回られたら人間の動体視力じゃとうてい捉とらえきれるものじゃない。

　現に、俺が見てるのも剣帝の残像だけだ。

　背後で炎が揺ゆらめいているのもあって余計に本体を捉えづらい。一流の狙そ撃げき手でもこの状じよう況きようで剣帝を狙うのは困難を極きわめるだろう。

　……やばい。

　……間に合うか？

「どこを見ている」

　真後ろから剣帝の声。

　振ふり返る。が、すぐ目の前に双剣を振りかぶった機神が迫っていて。

「剣帝っ！」

「遅おそい」

　剣を振りかぶる機神に対し、俺も咄嗟に銃ガン剣ウエポンを構える。狙撃じゃない。先せん端たんに取りつけた刀とう剣けんでの防御だ。

「無む駄だだ。俺の剣を止めようなどと」

　右の剣を振り下ろす機神。

　コンクリート壁へきすら容易に切り裂さく黒の剣が迫ってきて、そして俺もまた銃ガン剣ウエポンで下から真上に切り上げる。

　黒の刀身と銀の刀身。

　二色の刃はが鈍にぶい音を立てて交差した、その直後。

「……なにっ！」

　初めて、剣帝の目が大きく見開いた。

　全すべてを切り裂く無む双そうの黒刀が、俺の持つ銃ガン剣ウエポンの刃によって正面から受け止められていたのだ。互たがいの刀身が軋きしみあう悲鳴を上げながら、互いに刃こぼれ一つない。

「その剣は──」

「別に大したもんじゃねえよ。てめぇの剣と互ご角かくの剣を用意した。それだけだ」

　最大限の嫌いや味みをこめて不敵に笑ってみせる。

　そんな俺の銃ガン剣ウエポンには、自ら銀色に発光する神秘的な細剣が取り付けられていた。
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　帝てい都と・総そう督とく府ふエリア──




「痛っ!?」

　太ふと股ももの後ろ側をかすめ、通過していくレーザー型の熱線。スカートの端がその光に触ふれた途と端たん、その箇か所しよの繊せん維いがまるで最初から無かったかのように消しよう滅めつした。

「…………」

　無言でスカートの端を握にぎる銀ぎん髪ぱつの少女。

「……あなたたち」

　総督府へとまっすぐ延びた公道。

　今は瓦が礫れきが散乱し、折れた鉄柱と切断された電線が冷たい路面に横たわっている。

　──カツッ。

　赤く焼けた瓦礫を踏ふみこえて。

　怒いかり混じりの形相で少女は頭上を睨にらみつけた。

「もう我が慢まんの限界です！　私があんなに優やさしく根気強く説得したのに話も聞いてくれず、挙げ句にこんな……ひどい破は壊かい。見てくださいこの道！　向こう側まで舗ほ装そうが剝はがれて亀き裂れつが走ってるじゃないですか！」

　宙に浮うかぶ二体の機き神しんへ。

　が、二体はその言葉に対して言い返すどころか、互いに顔を見合わせただけだった。

『？　それは私たちじゃないわよ』

『お前がさっき撃うち返してきた銃が狙いを外して飛んでいったものだ』

「噓うそおっしゃい！　私にそんな記録はありません！」

『は？　なに言ってるの』

『お前の方こそ呆ぼう然ぜんとしていたではないか。「凪に怒られる」と呟い────ガハッ!?』

　浮ふ遊ゆうしていた機神の一体が突とつ如じよとして悲鳴。

　そのままバランスを崩くずして真下の家屋へと墜つい落らくしていく。

『ちょ、ちょっと!?　いきなり瓦礫投げつけるのってアリ!?　というより、あなた一体どんな出力してるのよ。なんで石コロ一つで機神の防ぼう御ぎよを突とつ破ぱできるの！』

「……ふ、ふふふ。二個目は必要なかったですね」

　左手に握った瓦礫の破は片へんを足あし下もとに転がす少女。その表情は、まるでとっておきの悪戯いたずらでも考えついたような怪あやしい笑えみだ。

「あいにく私の記録からは消去済です。私が道路を木こっ端ぱ微み塵じんに破壊した事実なんて無い。そう、これは全てあなたたちの仕し業わざ！　私はそれを止めるための正義の使者、完パーフ全エクト家政婦メイド機関アームズイリスなんだから！」

『機神のくせに噓つき!?』

「いいんです、とにかく大人しく捕つかまってください！……私だって、一秒でも早く凪のところに行きたいんです！　こうして離はなれてるだけで辛つらいんですから！」

　吼ほえる。

　そして、不完全神性機関の少女は地を蹴けった。
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　鳴り続ける爆ばく音おん。

　足下に転がる無数の薬やつ莢きようを踏みつけ、真横へ跳ちよう躍やく。宙を舞う機神めがけ照準を合わせ、ミカエルは引き金に力をこめた。

「避よけきれると思って？」

「っ！」

　宙を舞まう少女が慌あわてて天井を蹴って軌道修正。真下の床ゆかへと着地するや、その真横に建ちならぶ巨きよ大だいな水槽の縁ふちへと飛び移る。

　が、ミカエルの銃じゆう口こうはすでに水槽本体へと向けられていた。

　銃口初速８５０メートル毎秒。

　連射速度７００発毎分。

　滑かつ空くうするヘリコプターをも容易に撃げき墜ついする装そう弾だん機構だ。その弾幕を浴びた水槽が一いつ瞬しゆんで無数のガラス片と化し、その上部に立っていた少女へと襲おそいかかる。

「っっ！」

　小さな悲鳴を上げて少女が水槽から落下。

「あなたと言えど、これだけのガラス片からは避けられないでしょう？」

「……驚おどろきました」

　うずたかく積もったガラスの残ざん骸がいが大きく揺れて、そこから顔色一つ変えずに機神の少女が起き上がる。

　動きに特段の変化はない。

　が、その頰ほおや首には銃弾がかすめた痣あざがくっきりと浮かび上がり、まとう着物にいたってはいたるところに銃弾の穴が空いている。

「軍役を退いたというのに、射撃技術はむしろ向上している……？　私に銃弾を当てるなんて、ここ最近の軍用人型アンド機械体ロイドとの訓練でも覚えがなかったのに」

「伊だ達てに軍アカ学校デミーで生徒をしていませんわ」

「軍アカ学校デミーの教育？　あなたの通う宝条軍アカ学校デミーとやら、それほど上位の進学校であるというデータはありませんが」

「個性ある校風と言ってほしいですわね。言っておきますが、友シ人イの射撃技術はこんなもんじゃないですわよ。彼女と戦っていたら今いま頃ごろあなた蜂はちの巣ですわ」

「…………」

　鮮せん烈れつな挑ちよう発はつであるはずの言葉。

　なのに、対する機神少女はそれを微び笑しようで聞き入っていた。

「ミカエル、変わりましたね」

「何ですか」

「昔からあなたは快活でした。軍用人型アンド機械体ロイドなのに人間よりおしゃべりで明るくて。……でも今は、昔よりも自然な明るさがある」

「お互い様ではなくて？　あなたこそ、そんなにちゃんと喋しやべれるなら、なぜ『あの時』、わたくしに理由を言ってくれなかったのですか」

「あの時？」

「忘れたとは言わせません。あのミオ渓けい谷こくでのこと」

「……あの時の……そうですか」

　ふっ、と紫苑の表情に陰かげができた。

「今もまだ、あなたは私を恨うらんでいる」

「恨んでいるわけではありません」

　離れた彼女に銃口を突つきつけながらも、ミカエルの肩かたは小刻みに震ふるえていた。

「……どうして。どうしてあんな真ま似ねをしたんです！」

「あなたが軍部を抜ぬける一年前のことでした」

　静かに、生き糸いとを織り上げるような口調で紫苑が続ける。

「ミオ山脈で捜そう索さく部隊のリーダーであったあなたは、上部の捜索を部下に任せ、一人で危険な地下の坑こう道どうへと降りていった。そして無数の土ど砂しや崩くずれ、落らく盤ばんに遭あいながらも山脈の奥に到とう達たつし、そこで禁断アマ水晶リリスに続く世界門を発見したのでしたね」

「────」

「あなたは迷った。世界門を見つけた自分には禁断アマ水晶リリスから洗礼を受け、機神となる権利がある。だが、自分よりも機神となるにふさわしい人型アンド機械体ロイドは別にいるのではないか？　帝国の最大戦力となりうる機神に自分なんかが選ばれて本当にいいのか？　と」

「そのとおりですわ」

　そして捜索部隊のリーダーであったミカエルは、部下の一人にその場を見張らせて地上に戻もどり、帝国司令部へと世界門発見の報告を行った。

　だが。

　報告から戻った時、世界門も禁断アマ水晶リリスも消滅していた。

「あなたが……紫苑、留守を任せていたはずのあなたが……世界門を通って禁断アマ水晶リリスから洗礼を受けてしまっていた」

「そのとおりです。理由は、機神という力への衝しよう動どうに突き動かされて」

「噓ですわ！」

　放たれる銃弾。

　紫苑は微び動どうだにしない。弾丸は、動かぬ彼女のはるか上部を通過しただけだった。

「そんなの……噓。信じられません」

「どうしてそう思うのです？　機神への進化は軍用人型アンド機械体ロイドにとって最大の名めい誉よです。私がそれに心奪うばわれたとして何ら不思議ではないでしょう」

「同じ開発者おやです。わたくしが旧式であなたが新型。違ちがいはあるけれど、思考のベースになっている部分は同じだと聞かされたことを覚えています。だから……わかります。紫苑、あなたはわたくしに噓をついている」

「…………」

「わたくしはあなたを恨んでない。むしろ新型であるあなたが機神となって良かったとさえ思ってる」

「では、何にそれほど拘こだわっているのですか」

「わたくしは……ただ、真実を知りたいだけ……わた……わたくしは」

　言葉が出てこなかった。

　高性能な情報処理能力を有するミカエルにとって、それは初めての経験だった。

　最適な言葉がわからない。どんな表情で、どんな言葉で、どんな口調で接すれば伝わるのか。その最適解が見いだせない。だからせめて……

　せめて感情の赴おもむくままに叫さけぶことにした。

「──────応こたえなさい紫苑！　わたくしはあなたを最高の友人だと思ってた！　最高の相棒だと信じてた！　なのに、なぜわたくしを欺あざむいたのですか！」

「答える義務はありません」

　機神が双そう眸ぼうを鋭するどくする。

「その真実は、あなたが知らなくていい真実です。あなたはこれからも軍アカ学校デミーで、人間の友人たちと悠ゆう々ゆう気ままに日暮らしていけばいい」

「紫苑！」

「これ以上はどれだけ話しても無む駄だでしょう」

　ふわりと浮かぶ機神の身体からだ。

　燃えさかる炎ほのおも重力も、あらゆる束そく縛ばくが無かったかのように優ゆう雅がに滑なめらかに宙へと舞い上がる。




「術式『真実彩色』。世界に蒼そう碧へきの可能性を」




　ぴちゃっ。

　紫苑の裾すそから生まれた水すい滴てきが床で小さな飛沫しぶきとなる。

　その飛沫一つ一つが、ミカエルをも優に吞のみこむ巨大な水球へと姿を変えた。

「っ!?」

「真実を『青』で塗ぬりかえる」

　巨大な水球が実験室をはね回り、壁かべに触ふれた瞬間に今度は巨大な飛沫となる。その飛沫一つ一つが、今度はさらに膨ぼう大だいな水量の津つ波なみと化した。

　何千、いや何万リットルの水量？　すでに崩れかけた研究所のコンクリート壁へきでは、これだけの水圧に耐たえられるかどうか。

「この研究所を……破は壊かいする気ですか！」

「気が変わりました」

　天てん井じようすれすれに跳躍して津波をかわす紫苑。

「この研究所は私たちの開発者が残した記き憶おくそのもの。ですが、あなたの執しゆう念ねんを断ちきるために必要ならば、ソレを破壊したって惜おしくない」

「……また大きく出ましたわね！」

　重ヘヴイ機関マシン銃ガンを胸に抱かかえてミカエルは跳とんだ。

　部屋の壁かべ際ぎわに並んだ巨大な水すい槽そうの縁によじ登り、室内を吞みこむ津波をかろうじて回かい避ひする。

　が、紫苑もまた目の前の水槽の縁に着地して。

「当然上に来ると思っていました」

「ぐっ！」

　舞うような動きから繰くり出される拳こぶしを重ヘヴイ機関マシン銃ガンで受け止める。衝しよう撃げき。強化合金を加工した銃が、機神の拳を受けてミシミシと悲鳴を上げた。

　たまらず後方の水槽へと飛び移る。

　が、それすら紫苑に背後へと先回りされて。

「これは？」

　着物の裾から真白い足が伸のびて、ミカエルの両手めがけて蹴りつける。

「受けますか？　避けますか？」

「っ」

　まともに受ければ肘ひじから先が破壊される。咄とつ嗟さに銃じゆうを手放して腕うでを引っ込めるや、制服の胸むな元もとすれすれを紫苑のつま先が通過していく。

　落下する重ヘヴイ機関マシン銃ガン。

　手で拾うより先に水槽に転落する。が、その一いつ瞬しゆん前に、今度はミカエルが銃身バレルの中心を蹴けり上げていた。ボールのように蹴られた火器が、宙を旋せん回かいして再び手元に戻ってくる。

「！　いい判断！」

「そんな暢のん気きなこと言ってられませんわよ」

　距きよ離りおよそ四メートル。

　さすがに機神とてかわせないでしょう？　銃口を突きつけようとする判断を、ミカエルは直後に撤てつ回かいした。

「さっきの水球!?」

　水槽ごと押しつぶす勢いで迫せまってくる超ちよう質量の水すい塊かい。

　足場となっていた水槽がその直撃を受けて亀き裂れつ、次の瞬間には木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る。四方に飛び散るガラス片と飛沫。

「バカみたいな威い力りよくですわね。水の弾丸ならぬ水の砲ほう弾だんですか……」

「褒ほめ言葉と受け取っておきます」

　乱れた着物の胸元を直す紫苑。

　大量の飛沫をあびて素す肌はだに張りついた衣ころも。濡ぬれぼそった彼女の肢し体たい、あまりに細く華きや奢しやな身体つきがくっきりと浮うかび上がっていた。

「そして、褒められると続けたくなるものです」

　二個、三個。

　続けざまに飛来する水球を跳ちよう躍やくでかわすも、背中にふれる壁の質感。

　──なるほど。

　──わたくしを追いこむのが先と。

　飛び移れる足場となる水槽は、今の水球によって全すべて破壊されてしまった。背後は壁。かといって水槽のすぐ真下まで水に浸つかっている。

「もう逃にげ道はありませんよ」

「さあ？　それはどうだか」
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　自じ慢まんの赤あか髪がみへと手を伸ばし、髪の結ゆい口につけていた留め具を引き抜く。

「ヘアピン？」

「ええ、ただしこれは」

　指先にすっぽり隠かくれるサイズのソレを、ミカエルは思いきり真横の壁へと投げつけた。

　ピッ。

　機械的な電子音。そして──

「ちょっぴり危険なヘアピンですわ」

「まさか……」

　紫苑の言葉を、続く轟ごう音おんがかき消した。

　爆ばく音おん。

　留め具サイズの高性能爆ばく弾だんが研究室の壁を瓦が礫れきと変え、膨ふくれあがる真っ赤な火か炎えんと黒こく煙えんが至し近きん距きよ離りにいた紫苑までも吞のみこんだ。

　崩くずれ落ちる壁。

　生まれた大穴から水が流出し、みるみる部屋の水位が下がっていく。

「ふっ」

　床ゆかに着地。

　足あし下もとが青やら赤やら毒々しい色に染まっているのは、さっき破は裂れつした水槽から流れ出た溶よう液えきだろう。おそらく劇薬。人間であれば触れただけで肌はだが爛ただれるに違いない。

「この時ばかりは人型アンド機械体ロイドの身体に感謝ですわね」

　顔に付着した煤すすを拭ぬぐう。

　濛もう々もうと立ちこめる黒煙のせいで確かく認にんできないが、紫苑が爆風を浴びた瞬間を確かに見た。あの無防備な状じよう況きようで爆風をもろに受けたのだ。身体の関節部が熱で変形して動けなくなってもおかしくない。

「……紫苑」

「あなたは凪と同じです。とんだお人好しですねミカエル」

　その声はすぐ後ろから。

「なっ!?」

　黒煙から突とつ如じよとして現れる腕。人工肌のいたるところを黒く焦こげつかせながらも、凄すさまじい勢いで機神の腕が伸びてくる。

「しまっ──」

「無駄です」

　咄嗟に防ぼう御ぎよしようと交差させた腕の隙すき間まをもくぐり抜ぬける腕。そんな紫苑の指先が、とうとうミカエルの首を捉とらえた。

「ぐっ……」

「甘いですねミカエル。なぜ追つい撃げきを考えなかったのですか」

　黒煙が晴れていく。

　やがて現れる煤だらけの少女。着ていた着物は爆風の熱によって溶とけるように繊せん維いが崩れ、胸元は半分近く露ろ出しゆつし、裾も太ももが大きくあらわになっている。

「今の爆弾、一発きりではないでしょう。続けざまに放ほうり投げれば良かった。そうすれば私にも有効なダメージとなっていたかもしれないのに」

　触れれば折れそうなほど華奢な腕。

　が、その腕一本でミカエルの首を摑つかみあげ、その身体からだを宙づりに浮かべていた。

「っ……！」

「なぜためらったのですか。私は帝てい国こくに刃は向むかった機き神しんです。あなたの大事な友人たちをも巻き込むかもしれない。なのになぜ」

「……これが……最後の忠告…………のつもり、でし……た」

　自分を摑みあげる手首を逆に摑み返した。

　──ええ、確かに爆弾はもう一つ残ってますわよ。

　──右と左の髪留めに一つずつですから。

　自爆用。

　これは、本来なら幽ゆう幻げん種しゆを巻きこんで自爆するためのもの。人間の盾たてとなって犠ぎ牲せいとなるべき軍用人型アンド機械体ロイドの宿命として用意していたものだ。

　……それが、まさかこんな事に使う時がくるなんて。

　……人型アンド機械体ロイド同士が戦うなんて……凪……あなたが見れば何と言うでしょうね。

「戦力差は１２５０倍。だけど、命は等しく一と一ですわ」

「っ！　まさか」

「わたくしがあなたを止める方法なんて、最初からこんな選せん択たく肢ししかありません」

　たとえかつての同志であっても。

　今は袂たもとを分かった敵同士。いや、かつての同志であるからこそ自分が止めなくてはいけないのだ。自分が……あの時、いっそ自分が機神になっていれば違ちがう方法で紫苑を止めることができたかもしれないけれど。




　凪、ごめんなさい。

　メンテナンスの約束、わたくしから破ってしまいます……。




「ミカエ──」

「共に眠ねむりましょう紫苑。一いつ緒しよに生まれた時のように、仲良く、安らかに……」

　手首を堅かたく握にぎりしめたままミカエルは微笑ほほえんだ。

　最後くらい。

　最後くらい、もう一度、最高の友人でいられたあの時のように。

　髪留めの形をした爆弾を起動。

　否いな。起動しようとする、まさにその直前だった。

　──ジッ──

　耳障ざわりな音をミカエルの聴ちよう覚かくが察知。

　その直後、身体が……まるで全身の可動部が石化したかのように動かなくなった。

「なっ!?」

　身体が……重い？

　これはいったい？

「なんですか……これ……は」

　自分同様に紫苑すら苦く悶もんの表情で、とうとう摑んでいた首をも離はなして地面に膝ひざをつく。

　自分と紫苑の行動プログラムが外部データによって妨ぼう害がいされている？

　おそらく対人型アンド機械体ロイドの強制データ。

　まさか機神側がこんなプログラムを用意するわけない。かといって帝国がこんな対たい抗こう策さくを瞬しゆん時じに打ち出せるわけがない。

　だとすれば。

　こんな大味な真ま似ねを考えつくのは、ミカエルの知るかぎり一人しかいなかった。




　　　　４




「これは……」

　剣けんを振ふり下ろした姿勢で動きを止めた剣けん帝てい。

「機神用の機能停止プログラムか」

「そんな大そうなもん俺が一夜でくみ上げられるわけねーだろ。ヨミ先せん輩ぱいじゃねえんだ」

　その黒刀を、俺は銀色の剣でもって受け止めていた。

　もちろん俺の腕わん力りよくで機神の剣なんか止められるわけがない。さらに言えば、コイツの速さに反応なんか通常なら無理だっただろう。

　それが、今は確実に反応できた。

　剣帝の剣もかろうじてだが正面から受け止められている。

「単なる運うん動どう野やへの阻そ害がい電波発信プログラムだ。しかも機神に限定する方法がわからなかったからな。ここら一帯の人型アンド機械体ロイドそっくり動けなくなってるんじゃねえの？」

「厄やつ介かいな電磁結界だな」

　剣を引いて後退する剣帝。

　その動きは、もはや並の人間程度にまで下がっていた。下がっていたんだけれど、俺にとってはまだ動けるっていう方が驚おどろきだ。驚きというより驚きよう愕がくか。

「まだ動けそうじゃねえか」

「俺以外は全ぜん滅めつだろうな。紫苑すら戦せん闘とうは厳しいだろう。が、いいのか？　お前のツレに人型アンド機械体ロイドもいるだろう」

「せいぜい数十メートルしか効果ねえよ。イリスは圏けん外がい。ま、ミカエルはもしかしたら引っかかって動けなくなってるかもしれねえけどな。紫苑と戦ってる最中ならむしろ好都合なんじゃねえの」

「なぜだ。貴様の仲間だろう」

「俺の考えは前から変わらねえよ。人型アンド機械体ロイド同士で喧けん嘩かしてんじゃねえ。アイツらが取っ組み合いしてるっていうなら仲ちゆう裁さいにちょうどいいわけだ。違うか？」

「…………」

　何かを言いかけた剣帝が口元を閉じる。

　次に告げたものは、まったく別の話題だった。

「阻害プログラムの発動の仕し掛かけが腑ふに落ちないな。これといった動作はなかったはずだ。時間式か？」

「いーや、バッチリ狙ねらってたぜ」

　銃ガン剣ウエポンの先せん端たんで自分の足下を指ししめす。

　俺の靴くつ先さき。そこには、さっき俺が踏ふみつぶした銃ガン剣ウエポンの遠えん隔かく端たん末まつのパーツが転がっていた。

「！　その操作端末か！」

「おう。元々は妨害プログラムを垂れ流す機械が内蔵されてて、その外がい殻かくを俺が踏みつぶして壊こわしたことでプログラムが一帯に流れ出したってわけだ」

　イリスが隣となりにいては使えない。

　だからこそ、最初はプログラムが流出しないよう止めていたわけだ。ま、イリスに関してはこんな即そく席せきプログラムで動けなくなるとか無いんだろうけど。

「俺への対策は出来ていたというわけだ」

「まあな。当然わかっているとは思うけどコイツもだぜ？」

　銃ガン剣ウエポンの先端で輝かがやく刀身。

　たとえ妨害プログラムで剣帝の動きを制限できても、コレが無ければ結局は双そう剣けんを受けきれなくてやられていただろう。

　……イリスとミカエルに感謝だな。

「てめぇの剣の秘密は極ごく細さい振しん動どうだっけか？　金属でも何でも裁断しちまうってヨミ先輩も言ってたぜ。正体さえわかっちまえば対抗策を練るだけだ」

「不完全神性機関イリスが具現化した剣か」

「ハズレだ。こりゃ凱エ旋ン都ジ市ユで買ってきた普ふ通つうの鋼鉄製な。腕うで利ききの職人が鍛きたえたって話だけど市し販はんされてるパーツだ」

「鋼鉄製？」

　怪け訝げんな顔つきで俺を見返す剣帝。

　が、ものの数秒もしないうちに、その表情が不敵な笑みへと変わった。

「……なるほど。その剣を内鋼ベースに据すえたうえで、外側を不完全神性機関イリスの沁しん力りよく結けつ晶しようでコーティングしたというわけか。俺の剣が弾はじかれるわけだ」

「即席にしちゃ良いアイデアだろ？」

　元は苦肉の策だ。

　ミカエルに用意してもらった剣単体では強度に欠ける。

　イリスが自分用に武器を創つくりだすように俺の刀身を創ってもらえれば良かったんだけど、本人曰いわくそれは技量的に難しいってことだった。そこで俺の考えた妥だ協きよう案が、市販の剣をベースにして外側だけペンキを塗ぬるみたいに強化してもらう方法だ。

　丸一日かけただけあって、剣全体が綺き麗れいな銀色に光ってる。

「──ふっ」

「何がおかしいんだよ」

「大したものだ。射しや撃げきの遠隔端末。行動阻害プログラム。さらには不完全神性機関イリスの剣。わずか数日でこうも見事に対応してきたか」

　昂こう揚ようを言葉の端はし々ばしににじませる剣帝。阻害プログラムによって著しく身体能力を低下させながらも、剣を構えるその佇たたずまいと重圧は何一つ変わっていない。

「だが、対応して、それだけだ」

　床ゆかに足あし跡あとを穿うがつほどに強く、剣帝が床を蹴ける。その速度は、さっき俺が剣を受け止めた時より明らかに速い。

　──こいつ!?

「ハッ！」

　呼気を破は裂れつさせて銃ガン剣ウエポンを振りかぶる俺。

　剣と剣とが交差し、互たがいにもの悲しい金属音を響ひびかせてせめぎ合う。──が、腕力の差は明らかだった。

「人型アンド機械体ロイドと人の、いかんともしがたい差だな」

「……へ、ずいぶ……ん、上から目線じゃねえ……かよ」

　奥歯を嚙かみつぶしながら、全身の筋肉を限界まで稼か働どうさせてようやく剣のせめぎ合いが停止した。

　俺の全力とヤツの全力がちょうど同じ。

　だけど、おそらく次の一刀は。

「止めてみろ」

　挑ちよう発はつじみたその一撃を、俺は受け止めるそぶりすら見せず回かい避ひした。

　後ろへ跳ちよう躍やく。

　剣帝の太た刀ちが空を切ったのを確かめて、さらにもう一歩後退する。

「気づいたか」

「阻害プログラムへの対応プログラムを即そく時じに組まれる。これも想定の内だからな」

　想定の内だけど、想定の中でも最悪パターンの一つだ。

　……阻害効果が弱まってる。

　……くそ、まだ二分と経たってねえぞ。

　ウイルスに対するワクチンのようなものだ。俺が作ったプログラムに対抗するプログラムが既すでに剣帝の中で組み上がりつつあって、それに応じてヤツの身体能力が元に戻もどりつつある。

「軍用人型アンド機械体ロイドは内部のＡＩを切り換かえるだけで格段に判断能力が上じよう昇しようする。が、人間はそうではない。一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは何一つ変わらない」

　空を切った剣を引き戻す剣帝。

「俺への対応は十二分だが、お前自身は何一つ変わっていない。俺が警けい戒かいするとすれば、やはりその奇き怪かいな沁力術式か」

「紫苑からの報告ってか？」

「互いに情報の再確かく認にんをしたに過ぎないレベルだ。貴様が二つの特性を持っていることで俺と紫苑の認識が一いつ致ちした。一つは、何らかの条件で外部攻こう撃げきを無効化あるいは軽減すること。もう一つは、貴様からの直接の打撃を受けることで何らかの外部干かん渉しようデータが大量に流れこんで処理野がオーバーフローを起こすこと」

「へえ」

　空とぼけるフリをしながらも、俺は内心眉まゆをひそめていた。

　……何らかの外部干渉データ？

　……「痛覚」の話は紫苑から聞いていないのか？




〝あなたの力、これは剣帝にとってまさしく天敵とも言うべき攻撃かもしれません。彼に理解できなかったというのも頷うなずける〟




　要は、俺に触ふれられるなって情報だけあれば問題ないわけだ。そういう意味じゃ不明データの正体なんて機神にはどうでもいいのかもな。

「俺も紫苑も知らない沁力術式。どこで手に入れた？」

「だから知るかよ！」

　剣帝の土手っ腹めがけて引き金を弾ひく。

　が、それより先に機神はわずかに身をひいて射撃線上から逃のがれていた。銃じゆう弾だんが奥の壁かべに大穴を空けるのを横目に捉とらえ、俺の再装そう塡てんより先に走りだす。

　疾しつ走そう。

　緩かん急きゆうをつけた複雑な軌き道どうでもって部屋を駆かけまわり、徐じよ々じよに俺との距きよ離りを詰つめていく。

「っ！　もう動きが戻ったってのか!?」

「通常時の89・４パーセント。お前を相手にするには十分すぎる数値だ」

　銃口を向けた先に映るのは残像だけ。

　床を蹴ったと思った時には、既に機神は天てん井じようにまで飛び上がっている。──ダメだ。まともに人間が追える速さじゃねえ。

　……時間は？

　……あと二分三十秒。

「どこへ行く」

「てめぇのいないとこだよ！」

　銃ガン剣ウエポンを構えてジリジリと後ずさり。トン、と背中に硬かたいガラスが触れた瞬しゆん間かん、俺は身をひるがえして水すい槽そうの隙すき間まに飛びこんだ。

　壁かべ際ぎわにそそり立つ水槽群。

　その奥に身を潜ひそめれば剣けん帝ていの刀じゃ到とう底てい届きようがない。が、直後に俺の耳に届いたのは、二つ先の水槽が粉々に砕くだけ散る音だった。

　舞まい上がるガラス片。

　飛び散る飛沫しぶき。

「空しい隠かくれ家がだな」

　飛沫を浴びた剣帝が、さらに左の剣を振ふりかぶる。

　破裂。

　目の前、つまり俺の隠れている水槽が砕け散る。が、その時には俺だって一つ後ろの水槽に移動を終えている。

「追ってこいよ、俺はこっちだぜ」

「いまさら時間稼かせぎか？」

　床にたまった溶よう液えき。跳はねる飛沫はそのまま剣帝の足音だ。

　──今！

　剣帝の足音が止まった瞬間、こちらは逆に走りだす。後方で水槽が破は壊かいされる音。一方で俺は隣の水槽へ身を隠す。が、その水槽もまた即そく座ざに無数のガラス片へと姿を変える。

「これで終わりか？」

「……見てのとおりだっての」

　全すべての水槽をガラス片へと変えた剣帝。

　全ての隠れ家を失って立ちつくす俺。

「ならば覚かく悟ごを決めろ」
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「てめぇがな！」

　剣帝の剣。俺の銃ガン剣ウエポン。

　黒と銀。互いに振り上げ、振り下ろした剣先が交差して鋭するどい金属音が鳴り響く。

　一瞬後に。

　宙を舞ったのは、圧あつ倒とう的てきに力負けした俺の銃ガン剣ウエポンだった。

「決着か」

　表情一つ変えずに俺を見下ろす機き神しん。

　その鉄面皮に向かって、俺はとっておきの嫌いや味みをこめて言い返した。

「ああ、てめぇの負けのな」




　ジッ──部屋中の照明から放電。




　電気を失っていた部屋中の照明が、突とつ如じよとして煌こう々こうと輝かがやきだした。

　普ふ段だんならもちろん慣れているはずの光量。だけどこの薄うす闇やみに順応していた俺と剣帝にとって、それは太陽を直視したにも等しい眩まぶしさで。

「ぐぅっ!?」

　まぶたを灼やかれた剣帝がよろめいた。

「凪、貴様！」

「てめぇに名前で呼ばれる筋合いはねえよ」

　拳こぶしを堅かたく握にぎりしめる俺。

　──三十分ジャスト。

　──最後に最大の賭かけが決まってくれた、か。

「てめぇが切断した電源ケーブルだ。覚えがあるだろ？」

「それを……つなぎ直したのか……！」

　ここ第二隔かく離り研究室にいたる廊ろう下かで横切った電源管理室。非常用の電源を確保するためのケーブルを確認して、それを繫つないで電源を補給したわけだ。

「大した手間じゃねえよ。ケーブルの予備なんて部屋の段ボール箱をひっくり返せば簡単に見つかったからな」

　そして一定時間後に点灯。

　まさに今、この時のことを想定した上でのことだ。

　そして──

「おおおおおっっ！」

　それはどちらが叫さけんだのか。

　互いが互いに声にならない咆ほう哮こうを上げて、その身体からだが交差し、そしてすれ違ちがう。

　俺は拳を。

　剣帝は左の剣を突つき出した姿勢で。

　やがて……

　一人と一体は、同時にその場にくずおれた。

「っ……はっ…………っ？」

　傷だらけエリスの世界・エルマによって膨ぼう大だいな痛覚データを強制付ふ与よされた剣帝が、押し寄せる不明データに圧あつ迫ぱくされて機能停止寸前。

　対する俺は──

「痛ぅっ…………く……そ……」

　真っ赤に染まった脇わき腹ばらを押さえて、身体をくの字に曲げていた。

　──先に仕し掛かけたのは間違いなく俺だった。

　──だけど、剣帝の一撃が後出しのくせに遥はるかに速く追いついてきやがった。

　そして再認識する。

　やっぱりだ。なぜかわからねえけど、こいつの攻撃だけは傷だらけエリスの世界・エルマが反応しねえ。無効化どころかほとんど素す通どおりじゃねえか。

「ま……だけど、よ……どう……だ……この……ヘボ……帝が」

「……貴……様……とて、似たような……ものだろう」

　力を失った両手からこぼれる双そう剣けん。

　額を片手で押さえながら、もう片方の手を床ゆかにつき、剣帝はかろうじて床に倒たおれこむことだけは抗あらがっていた。

「…………」

「…………」

「……………………」

「……………………」

　無言で向かい合う。

　互たがいに動けないことを知っていた。自分の意識を保つので精せい一いつ杯ぱい。相手に構うだけの力など絞しぼったところで一いつ滴てきも出てこない。

「……その力で……」

「？」

「その力で……お前は、聖女のプロジェクト・エデンに……誘さそわれたわけ……か」

　全身を激しく痙けい攣れんさせながらも俺を睨にらみつける剣帝。

「は……なわけ……ねえだろうが」

　チビ聖女のプロジェクト・エデン。

　今じゃ俺も一いつ緒しよに参加してるけど、当初のチビ聖女にとっては俺なんか足手まとい以外の何者でもなかっただろう。

　狙ねらいは不完全神性機関イリスだけ。だから強ごう奪だつしてでも手に入れようとした。

「人間の……考えることは……同じだな」

　乾かわいた笑えみを浮かべる機神。

「機神の力……不完全……神性機関の力。ただそれを利用し、利用し尽つくすことしか……考えていない。プロジェクト・エデン…………その計画になぜ不完全神性機関イリスを……求めるか、お前は本当に知って……いるのか？」

「────」

「穢歌の庭エデンを沁しん力りよく結界で凍いてつかせる計画。そして……結界の中では魔ま笛てきの浄じよう化かが行われる。そして……やがては……人類に、幽ゆう幻げん種しゆのいない世界が訪おとずれる。……その計画理念を……俺とて否定する気は、ない」

「それで？」




「何年かかると思う？」




「穢歌の庭エデンという未知なる世界。幽幻種の魔笛が満ちた暗黒の領域。それを、たとえ禁断アマ水晶リリスの究極結界といえ……浄化しきるまでにどれほどの時間が必要か」

「…………」

「二百七十年。ヨミが最初にはじき出した計算だ。それが三百三十年に修正され、三百九十年に再修正され……今となっては……どれだけ延長されたかもわからない」

「知ってるよ」

　チビ聖女から聞かされたことだ。

　とにかく穢歌の庭エデンの浄化には途と方ほうもない時間がかかる。それは人間一人の寿じゆ命みようで補えるものでは到底ないのだと。

　プロジェクト・エデン──

　それは今の人間に楽園を用意するものではない。これから先、ずっと遠い未来の子供たちに、幽幻種のいない楽園を約束するものなのだと。

「究極結界は……結界内の全てを凍てつかせ、眠ねむらせる。穢歌の庭エデンの空間も、時間という概がい念ねんそのものもだ」

「それもとっくに聞いたぜ」

　凍てつく時間。

　その結界は強力すぎて、術者が発動した瞬間にその術者まで巻きこんでしまうという。

　つまり結界の発動者そのものも究極結界に囚とらわれるわけだ。

　だが、だからこそ──術者は時間が止まった世界の中、穢歌の庭エデンの浄化が終わるまで半永久的に結界を維い持じし続けることが可能になる。

「要は冬コールド眠スリープしながら何百年を過ごすってことだろ」

「だが、対象は術者であるエルマリア神教界の聖女だけだ。お前は違う、凪」

　冷たく機械的な宣告だった。

　チビ聖女本人も、ヨミ先せん輩ぱいですら言げん及きゆうを曖あい昧まいにしていた宣告。それが……よりによってコイツから告げられるなんてな。もちろんわかっちゃいたけどよ。

「冬眠状態である聖女には護衛が必要だ。それも何百年という年月を稼か働どうできる護衛──その白羽の矢が立ったのが不完全神性機関イリス」

「…………」

「五十年か百年か。お前が寿命で力尽つきてなお、人型アンド機械体ロイドである不完全神性機関イリスは生き続けるだろう。だが、それに何の意味がある？　お前という主人を失ってなお、主人不在の人間世界で生きていけというのか。それもただの護衛ロボットとして、主人のいない世界を守るために戦い、傷つき、疲ひ労ろうしろと命令するのか？」

「…………」

「俺が、貴様に抱いだく疑問がその点だ。お前は帝てい国こくのやり方に賛同できないと言ったな。だが現実にはどうだ？　貴様もまた、結局は不完全神性機関イリスを何百年戦い続けさせる兵器にしか見ていない」

「……は。笑わすんじゃねえよ。ただでさえ腹いてーんだ」

　肺の中の息が苦く笑しようとして外に出た。

「ったく、やっぱり何もわかっちゃいねえ」

「なに？」




「てめぇの目には、ヨミ先輩もそんな人間に見えて映ってたのか？」




「っ」

「言いたいことは山ほどあるけどよ、あえて俺から言い返すのはこれ一個だけだ」

「────」

「ヨミ先輩がてめぇにどう接してた？　ヨミ先輩の態度まで兵器だの使い捨てだのって感じてたのならもう何も言う気はねえよ。俺の意見だって元はといえばあの人から影えい響きようされた部分が大半なんだからな」

　深い沈ちん黙もくが。

　何よりも大きな静せい寂じやくが、研究室に広がっていく。

　どれだけにらみ合っていただろう。

「……ヨミは例外だ」

　額に手を当てたまま、黒コートの機き神しんが呟つぶやいた。

「彼女は俺にとっての異バ物グのようなものだった。彼女だけはあらゆる人型アンド機械体ロイドにも機神にも、本物の我が子のように接していた。俺が行ゆく方えをくらました時、彼女が幾いく晩ばんも不ふ眠みん不ふ休きゆうで手がかりを捜さがしていたこと……紫苑から聞いた」

　ぽつりぽつりと告げる口調。

　それはまるで、思い出を懐なつかしむようなリズムで。

「帝国を裏切るにあたって彼女の存在だけが、それを阻はばむ要因だった。だから異バ物グ。帝国という報復対象の中で、ただ一人俺が許されたいと願わずにいられない唯ゆい一いつの例外がヨミだった」

「嫌きらわれたかったのか？」

「……そうかもしれないな」

　その人型アンド機械体ロイドは頷うなずかない。

　けれど否定しなかった。

「俺は、ヨミに嫌われたかったのかもしれない。そうすればいっそ気が楽になると思った。全すべての枷かせを外して動けると」

「紫苑も似たようなことを言ってたぜ」

　自分の開発者おやは大切だと。

　だがソイツが帝国から去ったのならば話は別。眠らざる者ゴーストによって機神や人型アンド機械体ロイドを犠ぎ牲せいにした帝国は報復対象であると。

「だけどヨミ先輩はてめぇを嫌ったと思うか？」

「…………」

「答えろよ剣けん帝てい！　その沈黙が、お前をトチ狂くるわせた心の弱さなんだろうが！」

　口にたまった苦い唾つばを吐はき捨てて俺は叫さけんだ。

「先輩はな、病院で自分の体調よりてめぇのことを考えてたぜ。てめぇを嫌うどころか、てめぇから嫌われることを心の底から不安がってた。……見てなくてもわかるだろうが。あの人はそういう人なんだよ！」

　叫ぶたびに腹部が裂さけるように痛む。

　血が噴ふき出して、傷口を押さえる手を赤く染めていく。

　それでも叫んだ。

「俺だって同じ気持ちだ。イリスを何百年もチビ聖女の護衛につかせて戦わせる？　は、そんな命令する気はハナからねえよ！　俺があいつに言った命令は、あいつが不完全神性機関になった時から一個だけだ」

　ミオ鉱山で。




〝自分で考えろ〟

〝お前が一番したいことを考えて好きなことをしろ。……それでも迷って迷って、どうしようもなくなった時は俺に言え。いつだって何時間だって話を聞いてやる。お前と一緒に考えてやるからよ〟




　俺は、そう言った。

「チビ聖女の護衛でも何でも、気が向いたらやればいい。苦しかったら休きゆう憩けいして、辛つらくなったらやめればいい。嫌いやなものは嫌っていうくらいのワガママさは持ってるぜ」

「その命令は投げやりと何が違ちがう」

「俺がいてやるさ」

　突つきさすような機神の視線を正面から受け止める。

「人間と人型アンド機械体ロイドは寿命が違う。確かにその通りさ。だがな、俺だってあいつ一人に何もかも任せて俺だけ途と中ちゆう退場なんてご免めんだ。そのプロジェクト・エデンとやらが終わるまでは俺だってイリスの隣となりにいてやるよ。それだけの話だ」

「……夢ごとを。意地だけで人間固有の寿命を変えられるわけが」

「ああ夢さ。だけどな、俺が諦あきらめないかぎり絶対に終わらない夢だ」

　腹を押さえながら、片かた膝ひざを床ゆかに立てる。

　壁かべによりかかりながらも乱れた息を整える。

「何より、穢歌の庭エデンの浄化に本当に何百年もかかるのか疑問だね。もしかしたら十数年で終わる方法が途中で見つかるかもしれねえだろうが。俺やヨミ先輩も手伝って、浄化の速度を上げる方法を考えればいいだけだ。だから……だからこそてめぇごときにチンタラ時間食ってる暇ひまはねぇんだよ！」

　そして俺は拳こぶしを突きつけた。

「来いよヘボ帝、決着だ。格の違いを教えてやる」

「上等……だ」

　口元にうっすらと笑みすら浮うかべて、対たい峙じする機神もまた立ち上がる。剣けんを握にぎることはできないのか、双そう剣けんは床に突き刺ささったままだ。

　互たがいに壁に手をついて立ち上がり、

　無言で壁から手を離はなし、

　空っぽの拳を握り、

　そして、

　走っ




「マグナ、もうやめてっ！」




　誰だれより先に。

　俺よりも先に、彼女の声に反応したのは黒コートの機神だった。

「まさか」

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで動きを止めて、部屋の入口へと振ふり返る。そしてその扉とびらに、照明に照らされて浮かび上がる女性研究者の姿を見た。

　両りよう脇わきをシィといいんちょにささえられたオレンジ色の髪かみの女性。

「ヨミ……」

「マグナ、もう……いいでしょ。もう……終わりにしなさい」

　目を赤く腫はらした彼女。

「そしてお願い、帰ってきて」

「……帰る？　どこに」

　かすれた声。

　閉じた口からにじむように言葉を紡つむぐ機神。

「ここ」

　ヨミ先輩が片手をゆっくりと伸のばす。

「おいでマグナ。そんなに傷ついて……傷つくほど辛かったのね……ごめんね、そんなことにも気づいてあげられなくて。あたしでよければ何度でも謝るから。あなたの気が晴れるまで、何度だって謝るから」

「────」

　剣帝は、顔を伏ふせたまま応えない。

「マグナ」

「俺は……」

　そう言いかけた直後。




　世界が、震ふるえた。




　ぞくり。

　全身が、まるで氷柱つららになったみたいな寒気に襲おそわれた。

「なっ!?」

　なんだ。

　今、確かに何かに見られていた。とてつもない、途と方ほうもない何かに身体からだの髄ずいまで覗のぞかれて見み透すかされたような気味の悪い違い和わ感かんがあった。

　全ての人間と。

　全ての人型アンド機械体ロイドと。

　全ての世界とを否定するような、言葉にすらできない負の波長。

「なぎせんぱい！」

「地じ震しん!?　凪、ぼうっとするな、真上の天てん井じようが崩くずれるぞ！」

　咄とつ嗟さにいいんちょが俺を突き飛ばしてくれてなかったら、そのまま瓦が礫れきの下した敷じきになっていたかもしれない。

　亀き裂れつそして崩ほう壊かい。

　ひび割れた上に炎ほのおに炙あぶられて脆もろくなった天井が、今の震しん動どうで一気に限界を超こえたのか。

「ジール！　マグナ！」

「だ、だめですヨミさん。もうここも崩れます！」

　必死に手を伸ばそうとするヨミ先せん輩ぱいをシィが懸けん命めいに押しとどめる。

　壁が崩壊。

　支えるものを失った天井が巨きよ大だいな落らく盤ばんと化してふりそそぐ。

　壁だったコンクリート塊かいが床に落下して破は片へんとなり砂すな煙けむりとなり、目の前数メートルもわからないくらいの濃のう度どの靄もやを生み出した。

　……くそ。

　……このタイミングで。

「剣帝！　おい剣帝！　くそ、あの野や郎ろうどこいきやがった！」

「凪、早くこっちこい」

　手招きするいいんちょは、ヨミ先輩を連れて既すでに建物の外。

　いや待て、建物の外？

「これは……」

　ようやく気づいた。

　俺たちのすぐ真横の壁が、恐おそろしく綺き麗れいな円形にくりぬかれていることに。それも大人が楽々と通れるくらい巨大なものだ。

　剣帝？

　だけどアイツ一人が逃にげるためなら、こんな、わざわざ俺たちのすぐ真横の壁をぶち抜ぬく必要なんてないはずだ。

「ヨミ先輩……なの、か？」

　まともに動けない彼女が逃げられるように。

　それとも別の理由があるのか。

　ちくしょう、今ここで考えたって答えなんか見つかりっこないか。

「……聞きだすものがまた一個増えちまったな」

　痛む腹を押さえ、足を引きずりながら俺も研究所を後にした。
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「建物が崩壊します。ミカエル、いい加減に目を覚ましたらどうですか」

「…………っ、ぅ……」

「スカートがめくれて下着が丸見えですよ」

「～～～～～っ!?」

　声にならない悲鳴とともにミカエルは上半身を起こした。が、直後にやってきた身体の反応異常に再び床に片手をついてしまう。

「あっ……ぅ!?」

「阻そ害がいプログラムがまだ身体に残っているせいです」

　そう告げるのは着物姿の少女。こちらは平然とした面持ちで、燃え上がる炎を背景にしっかり自分の足で立っている。

「わ、わたくしはいったい？」

　首をふってあたりを見回す。

　迫せまる炎。砕くだけ散った水すい槽そうのガラス片。状じよう況きようはまるで変わってないはずなのに、なぜ自分は意識を失ってしまったのか。

「阻害プログラムへの対たい抗こうシステムを組み立てようとしたのでしょう？　その負荷が重すぎたので一時的に意識ダウンしていましたよ。おおよそ十五分くらい」

「……あなたは」

「私は、というより機神に関しては自我プログラムをシステムから切り離していますので、かろうじて意識は留とどめていました。もちろん今も動作全ぜん般ぱんについて多少の反応遅ち延えんはありますが」

「そ、そうじゃありません！　わたくしが聞きたいのは……」

　自分は意識ダウンして無防備だったはずだ。

　そして自分と彼女は敵同士。なぜ、無防備なうちに何も仕し掛かけていなかったのか。仕掛けないにしろ、建物が崩壊するというのなら自分なんか放置して先に逃げるはず。

「もう争うことすら無意味になりました」

「え？」

「世界はじきに沈しずむでしょう。……魔ま笛てきの悪意に。穢歌の庭エデンの憎ぞう悪おに」

「な、何をいきなり！」

　そばにあった重ヘヴイ機関マシン銃ガンをたぐり寄せ、それを支えに身を起こした。

「ミカエル、あなたには感じられませんか？　この世界を包む嘆なげきと悲しみが」

「…………」

「機神わたしにはわかります。エルマリア神教界の聖女や不完全神性機関イリスにいたっては、もっと明確に、その全身でソレを感じているはず」

「な、何を言って……」

「セラ。穢歌の庭エデンそのものとも言うべき、全すべての幽ゆう幻げん種しゆの母体」

　幽幻種の母体？　主あるじってことか？

　なんだそれは。帝てい国こくの軍用人型アンド機械体ロイドとして配属された時にも、そして軍アカ学校デミーの生徒としてもそんな単語は聞いたことがない。

　いや、そもそも幽幻種たちに主なんて存在が本当にいるのか？

「帝国司令部も知らない情報です。でも私には……開ナザ発リエ者ルが、ちょっとした気まぐれといって話してくれたことがあります」




　laラ Selah・セラ Milah・ミラ Uls・ウルス【セラの鏡像】。

　その力の波長が後に魔笛となり、あらゆる幽幻種と穢歌の庭エデンを生み出した。




「ゆりかごのようなものだと開ナザ発リエ者ルは言っていました。穢歌の庭エデンとは、セラが自ら眠ねむりにつくために生みだした自分自身のための揺ゆりかごだと」

「……その、よくわかりませんが、巨大な幽幻種が現れると？」

「確証は何もありません。ただ、私にはそれしか心当たりがないというだけです。私の思い過ごしであればいいのですが」

　そう告げる紫苑の目は笑っていない。

　全てを悟さとって受け入れる。そんな色のまなざしだ。

「ミカエル、ごめんなさい」

「……え？」

「あなたに全てを話さずに世界が終わってしまうかもしれない。でもこれだけは……これだけは言っておきたい。私があの時、あなたを裏切って機き神しんになったのには意味があった。私なりに考えに考えたうえでの結論でした」

「…………な、なにを……いきなり」

「さようなら。このままセラが目覚めて世界が沈んでも、あるいは私の杞き憂ゆうで世界がこのまま無事だったとしても、これが今生の別れとなるでしょう」

　煤すすけた着物をひるがえす少女。

　そんな彼女に、ミカエルは咄嗟に手を伸ばしていた。背を向ける彼女の背に、なびく髪かみに、その指先が一いつ瞬しゆん触ふれる。

　けれど、それだけだった。

　すぐに指先は彼女から離はなれ、彼女は一人、真横の大穴へと歩いていく。

　そこには黒コートを羽織る機神が。

「紫苑！」

「さよならミカエル。もしも叶かなうなら、どうかあなただけは……この世界で生きる権利を失わぬように」

「紫苑、そんな……身勝手なこと……誰だれが許すと言いました！　私は、私だって───────────────っ」

　炎に包まれる研究室。

　身を焼く業火の雄お叫たけびに、ミカエルの絶ぜつ叫きようもまたかき消された。







　Epilogue『プロジェクト・エデン』




　ノエシス統とう括かつ工こう廠しよう。

「なぎせんぱい、早く！　こっちこっちです！」

「わかってるっての……あ、痛、いてて」

　焼け落ちる天井をかわし、太陽の光が差しこんでくる方向へ。

　ぶあつい壁かべをくぐって外へ。

　ふわりと涼すずしい風が顔に触ふれるのを感じた瞬間、俺は力尽つきてその場に膝ひざをついた。

「……っ……や、べ……さすがに限界」

　迷めい彩さい柄がらのシャツが真っ赤に染まってるのは、やっぱ見てて気分のいいもんじゃないな。

　ていうか現実問題で出血しすぎて目め眩まいがする。

「凪なぎ！」

　そんななか、銀ぎん髪ぱつのダ家メ政イ婦ドが一心不乱に駆かけてくる姿が。

　無事だったか。

　さすがにコイツだけは何があっても平気だろうとは思っていたけど。

「……て。なんだ、結局全員こっち来てんのか」

　チビ聖女とツァリの姿まで。

　その横にはヨミ先せん輩ぱい、さらにその両りよう脇わきをシィといいんちょが固めてる。飛空艇ていにいたメンバー七人はこれで集まったわけだ。

「ん。七人？」

「誰か一人ド忘れしてませんこと？」

　メキョ、と鈍にぶい音が俺の後頭部で破は裂れつした。

「痛ってぇぇぇぇぇっ!?」

「女の子を忘れてさっさと脱だつ出しゆつするとは。男の風上にも置けませんわ」

「だ、か、ら、重ヘヴイ機関マシン銃ガンで殴なぐるんじゃねえよ！　いやもうマジで意識飛びかけたぞ！」

「……ふん」

　自業自得ですわ。そんな感じで腕うで組ぐみするミカエル。

「いや、だってお前ならしっかりしてるし平気だろうって思ったんだよ。人型アンド機械体ロイドだから煙けむりに巻かれても炎ほのおの中でも問題ないだろ」

「そういうことにしておきましょう。それでイリスさん、そちらは？」

「え。は、はい！　ええと……」

　急に話を振ふられておどおどするダ家メ政イ婦ド。

「私の方は総そう督とく府ふに向かっていた機神二体に追いついて、それで色々と話もしたんですが、最終的には私の平和パンチと仲良しキックで解決しました。今は二体ともおとなしく寝ねてくれています」

「お前それ完全に名前詐さ欺ぎだろ」

　家メ政イ婦ド服がちょっと煤けて、スカートの端はじっこがほつれてる。逆に言えばイリス本人はいたって無傷。それで機神二体を無力化させますか、このダ家メ政イ婦ドさんは。

「ついでに言えばこっちも勝利よ。まあ当然だけど」

　腕組みしながらチビ聖女。

　ただ、なぜかコイツだけは靴くつ先さきから首元まで体中が泥どろまみれ。

「……なによ駄だ犬けん、その目」

「お前、いつから泥遊びが趣しゆ味みになったんだ」

「うるさいわね。地面を液状化してくる機神と戦ったのよ。……一回だけ術中にはまって、抜ぬけ出した時にこうなったの。むしろ名めい誉よの負傷と考えなさい」

　顔を真っ赤にして咳せき払ばらいする聖女。

「……剣けん帝ていは？」

「逃にげられた。でも今回は引き分けだぜ。むしろ俺の勝利的な雰ふん囲い気きかも」

「噓うそおっしゃいなさい。そんなお腹真っ赤にして……って、駄犬その出血!?　ちょっと何してんのよ、さっさと病院行かないとだめじゃない。死ぬ気!?」

「凪、その傷は!?」

「な、なななな……なぎせんぱいのお腹が真っ赤ですぅぅぅ!?」

　騒そう然ぜんとなる一同。

　ていうか今さらですか。もっと早く気づけよお前ら。

「なに。これだけ話せて意識もあるんだ。刺し傷しようといっても剣けんを横よこ薙なぐ過程でたまたま抉えぐるかたちになっただけだろうさ。浅いもんだ」

　一人、余よ裕ゆうの笑えみすら浮かべるのはツァリだ。雰囲気からして彼女だけは俺の傷にも気づいてたんだろうな。そのうえで無事と踏ふんだんだろう。

「それにお嬢じよう？　凪を病院に連れて行く前に話しておくべきことがあるだろう？」

「……わかってるわよ」

　口の端はしを苦々しく歪ゆがめるチビ聖女。

　そして彼女が次にとった行動に、俺は驚おどろきを超こえて半ば呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　チビ聖女。

　いや、エルマリア神教界の聖女が、俺に向かって深々と頭を下げたのだ。

「このとおりよ」

「………………え。え？」

　何が何だかわからなかった。

　だってそうだろ。俺はたまたまこうして知りあいだけど、相手は一国の聖女だぞ。地位も身分もあってプライドの塊かたまりのような奴やつが……俺に頭を下げている？

「駄犬とイリス。あらためてお願いするわ。私に、力を貸して」

「な、なんだよおい、そんな神しん妙みようぶった顔で」

「駄犬は感じなかったの？　あの震しん動どうの時に、何かの圧力みたいなものは感じなかった？」

「…………」

　剣帝との戦いの時か。

　あの突とつ然ぜんの震動のせいで工こう廠しようが崩くずれ、決着もうやむやのまま終わったのもアレのせいだ。

　……そういえば。

　……あの時、誰かに見られてるような。

「心当たりはあるって表情ね」

「表現のしようがないんだよ。なんて喩たとえれば正確なのか思いつかねえ」

「もちろん私やツァリ、イリスも同じ波長を感じたわ。幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうを予兆する時に同じようなものを察知するんだけど、今回みたいなのは初めてだった……」

　暗い陰かげを落とすチビ聖女。

　そして俺は気づいてしまった。その隣となりにいるツァリも、そして俺の目の前に立つイリスまでもが皆一様に同じ表情になっていることに。

　──尋じん常じようじゃない。

　何か、今までとはまるで違ちがうことが起きようとしてる。

　そう予感させるには十分すぎた。

「…………」

「お、おい、らしくないぜ？　もっと強気で高飛車じゃねえと気味悪いじゃねえか」

「人わたし間たちは、勝てないかもしれない」

「……どういう意味だ」

　言葉に苦いものが混じった。

「おいチビ聖女！　どうしたんだよ、そんな弱気で、なに勝手に諦あきらめてんだよ！」

「諦めるわけないわ。でも……私は……あまりに愚おろかだった…………もっと、もっと世界には、希望があるものだと思いこんでいた……」

　唇の端を嚙かみしめるチビ聖女。

　華きや奢しやな拳こぶしを握にぎりしめて、握った手が真っ白になるくらい強く握りしめて。彼女は、目元を真っ赤に腫はらしながらこう言った。

「プロジェクト・エデンを実行するわ。今すぐ……セラが目覚めるその前に、穢歌の庭エデンを完全に凍とう結けつさせる」







　　あとがき




　人と機械の愛にも、いろいろあると思うんです。




　お久しぶりです。細さざ音ねです。

　半年ぶりの『イリス』シリーズです。並行して進めてる『エデン』シリーズも応おう援えんしてくださっている方は三か月ぶりでしょうか。どちらの方も、『イリス４』を手にとってくださってありがとうございます。

　さて『イリス』本編としては次の五巻が最終になりまして、今回はその直前です。

　直前だけあって、この四巻は、自分がシリーズ開始前から書きたかったシーンを沢たく山さんちりばめることができました。筆者としては気合い十分な意気込みで書いていましたが、はてさて出来の方はいかがだったでしょうか。

　ご感想は様々かと思いますが、ごくごく個人的には、三巻の剣けん帝ていにくわえ、もう一体の大事な機神である紫苑しおんを表おもて舞ぶ台たいに出すことができて一安心という心境です。

　彼女、名前だけは一巻からこっそり出したんですよね。でも２巻では息を潜ひそめ、３巻ではようやく顔を出したけど尻しつ尾ぽは出さず……みたいな状態で、今回ようやく本格的に物語に参戦できたようでほっとしました。紫苑ＶＳ凪なぎ戦、ミカエル戦もその一つで、敵キャラとして主人公サイド二人以上と立て続けに、しかも一巻のうちに連続バトルというのは細音の全作品通しても少ないんですよね。（紫苑、意外にバトル好き？）

　ちなみに彼女について、それなりに裏話だったり開発者おや絡がらみの設定があったりします。しかしあくまで『イリス』はラブコメ風ストーリー（自じ称しよう）ですので、あまり本筋から離はなれすぎたりというのも難ありというわけで、そういうのはいつかまた、本編とは別の機会に公開できるといいなと画策していたり。

　……ええ。ええ。

　ラブコメのつもりです。つもりでした。

　女の子がたくさんいて楽しく面白く──なんて当初は思っていたら、いざ書いてみると意外と（？）シリアスにならざるを得ない場面もあるようで。だけどもういっそバトルや真ま面じ目めな展開があってもいいのかなと既すでに自分は開き直っていたり。というわけで、このお話は人と機械のラブコメ風なお話なのです。

　もちろん、あまり重苦しい感じにはしない方針に変わりはなく。そういう意味では、次の最終巻まで一いつ貫かんして頑がん張ばりたいと思ってます。




　さて、ここでお礼の方へ。

　担当編集Ｈ氏、大変なご多た忙ぼうななか、いつも的確なご指し摘てきをいただいてありがとうございます。最終巻もどうぞよろしくお願いいたします。

　カスカベアキラ先生、今回も素敵なイラストをありがとうございます！

　そしてこの本を手にとってくれた全ての方。半年に一度という刊行速度でしたが、それでもここまで読み続けてくださって本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

　ちなみに最終巻も半年後……

　ということはなく、実は早いです。最終巻は10月予定で頑張ってます。




　では、最後にスケジュールのお話を。

　最終巻である『イリス５』は10月刊行予定です。

　さらに並行して進めてる『エデン』シリーズも残り２冊でして、こちらの『エデン12』は年内の12月刊行、『エデン13』もなるべく遅おくれず出せるよう予定しています。

　こうして考えると二つのシリーズがほぼ同時期に終わるわけですから、本当に最終局面なんだなと感じます。

　イリスについて、そして今後のことについて。あとがきで書きたいことはたくさんあるけれど、でも、そういうのは内容的にもあとがきの容量的にも最終巻でかな？

　そう、全ては終わってからということで。

　今はとにかく、最終巻まで楽しく読んでいただける作品になりますように。







　それでは、10月に再びお会いできることを願いつつ。

　イリス最終巻にて。

『不完全神性機関イリス５　──１５４cmの花はな嫁よめ機関──』でお会いしましょう。










　２０１３年４月　　ある晴れた日の風の強い刻ときに


細音　啓けい












不ふ完かん全ぜん神しん性せい機き関かんイリス４




勝しよう率りつ0.08パーセントの戦いくさ女め神がみ








細さざ音ね　啓けい
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